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１明治期における友子の組織と機能（上）

本
節
の
研
究
課
題
は
、
一
般
的
に
い
え
ば
、
明
治
期
に
お
け
る
友
子
の
組
織
と
機
能
の
実
態
を
解
明
す
る
こ
と
で
あ
り
、
具
体
的
に

い
え
ば
、
ま
ず
第
一
に
明
治
期
の
友
子
の
組
織
実
態
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
、

明
治
期
の
友
子
は
如
何
な
る
組
織
原
理
で
構
成
さ
れ
て
い
た
か
、
友
子
を
構
成
し
た
結
合
原
理
あ
る
い
は
結
合
の
方
法
、
そ
し
て
友
子

の
職
業
倫
理
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。
二
、
明
治
期
の
友
子
は
、
如
何
な
る
組
織
構
成
を
も
っ
て
編
成
さ
れ
て
い
た
か
、
す
な
わ
ち
友
子

は
じ
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に
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な
お
本
稿
の
課
題
は
、
明
治
の
前
期
と
後
期
の
二
段
階
に
分
け
て
検
討
さ
れ
る
。
そ
の
理
由
は
、
明
治
前
期
の
友
子
制
度
の
発
達
度

合
を
は
っ
き
り
検
出
す
る
こ
と
と
、
そ
の
発
達
度
の
上
に
明
治
後
期
に
お
け
る
友
子
制
度
の
確
立
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
強
調
し
た
い
た

め
で
あ
る
。

ず
で
あ
る
。

に
も
な
る
。

の
単
位
組
織
ほ
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
他
の
単
位
組
織
と
ど
の
よ
う
な
関
連
を
も
っ
て
い
た
か
。
三
、
明
治
期
の
友
子
は
、
如
何

な
る
組
織
運
営
を
行
な
っ
て
い
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

第
二
の
課
題
は
、
明
治
期
の
友
子
の
機
能
の
実
態
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
、

技
能
養
成
機
関
と
し
て
の
友
子
は
、
明
治
期
に
坑
夫
の
取
立
を
ど
の
よ
う
に
行
な
っ
た
か
、
よ
り
詳
し
く
い
え
ば
、
取
立
前
の
見
習
期

間
、
取
立
の
年
齢
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
、
取
立
の
儀
式
は
ど
の
よ
う
に
行
な
わ
れ
、
取
立
後
の
修
業
は
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
た

か
。
一
一
、
明
治
期
の
友
子
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
共
済
活
動
を
行
な
っ
た
か
、
三
、
明
治
期
の
友
子
は
、
労
働
市
場
に
ど
の
よ
う

に
係
わ
っ
て
い
た
か
、
あ
る
い
は
鉱
山
の
生
活
・
労
働
の
秩
序
維
持
に
如
何
な
る
役
割
を
果
た
し
て
い
た
か
、
な
ど
な
ど
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
具
体
的
な
研
究
課
題
の
遂
行
は
、
こ
れ
ま
で
友
子
制
度
の
研
究
が
明
治
末
期
以
降
の
友
子
実
態
を
し
か
問
題
に
し
て
来
な

か
っ
た
点
に
反
省
を
迫
る
と
同
時
に
、
明
治
末
期
以
後
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
友
子
制
度
が
、
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
て
き
た
か
を

明
ら
か
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
友
子
制
度
は
、
明
治
三
○
年
代
前
半
期
に
十
分
に
制
度
的
に
確
立
し
て
い
た
こ
と
を
も
明
ら
か
す
る
は

ず
で
あ
る
。
ま
た
、
す
で
に
前
稿
で
私
が
明
治
期
に
友
子
制
度
が
普
及
し
た
必
然
性
と
し
て
述
べ
た
仮
説
を
具
体
的
に
実
証
す
る
こ
と

(a）（１） 

明
治
前
期
に
お
け
る
鉱
山
経
営
と
友
子
資
料

明
治
前
期
に
お
け
る
鉱
山
経
営
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第１図神 岡村略図
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明
治
前
期
の
友
子
制
度
は
、
一
方
で
は
官
営

鉱
山
や
民
間
先
進
鉱
山
の
よ
う
に
近
代
化
さ
れ

つ
つ
あ
っ
た
鉱
山
の
下
で
存
在
し
た
が
、
他
方

で
は
、
徳
川
期
以
来
の
経
営
形
態
と
殆
ん
ど
変

わ
ら
な
い
在
来
鉱
山
の
下
で
存
在
し
た
。
官
営

鉱
山
の
場
合
に
し
て
も
、
明
治
前
期
に
は
、
近

代
化
は
ま
だ
不
十
分
で
あ
り
、
特
に
労
働
力
編

成
に
つ
い
て
は
、
旧
来
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い

も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
明
治
前
期
の
友

子
制
度
の
存
在
基
盤
を
な
す
鉱
山
経
営
と
鉱
夫

の
存
在
形
態
の
特
徴
を
、
主
に
明
治
前
期
の
友

子
資
料
が
残
さ
れ
た
飛
騨
地
方
の
旧
神
岡
諸
鉱

山
と
一
、
こ
の
官
営
鉱
山
を
例
に
明
ら
か
に

し
、
明
治
前
期
の
友
子
制
度
の
特
質
を
解
明
す

る
手
懸
り
と
し
た
い
。

ま
ず
旧
神
岡
諸
鉱
山
の
経
営
と
労
働
力
編
成

の
概
要
を
承
る
こ
と
に
し
よ
う
。

徳
川
期
か
ら
明
治
前
期
に
お
け
る
飛
騨
地
方
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第１表和佐保鉱山（北平・南平鉱）の鉱夫数別鋪数（万廷元年・1860）

％ 規模別人員人員規模一一~_｜鋪数 ％ 

人
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２
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２
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２
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８
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６
 

１
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６
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４
３
１
３
５
 

●
●
●
●
●
●
●
●
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２
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７
４
２
４
６
 

３
１
１
 

２
５
９
８
２
１
２
３
 

１
 

１
１
１
１
 

44.0 

25.5 

17.4 3７ 6.5 ３ 

14.1 3０ 2.1 １ 

100.0 212 100.0 4６ 

『神岡町史』資料編中巻，447-52頁より作成

の
鉱
山
は
、
大
別
し
て
四
つ
の
地
域
に
わ
け
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
お
上

一
一
十
五
山
の
東
南
斜
面
に
位
置
す
る
旧
和
佐
保
村
の
地
域
で
、
大

ど
め
鷲
え
び
ら
ひ
が
し
ぴ
ら

柔
な
ゑ
ぴ
ら

富
、
前
平
、
東
平
、
ズ
リ
谷
、
南
平
な
ど
の
諸
鉱
山
が
あ
り
、
あ
うじ
ゃ

一
つ
は
、
一
一
十
五
山
の
北
部
に
位
置
す
る
旧
鹿
間
村
の
地
域
で
蛇

ば
ら
ぴ
ら

腹
平
、
源
蔵
谷
、
菅
沢
な
ど
の
諸
鉱
山
が
あ
る
。
一
二
つ
目
の
地
域

は
、
東
漆
山
の
取
切
山
鉱
山
が
あ
り
、
四
つ
目
の
地
域
は
、
富
山

と
岐
阜
の
県
境
周
辺
に
あ
り
、
神
岡
村
側
に
は
、
東
茂
住
の
諸
鉱

山
が
、
富
山
県
側
に
は
長
棟
の
諸
鉱
山
が
あ
る
。

し
き

》
」
一
」
で
鉱
山
と
い
っ
て
も
、
多
数
の
小
さ
な
坑
口
（
鋪
）
が
存

在
す
る
一
定
の
地
域
を
総
称
し
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
一
鉱
山
は
一

つ
の
鉱
山
資
本
に
よ
っ
て
経
営
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
逆

に
、
一
鉱
山
に
多
数
の
経
営
者
が
混
在
し
て
い
る
の
が
特
徴
的
で

旧
神
岡
の
諸
鉱
山
は
、
徳
川
期
の
古
く
か
ら
経
営
さ
れ
て
い
た

が
、
天
領
で
あ
っ
た
た
め
、
高
山
の
鉱
山
取
締
役
所
の
支
配
下
に

（
１
）
 

多
数
の
菫
雨
負
鉱
業
人
に
よ
っ
て
経
営
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
鉱
山

の
規
模
は
小
さ
く
、
第
一
表
に
示
し
た
よ
う
に
幕
末
の
一
坑
あ
た

り
の
鉱
夫
数
は
、
二
’
八
人
位
が
支
配
的
で
あ
り
、
一
○
人
以
上

あ
る
。
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第２表和佐保鉱山鉱別鉱夫数（万廷元年・1860）

天蓑|鉱夫数|鱒|ずり子|岡廻り|女職|飲焚|鋪数騨襄均

鉱
〃
〃
洞
鉱

栃

平椰留柵川
平
沢

東
北
大
菅
ず

117人’３９人’４８人’２２人

人８
３
２
４
 

１
 

22人 5.3人

４
１
８
 

２
４
２
 

２１６ 

３
８
４
４
 

８
４
１
 

５
２
７
５
 

８
５
１
 

３
２
８
４
 

３
２
 

２ 

７
９
３
２
 

４
２
 

4.5 

4.2 124 

4３ 

１３ 

1４．３ 

6.5 

合 計 513 188 207 9２ 2７ 103 4.9 ２ 

『神岡町史』史料編中巻，443-462頁より作成

の
中
規
模
坑
は
ご
く
少
数
で
あ
っ
た
。
坑
口
は
百
数
十
あ
っ
た
が
、
そ
こ
で
働
く
鉱
夫
数
は

五
百
数
十
人
程
度
に
す
ぎ
ず
、
｜
坑
当
り
の
平
均
鉱
夫
数
は
四
’
五
人
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で

も
経
営
者
の
中
に
は
、
四
○
’
五
○
人
の
鉱
夫
を
一
雇
う
比
較
的
大
き
な
鉱
業
人
も
ご
く
少
数

な
が
ら
存
在
し
た
よ
う
で
あ
る
。
長
棟
の
鉱
山
も
ほ
ぼ
神
岡
の
場
合
と
同
様
で
あ
っ
た
が
、

幕
末
に
は
休
山
し
て
い
た
。

維
新
後
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
に
日
本
坑
法
が
発
布
さ
れ
る
ま
で
は
、
神
岡
の
旧
諸

鉱
山
は
、
旧
来
の
経
営
形
態
を
維
持
し
て
い
た
が
、
日
本
坑
法
の
発
布
以
後
は
、
諸
鉱
山
は

完
全
に
民
営
化
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
の
経
営
実
態
は
、
明
治
一
九
年
（
一
八
八
六
）
に
三
井

組
が
神
岡
地
区
の
諸
鉱
山
を
買
収
し
て
神
岡
鉱
山
に
統
一
す
る
ま
で
は
、
幕
末
以
来
の
鉱
山

期のことである。（２）
経
営
と
殆
ん
ど
変
ら
な
か
っ
た
。
神
岡
鉱
山
の
地
稼
時
代
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
時

維
新
後
は
、
高
山
に
あ
る
幕
府
時
代
の
鉱
山
役
所
の
支
配
に
代
っ
て
、
高
山
の
製
錬
所
を

経
営
す
る
地
元
の
鉱
山
資
本
家
（
地
元
の
商
人
、
比
較
的
成
長
し
た
鉱
業
人
、
そ
の
他
の
産

業
資
本
家
）
が
、
鉱
山
経
営
の
中
心
に
座
り
、
直
接
の
鉱
山
経
営
は
、
彼
ら
か
ら
融
資
を
受

け
る
小
さ
な
鉱
区
の
借
区
人
（
稼
人
）
と
比
較
的
大
き
な
鉱
業
人
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
。

（
３
）
 

鉱
石
は
、
鉱
業
人
に
よ
り
山
一
兀
で
粗
製
錬
さ
れ
、
一
同
山
の
製
錬
所
に
送
ら
れ
て
更
に
精
錬
さ

れ
た
。

明
治
初
期
の
旧
神
岡
鉱
山
の
経
営
形
態
は
、
第
三
表
に
示
し
た
よ
う
に
、
形
式
的
に
は
、



第３表神岡諸鉱山の借区人・坑数・坪数（明治６年.1873）

借区人|坑数｜坪数 1人当借区坪数

、
９
ク
リ
夕

人
人
人
人
人
人
人
人
人

犯
皿
１
６
町
１
９
嘔
汀

’
’
’
’
’
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

坪
坪
坪
坪
坪
坪
坪
坪
坪
坪
坪

（
ｈ
）
訂
■
▲
ｏ
ｎ
詮
の
夕
白
（
ｎ
Ｖ
△
河
丘
、
凸
庁
〃
０
７
０
’
八
宝
〈
皿
ｖ

・
河
詮
『
口
上
『
０
▲
（
院
Ｕ
《
ｍ
Ｕ
ｏ
色
庁
”
０
．
几
云
の
『
Ｕ
、
二
Ｊ
（
ｘ
）

の
二
Ｊ
拍
口
ユ
イ
０
▲
向
く
Ｊ
Ｆ
【
Ｕ
の
色
（
、
）
、
ベ
リ
ヘ
ベ
〉
１
▲
ヘ
ニ
リ

グ
ー
ー
く
１
１
ｋ
〃
Ⅱ
Ｉ
く
Ｉ
Ｉ
Ｌ

人
人
人

１
３
１
 

’
’
一
一
一
一

坪
坪
坪

８
５
２
 

６
１
７
 

３
１
３
 

和佐保村・大富鉱

前平鉱

東平鉱

ズリ谷鉱

鹿間村・蛇腹平鉱

源蔵谷鉱

菅沢鉱

東漆山村・取切山鉱

跡津川村・間山谷鉱

人３
５
７
１
０
９
５
７
１
 

２
３
 

５
 

１
２
 

７，９８０ 

３，９００ 

３，６０７ 

500 

11,234 

３，１２３ 

5,057 

３，６１８ 

３８０ 

３
５
７
１
０
９
５
７
１
 

２
３
 

５
 

１
２
 

448坪＝34人，
930坪＝１人

合 計 1６８１１６８ 

『神岡鉱山史』432-48頁よ り作成

一
六
八
人
の
鉱
区
の
借
区
人
が
、
｜
人
平
均
数
百
坪
の
零
細
鉱
区
を
借
区
し
、

｜
借
区
に
一
つ
の
坑
口
を
開
い
て
数
人
の
坑
夫
を
抱
え
て
操
業
す
る
、
と
い
う

も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
鉱
山
経
営
の
実
態
的
形
態
は
、
一
方
で
は
少
人
数
の

鉱
夫
を
抱
え
て
嫁
行
す
る
零
細
経
営
と
、
他
方
で
は
、
零
細
借
区
を
統
合
し
て

数
十
人
の
鉱
夫
を
雇
用
し
て
稜
行
す
る
資
本
家
的
鉱
山
経
営
に
両
極
分
解
し
て

例
え
ば
、
第
五
表
に
示
し
た
よ
う
に
鹿
間
村
の
蛇
腹
平
鉱
山
は
、
明
治
五
年

（
一
八
七
二
）
に
は
六
七
人
の
鉱
業
人
あ
る
い
は
稼
人
が
い
た
が
、
出
鉱
銅
四

○
○
貫
以
下
の
稼
人
は
五
九
人
で
、
出
鉱
の
三
一
一
・
六
％
し
か
占
め
て
い
な
か

っ
た
の
に
対
し
、
七
○
○
貫
以
上
の
鉱
業
人
は
八
人
お
り
、
出
鉱
量
の
六
七
・

四
％
を
占
め
て
い
る
。
そ
の
う
ち
有
巣
利
三
郎
は
、
出
鉱
の
一
二
・
一
一
％
、
角

川
忠
吉
は
一
二
・
一
％
、
追
分
伊
助
は
二
・
四
％
を
占
め
る
有
力
な
鉱
業
人

で
あ
っ
た
。
因
に
出
鉱
量
か
ら
推
計
し
た
雇
用
鉱
夫
数
は
、
有
巣
が
五
二
人
、

（
４
）
 

角
川
が
三
○
人
、
追
分
が
一
一
八
人
程
度
で
あ
っ
た
。

他
方
零
細
稼
人
は
、
鉱
夫
四
人
以
下
の
経
営
で
、
こ
れ
ら
の
経
営
の
労
働
力

シ
ェ
ア
は
、
三
四
％
で
あ
る
が
、
鉱
業
人
の
数
と
し
て
は
五
九
人
で
圧
倒
的
に

多
か
っ
た
。
彼
ら
は
自
営
業
者
に
近
く
、
又
中
に
は
有
力
な
鉱
山
資
本
家
に
従

属
す
る
事
実
上
の
賃
労
働
者
に
近
い
者
も
い
た
と
思
わ
れ
る
。

い
た
。
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第４表神岡諸鉱山鉱夫数（明治４年.1871） 旧
神
岡
諸
鉱
山
に
お
け
る
鉱
山
経
営
と

労
働
力
の
編
成
は
、
明
治
一
九
年
に
三
井

組
に
統
合
さ
れ
る
ま
で
多
少
の
変
化
あ
る

に
し
て
も
、
基
本
的
に
は
以
上
の
よ
う
な

も
の
で
あ
っ
た
。
明
治
前
期
の
旧
神
岡
諸

鉱
山
に
お
け
る
友
子
制
度
は
、
以
上
の
ょ

諸職人

和佐保村・大富鉱山

鹿間村・蛇腹平鉱山

東漆山村・取切山鉱山

他鉱休山

210人

285人

103人

合 計 598人

(注）『神岡町史』史料編中巻，532-533頁より

作成。

休山は前平，東平,池之山,銀山谷である。

原資料は『明治四年辛未鉱山年表』である。

第５表蛇腹平鉱山の規模別経営形態と階層別鉱夫数 (明治５年.1872）

出鉱銅｜鉱業人名又は人員 鉱業人別鉱夫数（推計）

有巣

角川

追分

石井

若山

茂住

田中

長井

4,439貫

2,529 

2,388 

１，３５４ 

１，０８３ 

８２０ 

７６７ 

７２１ 

利三郎

忠吉

伊助

与三郎

浅次郎

藤吉

忠右衛門

孝助

人
人
人
人
人
人
人
人

２
０
８
５
３
０
９
８
 

５
３
２
１
１
１
 

代
表
的
鉱
業
人

8人’165人小計14,101

人
人
人
人
人
人

４
６
９
７
７
６
 

１
１
 

一坑平均

〃

〃

〃

〃

〃

人
人
人
人
人
人

５
８
５
 

４
３
２
１
０
０
 

人
人
人
人
人
人

６
８
８
０
３
８
 

１
１
１
１
１
 

０
０
０
０
０
０
 

０
０
０
５
０
５
 

４
３
２
１
１
 

｜
｜
｜
｜
’
 

０
０
０
０
０
 

０
０
５
０
５
 

３
２
１
１
 

出
鉱
銅
規
模

59人’一坑平均1.4人 83人小 計

67人 248人合 計

(注）１．出銅量については『神岡鉱山史』447-8頁による。

２．鉱夫数は第４表に示した明治４年の蛇腹平鉱山の鉱夫数285人に出鉱比

率を乗じて算出した。



８ 
う
な
鉱
山
経
営
形
態
と
労
働
力
編
成
の
下
で
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
友
子
の
組
織
に
如
何
な
る
影
響
を
与
え
て
い
る
か

は
、
次
項
で
明
ら
か
に
し
よ
う
。

他
方
官
営
鉱
山
や
民
営
で
も
徳
川
期
以
来
大
鉱
山
で
あ
っ
た
有
名
鉱
山
の
場
合
は
、
事
態
は
若
干
異
な
っ
て
い
た
。

例
え
ば
、
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
一
二
月
に
官
収
さ
れ
、
翌
年
か
ら
洋
式
熔
鉱
炉
の
導
入
、
採
鉱
方
法
の
西
欧
化
に
よ
っ
て
近
代

化
を
開
始
し
た
生
野
鉱
山
で
は
、
徳
川
期
に
す
で
に
幕
営
の
大
鉱
山
と
し
て
、
多
数
の
通
洞
（
主
要
坑
道
）
を
開
さ
く
し
、
多
数
の
排

水
坑
や
通
風
坑
を
擁
し
、
数
百
メ
ー
ト
ル
も
の
坑
道
を
数
多
く
開
さ
く
す
る
ほ
ど
大
規
模
か
つ
計
画
的
な
採
鉱
を
行
な
っ
て
い
た
。
生

（
５
）
 

野
鉱
山
で
は
代
官
所
の
下
に
、
多
数
の
山
師
が
多
数
の
鉱
夫
を
一
雇
用
し
て
坑
道
の
開
さ
く
や
直
接
採
鉱
を
請
負
い
稼
働
し
て
い
た
。

官
営
後
の
生
野
鉱
山
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
技
術
者
コ
ワ
ー
ー
ー
の
指
導
の
下
に
近
代
化
が
は
か
ら
れ
、
経
営
の
面
で
も
新
た
な
再
編
が

行
な
わ
れ
た
。
旧
山
師
ら
は
、
新
政
府
に
鉱
山
採
鉱
の
権
利
を
献
上
し
、
鉱
山
役
人
と
外
国
人
の
技
師
坑
夫
職
工
の
下
に
再
雇
用
さ

れ
た
旧
鉱
夫
ら
が
働
く
こ
と
に
な
っ
た
。
詳
し
い
雇
用
形
態
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
『
生
野
鉱
山
景
況
書
』
（
明
治
九
年
）
に
よ
れ

ば
、
採
鉱
部
門
に
つ
い
て
ふ
る
と
外
国
人
坑
夫
を
置
き
、
「
日
々
諸
坑
ヲ
検
窺
シ
毎
夕
其
実
況
ヲ
技
長
二
報
ズ
」
、
「
坑
夫
頭
、
弐
拾
名

（
６
）
 

ヲ
置
キ
、
日
夜
各
坑
ヲ
巡
視
セ
シ
メ
、
役
夫
ノ
塀
台
心
ヲ
責
メ
シ
ム
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
坑
夫
頭
が
後
に
み
る
飯
場
頭
で
あ

る
か
ど
う
か
定
か
で
は
な
い
が
、
明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）
に
三
菱
に
払
下
げ
ら
れ
る
以
前
に
、
す
で
に
飯
場
制
度
が
形
成
さ
れ
て

い
た
こ
と
か
ら
ふ
る
と
、
官
営
生
野
鉱
山
の
少
な
く
と
も
採
鉱
部
面
で
は
、
二
○
数
名
の
坑
夫
頭
の
下
に
鉱
夫
ら
は
編
成
さ
れ
、
飯
場

制
度
に
近
い
雇
用
制
度
の
下
に
置
か
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
こ
の
坑
夫
頭
は
採
鉱
な
ど
は
請
負
わ
ず
労
務

管
理
を
中
心
と
し
た
請
負
人
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
コ
ワ
ー
ー
ー
な
ど
の
近
代
的
鉱
業
技
術
者
の
指
導
す
る
鉱
山
で
旧
山
師
な
ど
を
中

（
７
）
 

心
と
す
る
採
鉱
請
負
は
あ
り
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
因
に
後
に
詳
し
く
承
る
よ
う
に
、
明
治
二
六
年
（
一
八
九
一
一
一
）
の
生
野
鉱
山
の
支

山
で
あ
っ
た
神
子
畑
鉱
山
の
坑
夫
取
立
「
免
状
」
に
は
、
「
生
野
鉱
山
第
一
号
飯
場
」
、
「
生
野
銀
山
小
田
垣
飯
場
」
、
「
生
野
ロ
銀
谷
通
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こ
の
よ
う
に
官
営
鉱
山
に
お
い
て
は
、
明
治
前
期
に
す
で
に
近
代
化
さ
れ
、
一
雇
用
関
係
も
近
代
的
な
側
面
が
強
ま
っ
て
き
て
い
た
。

生
野
鉱
山
に
お
け
る
明
治
前
期
の
友
子
制
度
は
、
こ
う
し
た
近
代
的
鉱
山
に
お
い
て
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
明
治
前
期
に
友
子
制
度
の

（
、
）

確
詞
山
さ
れ
る
院
内
銀
山
、
阿
仁
銀
山
な
ど
の
近
代
化
の
早
い
鉱
山
も
、
ま
た
明
治
前
期
に
友
子
制
度
の
存
在
は
確
認
”
さ
れ
な
い
が
友
子

制
度
が
存
在
し
た
と
思
わ
れ
る
佐
渡
鉱
山
、
別
子
銅
山
な
ど
も
、
生
野
鉱
山
の
経
営
形
態
に
近
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

他
方
坑
夫
は
、
’

三
方
制
で
一
方
「
一

形
成
さ
れ
て
い
た
。

常
飯
場
」
、
「
大
立
飯
場
」
の
立
会
人
が
お
り
、
明
治
二
○
年
代
初
め
に
は
、
飯
場
制
度
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
。
太
田
虎
『
生
野
史
』

第
一
巻
鉱
業
編
は
、
飯
場
制
度
は
「
明
治
初
年
頃
に
、
養
父
郡
明
延
鉱
山
か
ら
生
野
に
来
山
し
た
坑
夫
数
人
に
よ
っ
て
一
家
を
形
成
し

（
８
）
 

共
同
生
活
を
営
ん
だ
の
が
母
体
」
で
あ
り
、
起
源
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
そ
の
真
偽
の
ほ
ど
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
明
治
初

期
に
す
で
に
飯
場
制
度
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

他
方
坑
夫
は
、
「
八
時
間
ヲ
以
テ
交
代
ノ
時
限
」
と
し
、
「
出
鉱
場
竝
一
一
開
拓
場
ト
モ
一
ヶ
所
二
坑
夫
六
名
ニ
シ
テ
之
ヲ
請
負
上
」
、

（
９
）
 

三
方
制
で
一
方
「
一
一
人
入
坑
」
し
て
働
い
た
。
採
鉱
以
外
の
運
搬
・
選
鉱
や
製
錬
部
門
に
は
、
機
器
が
導
入
さ
れ
、
近
代
的
な
職
種
が

⑪
の
③
の
注

（
１
）
徳
川
期
の
飛
騨
の
鉱
山
経
営
に
つ
い
て
は
、
三
井
金
属
鉱
業
編
『
神
岡
鉱
山
史
』
第
一
編
を
参
照
。

（
２
）
こ
の
点
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
『
神
岡
鉱
山
史
』
第
二
編
を
参
照
。

（
３
）
こ
の
時
期
の
神
岡
の
鉱
山
経
営
に
つ
い
て
は
『
岐
阜
県
史
』
通
史
編
近
代
中
の
第
四
章
第
八
節
「
鉱
業
」
を
も
参
照
。

（
４
）
石
井
与
三
郎
は
、
鉱
夫
上
り
の
鉱
業
人
で
あ
る
が
、
明
治
一
○
年
代
初
め
に
同
じ
く
鉱
夫
上
り
の
加
藤
吉
蔵
と
ズ
リ
谷
で
三
○
人
ほ
ど
の
坑
夫

を
使
役
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
長
谷
川
喜
平
も
大
富
鉱
山
で
三
○
人
ほ
ど
の
鉱
夫
を
使
用
し
て
い
た
ら
し
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
同
上

『
岐
阜
県
史
』
、
九
○
八
’
九
頁
。

（
５
）
徳
川
期
の
生
野
鉱
山
の
経
営
形
態
に
つ
い
て
は
、
小
葉
田
淳
『
日
本
鉱
山
史
の
研
究
』
の
「
生
野
銀
山
」
の
章
を
参
照
。
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⑥
明
治
前
期
の
友
子
資
料

明
治
前
期
の
友
子
制
度
の
実
態
を
解
明
す
る
資
料
は
、
は
な
は
だ
乏
し
い
。
今
日
ま
で
の
と
こ
ろ
管
見
す
る
限
り
で
友
子
の
直
接
的

資
料
は
、
飛
騨
の
旧
神
岡
鉱
山
に
係
わ
る
数
点
の
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
次
の
も
の
で
あ
る
。

一
、
明
治
二
年
の
鹿
間
銅
山
の
「
大
工
取
立
面
附
」

二
、
明
治
一
○
年
の
旧
神
岡
鉱
山
に
係
わ
る
鉱
夫
の
取
立
札
（
二
枚
）

三
、
明
治
一
○
年
か
ら
の
長
棟
鉱
山
の
山
崎
徳
次
郎
に
よ
る
『
大
工
取
立
二
附
諸
造
用
日
記
帳
』
（
抜
華
）

四
、
同
上
、
『
浪
人
銭
別
日
記
』
（
抜
華
）

（
６
）
太
田
虎
一
『
生
野
史
』
校
補
鉱
業
編
、
九
八
頁
。

（
７
）
も
っ
と
も
採
鉱
請
負
と
い
う
言
葉
は
あ
い
ま
い
で
あ
る
。
近
代
鉱
山
に
お
い
て
、
坑
夫
の
採
鉱
請
負
と
い
っ
て
も
、
間
切
り
の
よ
う
に
、
坑
道

の
掘
進
長
さ
に
応
じ
た
出
来
高
賃
金
を
呼
ぶ
場
合
は
、
単
な
る
出
来
高
賃
金
制
を
示
す
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
本
来
の
採
鉱
請
負
制
と

は
、
坑
夫
を
抱
え
て
い
る
請
負
人
に
対
し
て
、
一
定
の
鋪
の
採
鉱
権
を
貸
与
し
て
、
時
に
は
資
本
を
出
資
さ
せ
、
時
に
は
出
資
な
し
に
、
採
鉱
を

、
、

、
、

請
負
わ
せ
、
鉱
石
を
買
上
げ
た
り
、
採
鉱
量
に
応
じ
た
切
賃
を
支
払
う
形
態
で
あ
る
。
官
営
生
野
鉱
山
で
は
、
一
」
う
し
た
徳
川
期
の
採
鉱
請
負
制

は
存
在
し
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
飯
場
制
度
は
、
坑
道
の
掘
進
を
時
に
は
請
負
う
こ
と
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
出
来

高
賃
金
の
変
形
に
す
ぎ
ず
、
飯
場
頭
の
手
当
又
は
収
入
は
、
労
務
管
理
に
対
す
る
請
負
賃
で
あ
り
、
出
来
高
賃
金
の
一
種
で
あ
っ
た
と
承
ら
れ

（
８
）
 

（
９
）
 

（
、
）
官
営
下
の
院
内
鉱
山
の
雇
用
形
態
の
再
編
に
つ
い
て
は
、
秋
田
県
立
図
書
館
蔵
の
山
崎
文
庫
の
明
治
八
年
『
院
内
銀
山
』
（
コ
ン
ニ
ャ
ク
版
）

は
、
明
治
七
年
二
月
以
前
の
経
営
方
法
は
「
漸
次
更
正
シ
、
其
狼
雑
煩
冗
ノ
習
ハ
ー
切
之
ヲ
菱
除
シ
テ
別
二
範
規
ヲ
設
ケ
テ
業
二
就
カ
シ
ム

」
と
指
摘
し
、
旧
弊
た
る
請
負
制
を
廃
止
し
た
よ
う
で
あ
る
。

る
｡ 

同
上
、
九
八
頁
。

前
掲
『
生
野
史
』
鉱
業
編
、
五
五
九
頁
参
照
。
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こ
こ
で
は
、
ま
ず
こ
れ
ま
で
未
公
表
の
資
料
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。
第
一
は
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
の
鹿
間
銅
山
の
「
坑
夫
取

（
１
）
 

立
面
附
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
明
治
三
年
に
筆
写
さ
れ
た
も
の
で
、
神
岡
町
の
若
田
恒
雄
氏
所
蔵
の
も
の
で
あ
る
。
大
変
貴
重
な
も
の

な
の
で
全
文
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

五
、
明
治
一
七
年
の
長
棟
鉱
山
の
「
新
規
取
立
面
附
」

六
、
明
治
一
九
年
の
蛇
腹
鉱
山
の
「
坑
夫
取
立
連
銘
證
」

そ
の
ほ
か
他
鉱
山
に
係
る
前
々
稿
「
明
治
期
に
お
け
る
友
子
制
度
の
普
及
」
で
言
及
し
た
一
連
の
断
片
的
か
つ
間
接
的
な
友
子
資
料

が
あ
る
の
承
で
あ
る
。
確
か
に
こ
れ
だ
け
の
資
料
で
は
少
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
資
料
と
こ
れ
ら
資
料
の
背
景
を
な
す
種
々
の
資

料
及
び
そ
の
他
の
時
期
の
友
子
資
料
な
ど
を
参
考
に
す
る
と
、
幾
分
と
も
明
治
前
期
の
友
子
制
度
の
イ
メ
ー
ジ
が
浮
び
あ
が
っ
て
く
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

親
分
当
国
住
人

情
市
郎

大
工
取
立
面
附
之
事

明
治
参
年

大
工
取
立
面
附
写

高
山

午
ノ
極
月
日

平
蔵
書

子
分
当
国
産

善
三
郎

※ 
１ （表紙）

〃
同
住

平
三
郎

〃
同
住

吉
左
衛
門

〃
同
住

久
吉

〃
同
住

新
三
郎

〃
山
城
国
住

忠
三
郎

〃
当
国
住

〃
同
産

要
三
郎

〃
同
産

久
助

〃
同
産

勘
次
郎

〃
同
産

兼
吉

〃
越
前
産

甚
太
郎

〃
当
国
産



1２ 
字
三
郎

〃
住

長
左
衛
門

庄
吉

〃
越
前
住

新
三
郎

〃
同
化

久
軸

〃
当
国
住

藤
吉

〃
越
前
国
住

茂
兵
衛

長
四
郎

〃
同
住

栄
吉

清
吉

〃
越
前
国
住

伊
助

〃
越
中
住

栄
治
郎

〃
同
住

〃
当
国
住

〃
当
国
住

弥
吉

〃
同
産

彦
三
郎

〃
同
産

平
左
衛
門

〃
同
産

吉
介

〃
同
産

藤
助

〃
同
産

周
右
衛
門

〃
同
産

久
助

〃
同
産

新
助

〃
同
産

助
右
衛
門

〃
同
産

市
兵
衛

〃
同
産

宗
右
衛
門

〃
同
産

幸
次
郎

※
３
 

※
２
 

情
治
郎

〃
同
住

重
三
郎

〃
越
前
国
住

〃
濃
州
住

直
治
郎

〃
同
住

菊
三
郎

〃
当
国
住

清
兵
衛

〃
同
住

宇
助

〃
同
住

佐
兵
衛

〃
同
住

磁
吉

〃
同
住

栄
助

〃
同
住

長
右
衛
門

〃
同
住

安
右
衛
門

〃
濃
州
住

〃
同
産

嘉
平

〃
同
産

茂
助

〃
同
産

喜
介

※
４
 

〃
越
前
産

市
右
衛
門

〃
当
国
産

久
兵
衛

〃
同
産

長
兵
術

〃
同
産

次
介

〃
同
産

弥
治
郎

茂庄
〃〃」三

一、

同助同衛

産産

〃
同
産

清
吉

〃
国
産



１３明治期における友子の組織と機能（上）

〃
同
住

藤
三
郎

〃
越
前
住

金
助

〃
当
国
住

岩
治
郎

〃
同
住

平
助

〃
同
住

徳
五
郎

〃
同
住

伊
助

〃
同
住

清
肋

清
左
衛
門

喜
三
五
郎

与
兵
衛

新
三
郎

〃
当
国
住

吉
蔵

〃
同
住

〃
当
国
住

〃
越
前
住

情
五
郎

〃
同
産

平
三
郎

〃
同
産

平
吉

〃
同
産

栄
三
郎

〃
同
産

茂
右
衛
門

〃
同
産

弥
右
衛
門

〃
同
産

治
兵
衛

〃
同
産

漬
介

〃
同
産

松
蔵

〃
同
産

和
兵
衛

忠
吉

〃
同
産

七
助

〃
同
産

※
５
 

常
治
郎

儀
〃〃

越助当
中国
住住

長
五
郎

〃
同
住

茂
助

〃
同
住

弥
之
八

〃
同
住

十
蔵

〃
同
住

定
治
郎

〃
同
住

佐
吉

甚
右
衛
門

〃
同
住

和
助

〃
同
住

市
三
郎

〃
同
住

〃
越
前
住

〃
越
前
住

喜
兵
衛

〃
同
産

与
左
衛
門

〃
同
産

〃
同
産

与
三
郎

〃
当
国
産

〃
同
産

庄
吉

〃
同
産

藤
三
郎

〃
同
産

嘉
吉

〃
同
産

国
蔵

〃
同
産

重
助

〃
同
産

栄
助

〃
同
産

長
蔵

※
６
 

〃
越
前
産

与
三
松



1４ 

弥
次
郎

〃
越
中
住

佐
兵
衛

〃
当
国
住

宗
三
郎

〃
同
住

善
三
郎

〃
同
住

才
助

〃
同
住

菊
治
郎

儀
兵
衝

〃
同
住

市
兵
衛

〃
越
前
住

□
三
郎

〃
同
住

又
市

〃
同
住

平
三
郎

〃
同
住

茂
兵
衛

〃
当
国
住

与
助

〃
同
産

伊
兵
衛

〃
同
産

太
郎
右
衛
門

〃
同
産

彦
次
郎

〃
同
産

庄
吉

〃
同
産

要
蔵

〃
同
産

平
吉

〃
同
産

清
吉

〃
同
産

幸
三
郎

〃
同
産

長
作

〃
同
産

吉
介

七
兵
衛

〃
同
産

※
７
 

〃
当
国
住

甚
作

〃
同
住

伊
助

〃
同
住

仙
助

〃
同
住

吉
左
衛
門

藤
吉

〃
同
住

久
助

〃
同
住

栄
助

〃
越
中
住

長
四
郎

〃
越
前
住

庄
五
郎

直
兵
衛

〃
同
住

〃
当
国
住

次
助

〃
同
住

〃
当
国
住

藤久平甚長
" 

〃〃治"〃"

同助同吉同郎同吉同吉同

産産産産産産

〃
越
中
産

伊
助

〃
当
国
産

平
吉

〃
同
産

□
三
郎

〃
同
産

藤
右
衛
門

〃
同
産

吉
介

※
８
 

〃
同
産

幸
治
郎



１５明治期における友子の組織と機能（上）

久
左
衛
門

吉
四
郎

定

国
五
郎

宇
兵
術

〃
同
住

元
輔

〃
同
住

丞
三
郎

〃
越
前
住

〃
同
住

由
蔵

〃
同
住

嘉
兵
衛

弥
兵
術

文
助

〃
同
住

長
五
郎

〃
同
住

〃
当
国
住

〃
越
中
住

〃
同
住

〃
同
住

吉

菊
治
郎

〃
同
産

平
蔵

〃
同
産

藤
吉

六
兵
衛

〃
同
産

久
太
郎

情
治
郎

〃
同
産

漬
助

〃
越
前
産

新
助

〃
同
産

与
兵
街

〃
同
産

宗
七

〃
同
産

藤
三
郎

〃
同
産

弥
吉

〃
越
中
産

〃
同
産

※
９
 

均
治
郎

〃
同
住

〃
同
住

喜
右
衛
門

〃
同
住

新
兵
衛

〃
越
前
住

重
兵
衛

〃
同
住

甚
吉

〃
同
住

□
三
郎

〃
越
前
住

忠
右
衛
門

〃
当
国
住

与
兵
衛

〃
越
前
住

与
三
郎

〃
当
国
住

儀
助

〃
同
住

惣
助

〃
同
住

豊伊右文市平茂栄
〃 〃〃〃〃右〃〃〃

衛
同蔵同助同七同助同門同助同助同吉

産産産産産産産産

弥
兵
衛

宗
右
衛
門

清
九
郎

〃
同
産

〃
当
国
産

〃
同
産

〃
同
産

※
、



1６ 

〃
同
住

新
蔵

〃
当
国
住

治
助

〃
同
住

次
助

〃
同
住

平
次
郎

〆追
願

〃
越
前
住

間
左
衛
門

圓
治
郎

久
治
郎

徳

蔵
〆

中
老
惣
代

当
国
住

小

平
次
郎〃
住

一
郎

安
治
郎

〃
同
産

徳
助

〃
同
産

市要
〃〃

介同助同

産産

拾
兵
衛

〃
当
国
産

宗
助

〃
同
産

〃
越
中
産

□
兵
衛

長
五
郎

※
ｕ
 

※
、

世人 話

〆

〃
住

平
次
郎〃
住

弥
市

清茂和市
当越越

輔〃助国輔前助中
住住住住

信
之
丞

当
国
住

宇
介〃
住

長
吉〃
住

金
作〃
住

九
兵
衛

越
前
住

※
週



１７明治期における友子の組織と機能（上）

右
者
吉
城
高
原
郷
鹿
間

於
銅
山
二
名
調
成
る
若
年
之

者
取
立
仕
候
間
其
御
山
へ

浪
人
二
而
参
リ
侯
〈
、
何

率
御
友
子
衆
中
様
之

御
見
眉
ヲ
以
行
末
御

見
捨
無
く
御
友
子
衆
中

人会立

〆 〆

藤
山
山
内

大
留
山
内

北
平
山
内

前
平
山
内

〃
住

□
右
衛
門

〃
住

治
三
郎〃
住

忠
吉

越
中
住

新
助

当
国
住

藤
蔵

※
巧

※
Ⅲ
 

一不

御
目
出
度
相
渡
申
渡

明
治
試
年

己
四
月
廿
一
日

追
而
申
渡
し
候
事

御
友
衆
浪
人
に
参
ら

連
候
時
者
精
を

御
取
持
可
致
候
事

兼
而
申
渡
し
置

候
條
堅
相
守
可
申
候

若
心
得
違
有
之

候
得
者
何
時
不
寄

金
堀
相
省
侯
間
趣

意
急
度
相
守
可
申
侯

千

萬
離

亀

江
組
入
被
成
下
候
様
幾

重
一
一
も
奉
願
上
候
為
後

年
之
面
附
相
渡
し

置
候
以
上

以
上

以
上（
注
※
は
頁
の
始
り
を
示
す
）

※
Ⅳ
 

※
坊



1８ 

第
二
は
明
治
一
○
年
の
鉱
夫
の
取
立
札
で
あ
る
。
こ
れ
は
神
岡
町
の
林
安
一
氏
所
蔵
の
も
の
で
あ
る
。
面
附
の
ほ
か
に
こ
う
し
た
親

分
子
分
の
名
前
を
記
し
た
札
が
何
を
意
味
す
る
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
子
分
の
取
立
年
齢
を
記
し
て
い
る
点
で
注
目
さ
れ
る
し
、

役
員
が
取
立
式
を
や
る
前
に
親
分
子
分
の
組
合
せ
を
し
た
際
の
基
礎
カ
ー
ド
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

友子の会員証（紙札）

鉱
山

明
治
十
丑
才
八
月
一
日

飛
騨
国
吉
城
郡
寺
林
地

親
分
坂
下
長
平

飛
騨
国
大
野
郡
高
山
町

子
分
大
谷
為
助

当
丑
十
八
年

明
治
十
丑
才
八
月
一
日

飛
騨
国
大
野
郡
高
山
町

親
分
山
田
肋
三
郎

飛
騨
国
大
野
郡
高
山
町

子
分
本
田
要
次
良

当
丑
十
五
年

注①実物は，２９cm×10cm。

②神岡町，林安一所蔵のもの。

改會立直工大

大蹴銀山来平鉛山・汀Ⅲ１同脚Ⅲｕ１ｗｎｎ－ｂ生氷０－昔沢銀山蛇服銅山
源蔵取切
銅銅

－ １ １ － 

改會立直工人

大寓銀山
●●０、◇〃二甜汀Ⅲ１７一心Ⅱ。

ｆ 銅

山山菅沢銀山蛇腹銅山源蔵銅山取切銅山



１９明治期における友子の組織と機能（上）
第
三
、
第
四
の
長
棟
鉱
山
に
係
る
一
一
つ
の
『
日
記
』
は
、
こ
れ
ま
で
の
論
稿
で
あ
ふ
れ
た
よ
う
に
徳
川
期
の
長
棟
鉱
山
に
由
緒
の
あ

る
山
崎
家
の
末
商
で
あ
る
山
崎
徳
次
郎
が
、
子
分
と
し
て
取
立
て
ら
れ
た
時
か
ら
書
き
残
し
た
貴
重
な
友
子
資
料
で
あ
る
が
、
『
神
岡

（
２
）
 

鉱
山
史
』
に
一
部
が
引
用
さ
れ
た
だ
け
で
、
ゆ
く
へ
を
採
が
し
て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら
目
下
そ
の
所
在
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
資
料

は
本
論
の
中
で
詳
し
く
紹
介
す
る
。

（
３
）
 

第
五
の
明
治
一
七
年
の
長
棟
鉱
山
の
「
新
規
取
立
面
附
」
は
、
『
神
岡
鉱
山
史
』
に
全
文
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
、
枠
組
だ
け
を
紹

介
し
て
お
く
。

親
分
越
中
国
住

綱
常
右
衛
門

親
分
越
中
国
住

漬
野
久
三
郎

親
分
越
中
国
住

浅
野
市
助

親
分
飛
州
国
住

清
崎
兵
左
衛
門

新
分
越
前
国
住

山
田
才
助

新
規
取
立
面
附

子
分
越
中
国
産

山
口
侶
助

子
分
越
中
国
産

弥
七
郎

子
分
越
中
国
産

中
川
貞
次
郎

子
分
越
中
国
産

浦
辻
藤
松

子
分
越
中
国
産

才
藤
源
次
郎

ｌ
他
十
五
組
ｌ

世
話
人
白
川
藤
助

山
田
才
助

境
兼
造

山
崎
徳
次
郎

玉
井
長
造

中
老
惣
宮
川
市
三
郎

若
松
直
次
郎

五
ヶ
山
栄
三
郎

池
原
平
吉

ｌ
そ
の
他
二
名
Ｉ

清
崎
兵
左
衛
門



2０ 
立
会
飛
州
国
池
之
山

沖
田
達
次
郎

御
山
内

ｌ
そ
の
他
七
名
’

千
鶴

む
つ
ま
ち
く

万
亀

ぢ
ゑ
寿
命
の
な
が
い
と
こ
ろ

明
治
十
七
年

よ
路
こ
ぶ
事
也
只
慶
寿
な
り

五
月
時

兄
弟
結
中

且
又
親
兄
弟
之
事

長
棟
鉱
山

越
中
国
ト
ラ
谷
村

（
４
）
 

第
六
の
明
治
一
九
年
の
蛇
腹
鉱
山
の
「
坑
夫
取
立
連
銘
證
」
は
、
神
岡
町
の
林
安
一
氏
が
神
岡
町
米
田
家
所
蔵
の
も
の
を
筆
写
し
た

も
の
で
あ
り
、
未
公
開
な
の
で
こ
こ
で
全
文
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
尚
、
神
岡
鉱
山
の
貴
重
な
友
子
資
料
の
公
表
を
承
諾
さ
れ
た
若

田
恒
雄
、
林
下
安
一
両
氏
に
厚
く
お
礼
を
述
べ
た
い
。

濃
州

飛
州

〃
坑
夫
取
立
連
銘
證
〃

｜
、
和
田
左
右
衛
門

岩
下
岩
モ
ー
郎

飛
州

越
中

親
分
濃
州

子
分
飛
州

一
、
仲
川
久
吉

澤
井
達
次
郎

一
、
簔
島
新
三
郎

樋
口
藤
介

飛
州

越
中

飛
州

越
中

一
、
涛
崎
倉
次
郎

明
石
甚
藏

一
、
米
沢
新
助

宮
嶋
久
四
郎

越
中

越
中

飛
州

越
中

一
、
仁
田
善
四
郎

宮
田
文
藏

一
、
白
川
久
助

篭
場
三
吉

飛
州

加
賀

飛
州

越
中

一
、
山
口
逸
太
郎

山
本
仙
次
郎

一
、
山
下
秘
吉

篭
場
徳
藏

飛
州

越
中
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、
和
田
濤
太
郎

飛
州

、
蒲

長
兵
衛

飛
州

、
徳
永
文
識

、
小
林
新
三
郎

、
都
竹
孫
介

飛
州

、
保
安
之
介

、
吉
城
由
右
衛
門

、
都
筑
利
介

飛
州

、
松
田
五
左
衛
門

飛
州

、
溥
島
安
兵
衛

、
荻
町
藤
七

飛
州

、
黒
森
長
五
郎

飛
州

飛
州

飛
州

飛
州

飛
州

都
竹
菊
之
助

越
中

越
中

高
田
与
之
肋

越
中

大
西
圭
之
助

越
中

飛
州

堂
前
清
介

坪
田
安
二
郎

村
田
清
作

越
中

若
林
勝
見

原
田
石
枩

越
中

越
中

米
倉
善
七
郎

越
中

岡
田
外
吉

飛
州

坂
口
浅
右
衛
門

越
中

済
藤
権
次
郎

、
宮
脇
岩
次
郎

、
仲
川
盛
近

、
田
辺
弥
作

、
仲
村
亀
之
助

、
谷
内
勘
次
郎

、 、 、

越大飛宮越様
中州中
谷’'１１１１本

安与外
之兵二
介衛郎

、

飛柳飛
州州

、
溝
脇
清
之
助

越
中

、
南
田
松
次
郎

越
中

越
中

越
中 飛

州
飛
州

飛
州

兵
太
郎

大
窪
松
之
助

越
中

大
野
伝
藏

越
中

下
嶋
市
之
助

加
賀

宮
本
利
三
郎

越高越大越
中中中
倉星

越
中

越
中

飛
州

井
橋
新
三
郎

越
中

原
田
和
吉

越
中

坂
井
吉
之
助

川
端
仁
太
郎

飛
州

田
中
席
吉

吉職
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（
１
）
こ
の
面
附
は
、
タ
テ
二
○
セ
ン
チ
、
ヨ
コ
一
○
セ
ン
チ
の
丹
ざ
く
形
で
、
一
六
頁
ほ
ど
の
冊
子
に
な
っ
て
お
り
、
別
に
数
頁
の
短
歌
な
ど
の
書

き
込
承
が
あ
る
が
、
友
子
と
関
係
な
い
の
で
省
略
し
た
。
原
物
は
明
治
二
年
の
も
の
で
あ
る
が
、
表
紙
に
あ
る
よ
う
に
、
明
治
参
年
一
二
月
、

「
面
附
写
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
筆
写
さ
れ
た
も
の
の
如
く
で
あ
る
。
本
来
こ
の
時
期
の
面
附
は
、
巻
物
で
あ
り
、
冊
子
状
の
も
の
は
、
筆
写

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
が
し
か
し
誰
れ
に
よ
っ
て
筆
写
さ
れ
た
し
の
か
は
定
か
で
な
く
表
紙
に
は
、
平
蔵
書
と
読
め
る

が
、
冊
子
の
後
の
頁
に
は
「
越
前
秋
安
堂
、
林
玄
道
、
吉
藤
、
写
之
悪
業
高
く
」
と
あ
り
、
平
蔵
と
別
人
が
筆
写
し
た
と
も
思
わ
れ
る
。
又
冊
子

の
裏
表
紙
に
は
「
高
山
塚
仲
屋
」
と
も
あ
り
経
営
者
の
も
っ
て
い
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
面
附
中
の
い
く
つ
か
の
名
前
の
上
に
「
志

仁
」
と
か
「
死
葬
」
と
か
「
は
ず
し
」
と
か
の
記
入
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
ゑ
て
、
友
子
の
役
員
の
も
っ
て
い
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
『
神
岡

鉱
山
史
』
に
後
文
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
二
、
三
の
脱
字
が
あ
る
の
で
、
本
文
の
も
の
が
完
全
な
も
の
で
あ
る
。

（
２
）
『
神
岡
鉱
山
史
』
、
六
三
九
’
四
二
頁
、
六
五
○
’
一
一
頁
参
照
。

（
３
）
同
上
、
六
五
一
’
二
頁
参
照
。

川
の
⑥
の
注

(a）（２） 一
、
益
田
兵
次
郎

世
話
人
飛
州〃〃〃〃〃

中
老
惣
代
越
中

友
子
の
組
織
原
理

明
治
前
期
に
お
け
る
友
子
の
組
織

長
谷
川
長
次
郎

米
沢
新
助

山
下
和
吉

吉
城
由
左
衛
門

荒
城
兵
吉

小
林
新
三
郎

保
安
之
助

橋
本
久
蔵

加
賀
田
井

越
中
中
嶋

立
会
人
飛
騨
白
川

生
野
樹
村

飛
騨
白
川

舷
明
治
十
九
年
十
二
月
十
五
日
取
行

東
山
乃

陀
腹
鍍
山
中

源
太
郎

権
藏

政
藏

庄
三
郎

久
助
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ま
ず
明
治
前
期
の
友
子
組
織
の
構
造
か
ら
検
討
し
よ
う
。
友
子
の
組
織
構
造
の
問
題
と
し
て
第
一
に
と
り
あ
げ
た
い
の
は
、
友
子
の

組
織
原
理
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
こ
で
友
子
の
組
織
原
理
と
は
、
明
治
前
期
の
友
子
は
、
如
何
な
る
結
合
原
理
（
目
的
）
を
も
っ
て
組

織
さ
れ
て
い
た
か
、
ま
た
如
何
な
る
結
合
の
方
法
を
も
っ
て
組
織
さ
れ
て
い
た
か
、
あ
る
い
は
ま
た
結
合
が
如
何
な
る
職
業
倫
理
を
も

っ
て
組
織
さ
れ
て
い
た
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

一
般
的
に
指
摘
す
る
な
ら
ば
、
明
治
前
期
の
友
子
の
組
織
原
理
は
、
明
治
後
期
の
も
の
と
、
ま
た
大
正
期
の
も
の
と
基
本
的
に
は
ほ

ぼ
同
一
で
あ
る
と
云
い
う
る
が
、
し
か
し
注
意
深
く
検
討
す
る
と
、
明
治
後
期
の
も
の
と
も
、
大
正
期
の
も
の
と
も
幾
分
相
違
が
み
ら

れ
る
。
こ
の
点
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
明
治
前
期
の
友
子
の
組
織
原
理
を
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

明
治
前
期
の
友
子
の
給
合
原
理
、
す
な
わ
ち
鉱
夫
た
ち
が
友
子
組
織
に
結
集
す
る
目
的
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
一
般
的
に
言

え
ば
、
鉱
山
に
働
く
同
一
の
職
業
従
事
者
が
、
共
通
の
利
益
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
具
体
的
に
は
、
友
子
の
成
立

に
係
わ
る
問
題
で
あ
り
、
友
子
の
機
能
に
係
わ
る
問
題
で
あ
る
が
、
第
一
に
、
鉱
山
に
働
く
職
業
集
団
が
、
鉱
山
で
の
生
活
を
維
持
し

て
い
く
た
め
に
、
鉱
山
技
術
を
継
承
し
、
後
継
者
を
養
成
し
て
い
く
こ
と
で
あ
り
、
第
二
に
、
同
一
職
業
集
団
が
、
病
気
や
傷
害
に
際

し
、
あ
る
い
は
冠
婚
葬
祭
に
際
し
、
お
互
に
助
け
合
う
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
労
働
移
動
や
一
雇
用
の
便
宜
を
内
部
的
に
は
か
っ
て
い
く
こ

と
で
あ
り
、
第
三
に
、
鉱
山
内
の
秩
序
維
持
を
自
治
的
に
は
か
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
点
は
、
こ
れ
ま
で
繰
り
返
し
述

（
１
）
 

べ
て
き
た
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
次
項
で
明
治
前
期
の
友
子
の
機
能
の
分
析
に
よ
っ
て
も
再
論
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
こ
こ
で
は
詳
し

、
、

い
論
述
を
避
け
た
い
。
た
だ
こ
こ
で
特
に
指
摘
し
て
お
き
た
い
》
」
と
は
、
一
つ
に
は
、
従
来
の
私
の
主
張
で
は
友
子
を
一
雇
用
鉱
夫
の
職

（
２
）
 

業
集
団
と
し
て
強
調
し
て
き
た
こ
と
の
反
省
で
あ
る
。
友
子
が
雇
用
鉱
夫
を
中
心
と
し
て
い
る
こ
と
は
否
定
す
る
必
要
は
な
い
が
、
結

合
原
理
と
し
て
は
、
必
ず
し
も
雇
用
鉱
夫
に
限
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
明
確
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
直
ぐ
後
に
承
る
よ

う
に
、
友
子
は
、
自
営
的
鉱
夫
、
あ
る
い
は
零
細
鉱
業
人
、
あ
る
い
は
大
き
な
鉱
業
人
も
、
ま
た
飯
場
頭
の
よ
う
な
層
も
加
入
し
て
お
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、
、
、

り
、
む
し
ろ
結
合
原
理
と
し
て
は
、
鉱
業
の
従
事
者
の
同
職
集
団
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
ｊ
も
う
一
つ
の
点
は
、
労
働
組
合

と
の
相
違
の
問
題
で
あ
る
。
友
子
と
労
働
組
合
は
類
似
し
て
い
る
。
し
か
し
は
っ
き
り
違
っ
て
い
る
の
は
、
友
子
が
一
雇
用
鉱
夫
の
利
害

、
、

だ
け
を
体
現
せ
ず
、
時
に
は
鉱
夫
の
使
用
者
や
飯
場
頭
の
利
害
を
Ｊ
心
）
反
映
し
て
お
り
、
従
っ
て
雇
用
鉱
夫
の
生
活
・
労
働
条
件
の
引
き

上
げ
を
は
っ
き
り
と
目
的
と
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
友
子
が
飯
場
頭
か
ら
自
立
し
（
又
は
彼
ら
を
排
除
し
）
、
一
雇
用
鉱
夫
の
労
働

条
件
の
引
き
上
げ
を
目
的
と
す
る
時
、
友
子
は
、
労
働
組
合
的
と
な
り
労
働
組
合
に
転
化
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
の
実
証
的
な
分

析
は
、
続
稿
で
な
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

次
に
友
子
の
結
合
の
方
法
に
つ
い
て
ふ
よ
う
。
こ
こ
で
友
子
の
結
合
方
法
と
は
、
友
子
に
結
集
す
る
鉱
夫
の
資
格
あ
る
い
は
構
成
員

の
範
囲
、
構
成
員
相
互
の
関
係
を
指
す
。
最
後
の
問
題
は
簡
単
で
あ
る
。
友
子
は
、
徒
弟
制
度
を
基
礎
と
し
て
い
る
故
に
、
友
子
の
結

合
の
仕
方
は
、
労
働
組
合
な
ど
の
よ
う
に
構
成
員
を
相
互
に
平
等
の
単
位
と
す
る
の
と
違
っ
て
、
親
分
と
子
分
の
タ
テ
の
一
対
の
結
合

単
位
を
基
礎
し
て
い
る
。
親
分
子
分
の
関
係
は
、
す
で
に
安
政
年
間
の
和
佐
保
鉱
山
の
「
坑
夫
取
立
面
附
」
や
明
治
二
年
の
鹿
間
銅
山

な
ど
の
明
治
前
期
の
取
立
面
附
に
お
け
る
親
分
子
分
の
結
合
関
係
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
友
子
の
結
合
方
式
は
、
単
に
親

（
わ
●
）

分
子
分
の
タ
テ
の
関
係
だ
け
で
な
く
、
鉱
夫
の
ヨ
コ
の
兄
弟
関
係
に
よ
っ
て
ｊ
も
構
成
さ
れ
て
い
る
。

明
治
一
○
年
に
長
棟
鉱
山
で
子
分
に
取
立
て
ら
れ
た
鉱
夫
た
ち
は
、
山
崎
徳
次
郎
の
『
日
記
』
に
よ
れ
ば
、
一
四
名
い
た
が
、
彼
ら

は
取
立
兄
弟
集
団
と
し
て
、
長
棟
の
清
五
郎
坑
近
く
の
飯
場
に
同
宿
し
て
、
取
立
後
の
友
子
の
修
業
を
行
な
い
、
共
済
費
用
な
ど
を
割

勘
で
支
出
し
て
い
る
。
友
子
は
、
こ
う
し
た
取
立
兄
弟
間
の
ヨ
コ
の
関
係
に
よ
っ
て
氷
）
結
合
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
明
治
一
七
年
の

長
棟
鉱
山
の
「
新
規
取
立
面
附
」
の
末
尾
に
は
、
「
兄
弟
結
中
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
こ
と
を
よ
く
物
語
っ
て
い
る
。

さ
て
友
子
の
結
合
方
法
の
問
題
と
し
て
の
難
問
は
友
子
が
如
何
な
る
範
囲
の
鉱
夫
を
氷
）
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
か
、
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
は
っ
き
り
し
て
い
る
こ
と
は
、
友
子
の
構
成
員
は
男
の
糸
で
あ
り
、
女
性
は
排
除
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
友
子
が
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熟
練
労
働
者
の
集
団
で
あ
る
以
上
、
不
熟
練
労
働
に
従
事
す
る
女
性
が
排
除
さ
れ
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

友
子
に
取
立
て
ら
れ
る
年
齢
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
確
立
し
た
規
定
は
な
く
、
十
分
な
資
料
が
な
い
の
で
確
定
的
に
は
い
え
な
い

が
、
基
本
的
な
傾
向
と
し
て
、
三
年
前
後
の
手
子
時
代
を
経
て
、
一
五
歳
’
一
八
歳
位
の
時
に
子
分
に
取
立
て
ら
れ
、
友
子
の
メ
ン
バ

ー
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
徳
川
期
末
の
吹
屋
銅
山
の
資
料
は
、
「
男
子
〈
初
一
四
、
五
歳
ヨ
リ
坑
内
一
一
出
入
セ
シ
メ
給
銀
ヲ
与
へ
手あ
た
つ

子
（
手
子
番
）
ト
シ
テ
使
用
ス
、
’
八
、
九
歳
二
至
り
元
服
ノ
後
〈
坑
夫
（
横
番
）
其
ノ
他
ト
シ
テ
採
用
ス
。
其
ノ
坑
夫
ト
ナ
ル
ニ
方

（
４
）
 

テ
ハ
先
輩
ノ
親
分
ヨ
リ
坑
夫
免
状
ヲ
受
ヶ
初
メ
テ
一
人
前
ノ
坑
夫
ト
ナ
リ
」
一
云
々
と
あ
り
、
徳
川
末
期
の
い
わ
ば
坑
夫
修
業
の
厳
し
い

時
代
に
は
一
四
、
五
歳
か
ら
三
、
四
年
間
手
子
と
し
て
働
き
一
八
、
九
歳
で
取
立
て
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
明
治
前
期
に
も

そ
う
し
た
傾
向
は
維
持
さ
れ
つ
つ
も
、
労
働
力
不
足
を
背
景
に
取
立
年
齢
は
、
若
干
早
ま
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

さ
ぎ
に
紹
介
し
た
明
治
一
○
年
の
旧
神
岡
鉱
の
友
子
取
立
札
を
み
る
と
、
子
分
の
取
立
年
齢
が
記
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
は
一
五
歳
で

あ
り
、
一
つ
は
一
八
歳
で
あ
る
。
幕
末
に
旧
神
岡
鉱
山
で
働
い
て
い
た
古
老
は
、
「
十
歳
位
カ
ラ
手
子
ト
シ
テ
入
坑
シ
一
八
歳
位
デ
坑

夫
ト
ナ
リ
マ
ス
」
と
語
り
、
同
じ
頃
東
北
の
鉱
山
で
働
い
て
い
た
古
老
は
「
以
前
（
九
歳
頃
カ
ラ
手
子
ト
シ
テ
入
ツ
テ
運
搬
一
一
従
事
シ

（
５
）
 

一
二
乃
至
一
五
歳
カ
ラ
初
メ
テ
採
鉱
夫
ト
ナ
リ
」
と
語
っ
て
い
る
。
坑
夫
と
な
っ
た
時
期
が
友
子
に
加
入
し
た
時
期
で
あ
る
。
ま
た
永

（
６
）
 

岡
鶴
蔵
は
一
七
歳
で
手
子
と
な
り
明
治
一
五
年
に
一
九
歳
で
取
立
て
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
少
な
い
事
例
か
ら
一
般
化
は
で
き
な
い
が
、
早
い
者
は
一
五
、
六
歳
か
ら
、
も
っ
と
早
い
も
の
は
一
二
歳
頃
か
ら
友
子
に

加
入
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
取
立
年
齢
が
早
ま
っ
て
い
る
の
は
、
一
つ
は
労
働
力
不
足
傾
向
が
坑
夫
化
を
促
進
し
た
か
ら

で
あ
り
、
鉱
夫
の
側
も
特
に
鉱
夫
の
子
弟
な
ど
が
早
く
採
鉱
夫
に
な
る
こ
と
を
望
ん
だ
た
め
で
あ
ろ
う
。
因
に
明
治
末
年
か
ら
大
正
期

（
７
）
 

の
取
立
年
齢
を
ふ
る
と
、
時
に
は
八
歳
以
下
に
及
ぶ
例
も
ふ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
特
例
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

次
に
友
子
に
加
入
す
る
職
種
の
範
囲
の
問
題
に
ふ
れ
た
い
。
大
正
期
の
『
友
子
同
盟
一
一
関
ス
ル
調
査
』
に
よ
れ
ば
、
友
子
に
加
入
す
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第６表大富社の鉱夫構成モデル（明治８年.1875）

1人当り日給貝

１０人

４０人

３０人

７０人

１０人

160人

２８人

１０人

３８人

５人

１０人

１５人

３０人

３人

２人

５人

人職 種

厘
厘

原
５
５
 

３
 

銭
銭
銭
銭
銭

ｎ
ｎ
ｍ
５
８
 

(採鉱夫）鉱夫普請掛

同荷掘掛

新大工

小大工

岡廻り

小計
にわり

(選鉱夫）鰍liil廻り
淘物師(女）

小計

(製錬夫）吹師
さし子

岡廻り

小計
から鍬もち

(その他）岡廻り（鹿間谷力､ら鰯持）

｜ＴＩ（赤士・粘土取り）

小計

8銭３厘

8銭３厘

厘
厘
厘

６
３
３
 

銭
銭
銭

肥
８
８

8銭６厘

8銭６厘

合計233人｜
(注）１．『神岡鉱山史』571-2頁より。

２．見積鉱夫数は，年間300日稼働，鉱夫１人１日鉱石50賞の産出計画に基

づいて算出されている。

る
「
鉱
夫
ノ
範
囲
〈
採
鉱
夫
、
支
柱
夫
及
手

子
等
ノ
坑
内
坑
夫
一
一
シ
テ
雑
夫
及
製
錬
夫
等

（
８
）
 

ノ
坑
外
夫
」
は
加
入
し
な
い
、
と
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
た
だ
し
昭
和
期
の
三
菱
の
調
査

『
友
子
団
体
調
査
一
一
係
ル
件
』
に
よ
る
と
、

坑
外
夫
の
雑
夫
や
運
搬
夫
、
機
械
夫
、
時
に

（
９
）
 

は
製
錬
夫
も
加
入
し
て
い
る
例
が
多
く
み
ら

れ
る
。

明
治
前
期
に
つ
い
て
承
る
と
、
詳
し
い
資

料
が
不
足
し
て
い
る
の
で
明
確
な
答
え
は
出

せ
な
い
が
、
旧
神
岡
鉱
山
の
場
合
に
つ
い
て

見
れ
ば
、
一
定
の
傾
向
が
窺
え
る
。
旧
神
岡

鉱
山
に
お
け
る
職
種
分
化
・
分
業
は
、
第
六

表
に
示
し
た
よ
う
に
、
地
稼
時
代
に
は
単
純

で
あ
っ
た
。
採
鉱
部
門
は
、
坑
道
の
開
さ
く

を
行
な
ら
「
普
請
掛
」
鉱
夫
、
採
鉱
を
行
な

う
「
荷
掘
掛
」
鉱
夫
、
更
に
友
子
に
加
入
し

た
ば
か
り
の
「
新
大
工
」
（
彼
ら
は
採
鉱
に
従
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選
鉱
部
門
も
、
不
熟
練
的
職
種
で
あ
っ
た
が
、
時
に
は
採
鉱
夫
の
見
習
が
働
い
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。
旧
神
岡
鉱
山
に
は
、
山
元

で
粗
製
錬
が
行
な
わ
れ
た
の
で
、
製
錬
部
門
が
あ
っ
た
。
少
数
の
熟
練
的
な
「
吹
師
」
に
「
さ
し
子
」
や
「
岡
廻
り
」
な
ど
の
見
習
や

不
熟
練
職
種
が
付
属
し
て
い
た
。

さ
て
問
題
は
、
こ
れ
ら
の
職
種
の
鉱
夫
た
ち
は
、
ど
の
部
分
ま
で
友
子
に
加
入
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

取
立
面
附
の
人
員
数
な
ど
か
ら
察
す
る
と
、
例
え
ば
明
治
二
年
の
鹿
間
銅
山
の
取
立
面
附
に
現
わ
れ
て
い
る
友
子
メ
ン
バ
ー
数
は
一
三

八
人
で
あ
り
、
当
時
鹿
間
銅
山
の
鉱
夫
数
は
三
○
○
人
前
後
で
あ
る
か
ら
組
織
率
は
非
常
に
高
か
っ
た
と
云
え
よ
う
。
普
請
掛
と
荷
掘

掛
の
鉱
夫
は
、
熟
練
鉱
夫
と
し
て
、
友
子
に
加
入
し
て
い
た
こ
と
は
疑
う
余
地
が
な
い
。
「
新
大
工
」
と
は
坑
夫
に
取
立
て
ら
れ
た
ば

か
り
の
友
子
の
新
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。
「
小
大
工
」
は
、
手
子
で
あ
り
、
友
子
へ
の
未
加
盟
の
見
習
鉱
夫
た
ち
で
あ
っ
た
。
「
岡
廻

り
」
の
運
搬
夫
た
ち
は
、
賃
金
が
八
銭
三
厘
で
、
手
子
よ
り
三
銭
五
厘
高
く
、
新
大
工
よ
り
一
銭
七
厘
低
い
。
彼
ら
が
友
子
に
入
っ
て

い
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
採
鉱
夫
の
見
習
な
い
し
採
鉱
希
望
者
で
あ
る
限
り
、
友
子
に
入
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。
選
鉱
夫
も
採
鉱
夫
の
見
習
層
で
あ
れ
ば
、
友
子
に
加
入
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
問
趨
は
、
製
錬
夫
で
あ
る
。
高
山

の
製
錬
夫
が
友
子
に
入
っ
て
い
た
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
山
元
の
粗
製
錬
を
行
な
う
鉱
夫
は
、
私
見
で
は
、
多
分
に
採
鉱

夫
を
兼
ね
て
お
り
、
友
子
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
明
治
八
年
の
東
漆
山
の
取
切
山
の
銅
鉛
「
概
検
表
」
に

（
Ⅲ
）
 

は
、
「
製
鉱
夫
三
六
人
」
と
記
さ
れ
て
い
る
下
に
、
「
右
掘
大
工
兼
」
と
あ
り
、
粗
製
錬
鉱
夫
は
、
採
鉱
夫
も
兼
ね
て
い
た
よ
う
で
、
製

錬
夫
も
友
子
に
加
入
し
て
い
た
可
能
性
は
大
き
い
。
旧
神
岡
鉱
山
の
よ
う
な
多
数
の
小
鉱
山
が
乱
立
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
職
種
の

見
習
た
ち
で
あ
っ
た
。

事
し
た
）
と
手
子
（
坑
内
運
搬
夫
）
の
「
小
大
工
」
、
そ
れ
に
坑
外
運
搬
夫
の
「
岡
廻
り
」
で
あ
る
。
新
大
工
を
含
め
た
採
鉱
夫
八
○

人
に
対
し
、
小
大
工
以
下
八
○
人
の
運
搬
夫
、
一
人
の
採
鉱
夫
に
一
人
の
手
子
が
対
応
し
、
後
者
は
不
熟
練
職
種
で
あ
り
、
採
鉱
夫
の
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傭
う
こ
と
多
く
、
日
傭
夫
』

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

分
化
が
固
定
的
で
な
く
、
鉱
夫
は
多
能
工
的
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
長
棟
鉱
山
の
よ
う
な
小
鉱
山
で
は
、
小
葉
田
淳
氏
の

マ
マ

指
摘
す
る
よ
う
に
「
村
稼
時
代
の
情
況
を
長
棟
の
故
老
の
談
話
に
よ
っ
て
察
す
る
に
、
経
営
形
態
は
旧
藩
時
代
後
期
と
変
化
は
な
い
。

春
よ
り
冬
以
前
に
か
け
て
各
自
鉱
石
を
採
取
し
、
冬
の
雪
下
の
時
期
に
も
吹
立
て
を
続
け
る
。
輪
に
は
各
家
常
例
の
人
夫
一
、
二
名
を

（
ｕ
）
 

傭
う
こ
と
多
く
、
日
傭
夫
は
八
尾
、
桐
谷
方
面
よ
り
来
た
と
い
う
。
」
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
小
鉱
業
人
は
、
採
鉱
と
製
錬
を
兼
業

ま
た
近
代
的
鉱
山
の
場
合
は
、
製
錬
所
は
、
い
ち
早
く
近
代
化
さ
れ
、
山
元
の
採
鉱
部
門
か
ら
分
離
し
、
製
錬
夫
は
、
採
鉱
夫
と
は

労
働
条
件
も
労
資
関
係
も
異
な
っ
て
く
る
の
で
、
友
子
か
ら
は
乖
離
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
で
も
後
に
み
る
よ

う
に
、
大
森
鉱
山
の
明
治
一
三
年
以
後
の
取
立
免
状
に
は
「
溶
解
立
会
人
」
や
「
鍛
冶
屋
立
会
人
」
な
ど
の
記
述
も
ふ
ら
れ
、
明
治
期

に
は
一
部
の
鉱
山
で
は
製
錬
夫
や
鍛
冶
工
な
ど
も
友
子
に
加
入
し
て
い
た
可
能
性
が
強
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
明
治
前
期
の
友
子
の
加
入
資
格
は
、
必
ず
し
も
採
鉱
夫
に
限
定
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

と
は
い
え
友
子
の
中
心
は
採
鉱
夫
で
あ
っ
た
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。

次
に
友
子
の
結
合
の
仕
方
の
最
後
の
問
題
と
し
て
、
友
子
の
加
入
資
格
が
、
い
わ
ゆ
る
雇
用
鉱
夫
に
限
ら
れ
て
い
た
か
ど
う
か
、
と

い
う
問
題
が
あ
る
。
結
論
的
に
い
え
ば
、
友
子
に
は
、
必
ら
ず
し
も
雇
用
鉱
夫
の
み
加
入
す
る
と
は
限
ら
ず
、
自
営
的
な
鉱
夫
、
あ
る

い
は
一
一
、
三
人
の
鉱
夫
を
雇
う
鉱
業
人
、
あ
る
い
は
多
数
の
鉱
夫
を
一
雇
っ
た
り
、
鉱
山
資
本
家
の
委
託
を
う
け
て
多
数
の
鉱
夫
を
統
括

し
て
い
る
飯
場
頭
の
よ
う
な
層
ま
で
加
入
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

飯
場
頭
ら
が
友
子
に
加
入
し
て
い
た
こ
と
は
、
明
治
後
期
の
資
料
に
よ
っ
て
大
幅
に
実
証
さ
れ
る
。
こ
の
点
は
後
に
詳
し
く
分
析
す

る
こ
と
に
な
る
が
、
明
治
前
期
に
も
飯
場
頭
ら
が
友
子
に
入
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
示
唆
す
る
。

旧
神
岡
鉱
山
の
場
合
、
友
子
に
加
入
し
て
い
る
メ
ン
バ
ー
は
、
単
に
一
雇
用
鉱
夫
だ
け
で
な
く
、
自
営
的
な
鉱
業
人
、
二
、
一
一
一
の
鉱
夫
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を
一
雇
っ
て
い
る
鉱
業
人
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
、
ほ
ぼ
実
証
で
き
る
。

明
治
二
年
の
鹿
間
銅
山
の
「
坑
夫
取
立
面
附
」
に
は
、
親
分
鉱
夫
と
立
会
人
鉱
夫
の
出
身
地
と
名
前
（
姓
は
な
い
）
が
記
さ
れ
て
い

（
、
）

る
。
他
方
明
治
六
年
の
鹿
間
三
鉱
山
の
鉱
業
人
の
住
所
と
姓
名
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
明
治
六
年
の
鉱
業
人
と
友
子
の
メ
ン
バ
ー

で
あ
る
取
立
面
附
の
親
分
名
を
照
合
す
る
と
第
七
表
の
よ
う
に
な
ん
と
一
二
五
人
の
鉱
業
人
の
う
ち
、
取
立
面
附
の
親
分
名
と
一
致
す

る
も
の
が
四
一
人
（
三
一
一
一
％
）
に
達
す
る
。
同
名
異
人
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
偶
然
の
一
致
に
し
て
は
あ
ま
り
に
一
致
名
が

多
い
。
因
に
、
東
漆
山
の
取
切
山
の
鉱
業
人
三
○
人
の
う
ち
、
取
立
面
附
の
名
と
一
致
し
た
も
の
は
五
人
Ｃ
六
％
）
に
す
ぎ
な
い
。

こ
こ
か
ら
推
論
で
き
る
こ
と
は
、
鹿
間
鉱
山
の
鉱
業
人
た
ち
が
友
子
の
親
分
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
数
は
相
当
数

に
及
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

私
見
を
よ
り
厳
密
に
実
証
す
る
た
め
に
、
第
七
表
の
う
ち
か
ら
鉱
業
人
と
取
立
親
分
と
が
は
っ
き
り
と
同
一
人
物
で
あ
る
と
思
わ
れ

、
、

る
も
の
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
承
よ
う
。
例
え
ば
第
七
表
の
表
中
ｚ
○
・
国
の
鉱
業
人
山
城
忠
三
郎
（
住
所
山
城
）
は
、
取
立
面
附
（
｜

、
、

頁
目
）
に
あ
っ
た
山
城
国
住
人
の
忠
三
郎
と
は
出
身
地
が
同
一
で
あ
り
、
完
全
に
同
一
人
物
で
あ
ろ
う
。
ま
た
表
中
Ｚ
・
・
山
の
鉱
業
人
長

、
、

、
、

沢
清
吉
（
住
所
越
中
）
は
、
面
附
の
越
中
国
住
人
の
清
吉
と
同
じ
よ
う
に
同
一
人
物
で
あ
り
、
ま
た
表
中
Ｚ
・
・
届
の
鉱
業
人
若
山
金

、
、

、
、

、
、

助
（
住
所
越
前
）
と
面
附
の
越
前
国
住
人
の
金
助
、
表
中
ｚ
・
・
四
○
の
鉱
業
人
真
柄
長
五
郎
（
住
所
越
前
）
と
面
附
の
越
前
国
住
人
の

、
、

、
、

長
五
郎
、
表
中
ｚ
○
・
＄
の
鉱
業
人
田
中
忠
右
衛
門
（
住
所
越
前
）
と
面
附
の
越
前
国
住
人
の
忠
右
衛
門
と
は
完
全
に
同
一
人
物
で
あ

ろ
う
。
つ
ま
り
出
身
地
が
飛
騨
以
外
の
場
合
は
、
同
名
の
偶
然
性
が
著
し
く
少
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
以
上
に
ゑ
る
限
り
で
も
、
鉱

業
人
が
友
子
に
加
入
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

し
か
も
こ
の
鉱
業
人
は
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
彼
ら
の
雇
用
し
て
い
る
鉱
夫
数
は
一
、
二
人
か
ら
数
十
人
に
及
ん
で
階
層
化
し
て

い
る
。
友
子
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
鉱
業
人
の
雇
用
鉱
夫
数
を
ふ
る
と
、
第
八
表
に
示
し
た
よ
う
に
、
田
中
忠
右
衛
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表
肌

九八七六五四三二一○九八七六五四三二

第
七
表
蛇
腹
鉱
山
に
お
け
る
借
区
人
の
友
子
加
入
者
名
（
推
測
）

蛇管蛇管蛇
〃〃〃〃〃腹腹〃腹

平沢平沢平

五二二八八七五一七
九六○九○九八四三八四

菅蛇管蛇源
腹腹蔵〃〃

沢平沢平谷

六一二六
七五六六一一四

蛇
腹
平
七
○

０
 

借
区
Ⅲ 明
治
六
年
の
借
区
人
名

松
本
茂
兵
衛

越
田
茂
兵
衛

高
殿
栄
助

小
島
栄
助

桑
山
長
右
衛
門

舟
坂
安
右
衛
門

中
村
安
右
衛
門

若
山
金
助

牧
野
岩
次
郎

元
田
和
助

明
石
野
茂
助

山
城
忠
三
郎

長
沢
清
吉

宝
沢
清
吉

荒
瀬
伊
助

巣
内
伊
助

追
分
伊
助

八
賀
藤
吉

野
中
平
三
郎

氏

名

大
野
郡
・
高
山

〃
〃

大
野
郡
・
吉
向
山

〃
〃

〃
〃

大
野
郡

越
中
・
ハ
ツ
屋
町

越
前
・
大
野

大
野
郡
・
高
山

〃
〃

〃
〃

山
城

越
中

吉
城
郡

大
野
郡
・
高
山

〃
〃

圭
口
城
郡
・
船
津

大
野
郡
・
高
山

吉
城
郡
・
梨
ヶ
根

住

所

職
業〃〃雑〃’雑｜〃雑 農

￣￣ 

●
 

取
立
順
位
Ⅲ

一一一一ハ

三
七

四
○

四
五 二二六二五一六一七四一

七六九五九六七五四○一

一一

六
○一ハ

一
○

明
治
二
年
の
取
立
面
附
の
同
名
者

茂和岩金

次

助助郎助

伊
助

伊
助

伊
助

藤
吉

藤
吉

茂
兵
衛

茂
兵
衛

栄
助

栄
助

長
右
衛
門

安
右
衛
門

平
三
郎

平
三
郎

忠
三
郎

清
吉

名

当当当越

国国国前

当当当当当越当当当当越
前前

国国国国国国国国国国国

当
国

当
国

山
城
国

越
中
国

出
身
地

●
 

表
Ⅲ---－－－一一一一－－一

九八七六五四三二一○九八七六五四三二--．
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四
○

四
一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
一一一一一一一一一一

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

九八七六五四三二一○九八七六五四三二 ○ 

〃〃

菅
沢

蛇
腹
平

源
蔵
谷

蛇
腹
平

〃 蛇源
〃〃腹蔵〃〃

平谷

〃〃 〃〃〃〃〃〃〃

（
注
）
借
区
人
名
は
『
神
岡
鉱
山
史
』
四
三
六
頁
以
下
に
よ
る
。

一一ハ

七
一一
八

七
三

一ハ一一一

八
八

二
九

一
一
一

六
九一ハ

三
五

二
七

一ハ一一

一一一

一一一一

一一一一

五
○

’一一一一一

七
四

五
五

七二

岡
田
九
兵
衛

米
沢
新
作

武
田
宗
三
郎

島
川
宗
三
郎

宮
森
金
三
郎

堀
田
金
三
郎

碇
弥
兵
衛

川
上
弥
兵
衛

石
井
与
三
郎

広
島
与
三
郎

岸
田
惣
助

士
川
甚
助

山
田
甚
助

田
中
忠
右
衛
門

茂
住
喜
右
衛
門

三
河
治
助

角
川
治
助

中
島
平
次
郎

糠
塚
長
吉

新
田
金
作

真
柄
長
五
郎

兀
田
儀
助

大
野
郡
・
高
山

〃
〃

美
濃

大
野
郡
・
高
山

〃
〃

圭
口
城
郡
・
鹿
間

大
野
郡
・
高
山

越
中
・
八
シ
屋

大
野
郡
・
高
山

〃
〃

士
ロ
城
郡
・
船
津

越
前

大
野
郡
・
高
山

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

圭
口
城
郡
・
船
津

大
野
郡
・
高
山

越
前
・
大
野

〃〃

鑿

東
町

農 雑｜〃雑 雑

￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣ ̄ ￣￣￣￣￣ 

一
○
三

世
話
人

〃

○九九
一六四

九
○

九
一

七
八 五八五七五

六九一七○
八

八

六
五〃〃

九
兵
衛

新
作

忠
右
衛
門

喜
右
衛
門

治
肋

平
次
郎

長
吉

金
作

与
三
郎

惣
助

甚
助

長
五
郎

長
五
郎

儀
助

儀
助

宗
三
郎

弥
兵
術

金

郎

当当当

国国国

越
前
国

当
国

当
国

当
国

当当当当越
前

国国国国国

当
国

越
中
国

当当

国国

越
前
国

越
前
国

五四三一一○九八七
一

五四三二一○七六

一ハ
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第８表友子の構成員である鉱業人名と経営規模

推定従業員数

２８人

１０人

９人

２人

２人

０．１人

？ 

鉱量

2,388賃

８２０ 

確定度 氏 名 出

助
吉
門
吉
郎
郎
助

衛
三
五

伊
藤
右
清
忠
長
金

忠
分
賀
沢
城
柄
山

中
追
八
田
長
山
真
若

定
実

確
〃

〃
〃
〃
〃

不
確

767 

156 

144 

５５ 

７ 

『神岡鉱山史」より作成

従業員数は第５表と同じ基準で推計した。

注

門
の
場
合
は
、
自
分
を
除
き
八
人
位
で
あ
り
、
一
応
資
本
家
的
鉱
山
経
営
者
と
し
て
最

小
の
水
準
の
鉱
業
人
で
あ
る
。
山
城
忠
三
郎
、
長
沢
清
吉
は
、
自
分
を
除
く
と
一
人
程

度
を
雇
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
、
最
小
の
自
営
業
者
で
あ
る
。
真
柄
長
五
郎
は
、
年
間

を
通
じ
て
は
働
い
て
い
な
い
。

ま
た
明
治
六
年
に
鉱
業
人
と
し
て
年
間
出
鉱
八
八
貢
を
記
録
し
た
蛇
腹
平
鉱
の
米
沢

（
、
）

新
助
と
同
じ
く
一
一
五
賃
を
記
録
し
た
菅
沢
鉱
の
中
川
久
士
ロ
は
、
明
治
一
九
年
の
蛇
腹
鉱

山
の
取
立
面
附
に
長
老
格
の
親
分
と
し
て
名
を
つ
ら
ね
て
お
り
、
明
治
六
年
に
は
す
で

に
友
子
に
入
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
彼
ら
は
明
治
六
年
当
時
も
事
実
上
の
賃
労
働
者

で
あ
っ
た
鉱
業
人
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

そ
の
ほ
か
不
確
定
で
あ
る
が
、
第
七
表
の
表
中
ｚ
・
凸
の
鉱
業
人
八
賀
藤
吉
（
住
所

高
山
）
と
取
立
面
附
中
の
当
国
出
身
の
二
人
の
藤
吉
の
い
ず
れ
か
が
同
一
で
あ
る
と
す

れ
ば
、
彼
は
、
九
人
の
鉱
夫
を
雇
用
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
表
中
Ｚ
・
苞
の
鉱

業
人
追
分
伊
助
（
地
元
）
が
取
立
面
附
に
あ
る
当
国
出
身
の
二
人
の
伊
助
の
う
ち
の
一

人
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
彼
は
二
七
人
の
鉱
夫
を
雇
用
し
て
い
る
鉱
業
人
で
あ
っ
た
こ
と

に
な
る
。
こ
の
仮
説
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
旧
神
岡
鉱
山
に
お
い
て
は
、
二
○
人
以
上

の
鉱
夫
を
雇
用
す
る
鉱
業
人
た
ち
も
友
子
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
親
分
と
し
て
子
分
を

擁
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

明
治
前
期
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
小
鉱
山
経
営
の
下
で
は
、
友
子
は
鉱
業
従
事
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者
全
体
を
包
含
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
傾
向
は
、
徳
川
期
か
ら
継
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
で
あ

る
。
友
子
は
、
少
な
く
と
も
下
層
の
鉱
業
人
（
鉱
夫
の
雇
用
者
も
含
め
）
を
包
摂
し
て
お
り
、
一
雇
用
鉱
夫
に
よ
っ
て
の
承
構
成
さ
れ
て

い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
む
し
ろ
友
子
制
度
は
、
伝
統
的
に
は
金
名
子
層
を
含
ん
だ
鉱
山
従
事
者
の
同
職
集
団
と

し
て
、
鉱
業
人
や
時
に
は
飯
場
頭
を
排
除
せ
ず
、
両
者
の
利
害
を
共
に
体
現
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
友
子
の
結
合
方
法
の
あ
い

ま
い
さ
が
あ
り
、
そ
れ
は
階
級
的
集
団
と
し
て
の
未
分
化
、
未
成
熟
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
は
従
来
の
研
究
に
お

い
て
十
分
に
意
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

次
に
友
子
の
組
織
原
理
の
最
後
の
問
題
と
し
て
、
友
子
の
職
業
倫
理
あ
る
い
は
社
会
意
識
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
こ
こ
で
友

子
の
職
業
倫
理
と
は
、
友
子
の
労
働
や
雇
用
、
労
資
関
係
、
あ
る
い
は
国
家
な
ど
に
対
す
る
意
識
で
あ
る
。
し
か
し
こ
う
し
た
問
題
を

提
起
し
て
も
、
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
十
分
な
資
料
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
、
限
ら
れ
た
資
料
を
基
に
明
治
前
期
の
友
子

の
職
業
倫
理
の
一
端
を
検
出
し
て
ふ
た
い
。

明
治
二
年
の
鹿
間
銅
山
の
「
大
工
取
立
面
附
」
の
後
文
に
は
、

、
、
、
、
、
、
、
、

「
御
友
子
衆
浪
人
に
参
ら
連
候
時
者
精
を
御
取
持
可
致
候
事
、
兼
而
申
し
渡
し
置
候
條
竪
相
守
可
申
候
若
心
得
違
有
之
候
得
者
何
時

不
寄
金
堀
相
省
侯
間
趣
意
急
度
相
守
可
申
侯
以
上
」
（
強
調
点
引
用
表
）
と
あ
る
。

右
文
中
の
「
兼
而
申
渡
し
置
候
條
」
と
は
、
明
治
初
期
の
友
子
の
ル
ー
ル
一
般
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
明
治
前
後
の
友
子
は
成
文
規
約
を
今
の
と
こ
ろ
残
し
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
そ
の
ル
ー
ル
の
全
貌
は
明
ら
か
で
は
な

い
。
そ
こ
で
我
と
は
、
明
治
期
の
友
子
メ
ン
バ
ー
が
、
取
立
面
附
と
一
緒
に
所
持
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
「
山
例
五
十
三
ケ
条
」
や

「
山
法
」
の
類
か
ら
、
友
子
の
職
業
倫
理
と
思
わ
れ
る
も
の
を
摘
出
し
て
ふ
た
い
と
思
う
。

友
子
の
職
業
倫
理
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
鉱
夫
と
し
て
の
特
権
意
識
で
あ
る
。
「
山
例
五
十
三
ケ
条
」
の
第
二
条
は
、
「
山
師
金
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堀
師
を
野
武
士
と
号
す
べ
し
」
と
規
定
し
、
友
子
に
参
加
し
た
鉱
夫
た
ち
は
、
そ
れ
を
信
じ
、
強
力
な
特
権
意
識
を
持
っ
た
。
こ
の
特

権
意
識
は
、
徳
川
期
に
幕
藩
に
よ
っ
て
鉱
夫
集
団
が
一
定
の
保
護
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
と
同
時
に
、
鉱
山
と
い
う
厳

し
い
環
境
の
中
で
働
く
鉱
夫
の
強
烈
な
職
業
意
識
で
も
あ
っ
た
。
明
治
前
期
の
友
子
は
、
あ
ま
ね
く
鉱
夫
の
祖
先
は
野
武
士
だ
っ
た
と

意
識
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
下
の
自
か
ら
の
社
会
状
況
、
し
ば
し
ば
現
実
に
は
社
会
の
最
下
層
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
軽
視
さ
れ
た
身

分
意
識
を
払
拭
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

因
永
に
明
治
二
○
年
頃
に
書
か
れ
た
「
金
堀
権
利
由
来
記
」
の
中
に

「
明
治
卜
改
元
在
ツ
テ
廃
藩
置
県
之
令
下
賜
成
ツ
テ
金
堀
ノ
ー
字
ヲ
取
梢
シ
有
無
鉱
業
坑
夫
ト
改
称
セ
ラ
レ
タ
ル
者
也
依
テ
同
盟
諸

君
ョ
日
進
ノ
今
日
ト
云
上
殊
二
鉱
業
事
業
ナ
ル
故
益
を
勉
強
シ
テ
ｕ
テ
鉱
業
事
業
ヲ
盛
大
ナ
ラ
シ
メ
ル
事
ヲ
切
望
ス
為
二
維
新
前
之

（
ｕ
）
 

鉱
業
者
権
利
ヲ
記
シ
テ
耶
力
後
日
之
参
考
二
供
ス
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
文
面
は
、
維
新
変
革
を
意
識
し
つ
つ
、
金
掘
師
が
野
武
士
で
あ
る
と
す
る
特
権
が
廃
藩
置
県
と
と
も
に
「
取
梢
」
さ
れ
、
単
に

「
鉱
業
坑
夫
」
と
な
っ
た
け
れ
ど
も
、
坑
夫
は
、
特
権
を
持
っ
た
金
掘
師
で
あ
っ
た
歴
史
を
ふ
ま
え
、
重
要
な
鉱
山
業
で
働
い
て
い
る

の
で
あ
る
か
ら
、
勉
励
せ
よ
、
と
呼
び
か
け
て
い
る
。
こ
う
し
た
意
識
は
、
他
の
職
業
に
は
ふ
ら
れ
な
い
強
力
な
職
業
意
識
で
あ
る
。

ま
た
「
山
例
五
十
一
一
一
ヶ
條
」
の
第
一
一
一
三
条
は
、
「
山
師
は
格
別
金
堀
師
を
師
弟
と
申
事
定
む
る
べ
か
ら
ず
、
只
鋪
内
は
出
精
た
る
べ

（
焔
）

し
」
と
あ
る
。
こ
の
文
意
は
、
山
師
は
勿
論
金
掘
師
も
師
弟
関
係
を
結
ん
で
は
い
け
な
い
、
た
だ
ひ
た
す
ら
坑
内
で
精
勤
せ
よ
、
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
前
半
は
、
友
子
の
存
在
を
否
定
す
る
文
面
に
な
っ
て
お
り
、
友
子
と
矛
盾
す
る
が
、
こ
の
問
題
は
今
は
問
わ
な
い
と

し
て
、
金
掘
は
ひ
た
す
ら
精
勤
せ
よ
、
と
の
規
定
が
注
目
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
友
子
の
職
業
倫
理
の
う
ち
注
目
さ
れ
る
の
は
、

、
、

こ
の
勤
勉
観
で
あ
る
。
勤
勉
に
働
く
と
い
う
一
」
と
は
、
友
子
の
大
命
題
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
鉱
業
人
を
含
む
友
子
の
職
業
倫
理
の
特
徴

で
あ
り
、
友
子
の
労
資
一
体
、
労
資
協
調
観
を
実
現
し
て
い
る
要
で
あ
る
。
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「
山
例
五
十
三
ヶ
條
」
の
第
二
九
条
は
、
「
金
堀
師
多
勢
集
ま
り
山
の
乱
を
申
合
す
る
に
於
て
は
急
度
遂
吟
味
山
例
の
外
曲
事
た
る

べ
」
し
と
あ
る
。
争
議
の
否
定
も
ま
た
友
子
の
職
業
倫
理
の
根
本
で
あ
っ
た
。
友
子
が
労
働
組
合
の
よ
う
に
、
労
働
条
件
の
引
き
上
げ

を
目
的
と
し
、
か
つ
そ
の
た
め
に
争
議
を
主
張
す
る
と
す
れ
ば
、
友
子
制
度
は
、
徳
川
期
に
す
で
に
禁
圧
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
明

治
時
代
に
入
っ
て
も
事
態
は
同
様
で
あ
っ
た
ろ
う
。
友
子
は
、
労
資
を
一
体
的
に
と
ら
え
、
労
資
と
の
利
害
を
共
通
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
生
き
な
が
ら
え
た
の
で
あ
っ
た
。

「
山
例
五
十
三
ヶ
條
」
は
、
第
一
一
一
一
一
条
で
「
喧
嘩
口
論
堅
く
可
慎
」
と
記
し
、
山
法
の
類
は
、
窃
盗
、
賭
博
な
ど
公
序
良
俗
を
乱
す

こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
。
こ
れ
は
友
子
も
鉱
山
の
秩
序
維
持
を
目
指
し
て
い
た
こ
と
一
致
す
る
。
明
治
二
年
の
鹿
間
銅
山
の
取
立
面
附

の
後
文
に
は
、
「
兼
而
申
渡
し
置
候
條
」
は
堅
く
守
る
べ
き
で
「
若
心
得
違
有
之
」
時
は
「
金
堀
」
職
か
ら
放
逐
す
る
と
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
友
子
は
、
こ
の
よ
う
に
内
部
規
律
を
重
じ
、
違
反
者
に
対
す
る
厳
し
い
制
裁
を
行
な
う
こ
と
に
著
し
い
特
徴
が
あ
る
が
、
友
子

の
職
業
倫
理
と
し
て
規
律
の
遵
守
を
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

明
治
前
期
の
友
子
の
職
業
倫
理
を
以
上
の
よ
う
に
把
え
た
が
、
明
治
後
期
に
入
る
と
、
取
立
面
状
類
へ
の
文
言
の
書
き
込
み
や
友
子

規
約
の
成
文
化
が
承
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
友
子
の
職
業
倫
理
は
よ
り
明
確
に
把
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

最
後
に
、
明
治
二
四
年
Ｃ
八
九
一
）
の
島
根
県
下
の
大
森
鉱
山
（
旧
石
見
銀
山
）
の
「
坑
夫
取
立
証
書
」
（
島
根
県
大
田
市
石
村

禎
久
氏
蔵
）
の
後
文
を
引
用
し
て
お
こ
う
。

「
右
之
一
同
集
会
之
上
今
日
ヨ
リ
坑
夫
名
烈
セ
シ
ム
ル
事
業
相
違
之
無
往
々
職
務
勉
強
シ
暫
ク
モ
怠
惰
シ
テ
同
盟
同
職
之
名
義
ヲ

汚
シ
阯
シ
ム
ル
事
勿
レ
曰
ク
人
故
郷
ヲ
思
う
〈
生
レ
タ
ル
恩
儀
ヲ
思
フ
カ
故
ナ
ル
然
ラ
（
汝
等
出
精
ノ
場
所
〈
富
鉱
山
ナ
リ
銀
主
ノ

恩
卜
集
会
人
ノ
義
務
ト
ヲ
忘
却
ス
ル
事
勿
レ
、
前
書
之
通
リ
候
間
何
方
之
鉱
山
エ
廻
職
仕
候
共
何
分
之
御
附
合
之
程
希
御
依
頼
候

也
」
。
こ
と
に
は
、
鉱
夫
の
「
職
務
勉
強
」
と
「
怠
惰
」
の
否
認
が
強
調
さ
れ
、
か
つ
「
銀
主
」
・
鉱
山
経
営
者
へ
の
「
恩
」
と
「
集
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会
人
ノ
義
務
」
つ
ま
り
取
立
に
参
加
し
た
友
子
メ
ン
バ
ー
へ
の
義
務
が
指
摘
さ
れ
、
明
治
一
○
年
代
の
友
子
の
職
業
倫
理
の
一
端
が
に

じ
ゑ
で
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

回
の
③
の
注

（
１
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
前
稿
「
明
治
期
に
お
け
る
友
子
制
度
普
及
の
必
然
性
」
に
お
い
て
詳
論
し
た
。

（
２
）
拙
稿
「
友
子
研
究
の
回
顧
と
課
題
」
、
『
経
済
志
林
』
四
八
’
三
、
七
七
頁
を
参
照
。

、
、
、
、
、

松
島
静
雄
氏
も
「
鉱
山
労
働
者
の
相
互
救
済
を
目
的
と
し
て
自
助
的
に
構
成
せ
ら
れ
た
友
子
」
（
『
友
子
の
社
会
学
的
考
察
』
、
八
頁
）
と
い

、
、
、
、

い
、
友
子
は
「
賃
労
働
化
し
た
坑
夫
の
生
活
的
必
要
か
ら
自
然
発
生
的
に
何
時
と
は
な
し
に
生
れ
」
た
（
同
出
書
、
一
一
一
七
頁
）
と
い
わ
れ
る
時
、

友
子
が
雇
用
鉱
夫
に
よ
っ
て
の
承
構
成
さ
れ
て
い
る
と
把
握
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
友
子
の
組
織
原
理
上
は
、
自
営
的
鉱
夫
や
鉱
業
人
、
飯
場

頭
が
入
り
う
る
こ
と
を
明
確
に
意
識
さ
れ
て
は
い
な
い
。

（
３
）
こ
の
兄
弟
分
の
ヨ
コ
の
関
係
も
、
後
に
承
る
友
子
制
度
に
お
い
て
は
、
取
立
兄
弟
に
お
け
る
完
全
に
水
平
の
関
係
と
、
同
一
の
親
分
の
子
分
間

の
タ
テ
の
兄
弟
分
関
係
、
先
に
取
立
て
ら
れ
た
兄
分
と
後
に
取
立
て
ら
れ
た
弟
分
と
の
関
係
が
あ
る
が
、
明
治
前
期
に
つ
い
て
は
後
者
の
関
係
に

つ
い
て
、
墓
石
な
ど
に
、
兄
分
と
弟
分
の
関
係
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
が
、
資
料
的
に
明
ら
か
に
し
に
く
い
の
で
、
深
く
立
入

／■、／戸、／~、′戸、'－，／■、／、'-，／■、

1２１１１０９８７６５４ 
、_ノ、=ノ、_ノﾐーノ、､ノ、=ノ、=ノ、_ノ、.ノ つ

い
て
、
墓
石
一

ら
な
い
で
お
く
。

拙
稿
「
徳
川
時
代
の
金
掘
友
子
に
関
す
る
考
察
」
、
『
経
済
志
林
』
四
九
’
四
、
一
一
一
三
頁
参
照
。

三
浦
豊
彦
『
労
働
の
歴
史
』
（
紀
伊
国
屋
新
書
）
、
一
○
一
一
一
’
四
頁
。

中
富
兵
衛
『
永
岡
鶴
蔵
伝
』
、
（
御
茶
の
水
書
房
）
、
六
頁
、
八
頁
を
参
照
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
次
稿
で
詳
し
く
論
じ
る
。

農
商
務
省
鉱
山
局
編
『
友
子
同
盟
二
関
ス
ル
調
査
』
（
大
正
九
年
）
、
『
近
代
民
衆
の
記
録
』
２
鉱
夫
、
三
五
九
頁
。

三
菱
鉱
業
『
友
子
団
体
調
査
二
係
ル
件
』
、
左
合
藤
三
郎
編
『
鉱
業
資
料
集
・
第
一
集
』
所
収
、
を
参
照
。

『
神
岡
町
史
』
史
料
編
・
中
巻
（
鉱
山
関
係
資
料
）
、
八
九
七
頁
。

葛
谷
利
春
編
『
長
棟
鉱
山
史
の
研
究
』
、
五
一
頁
。

『
神
岡
鉱
山
史
』
、
四
三
一
一
’
四
四
三
頁
。
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⑥
友
子
の
組
織
構
成

明
治
前
期
の
友
子
の
第
二
の
組
織
問
題
は
、
友
子
の
組
織
構
成
の
問
題
で
あ
る
。
こ
こ
で
組
織
構
成
の
問
題
と
は
、
第
一
に
友
子
の

単
位
組
織
が
ど
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
た
か
、
第
一
一
に
友
子
の
単
位
組
織
間
の
関
係
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
、
の
問
題
で
あ
る
。
第
三

の
問
題
は
友
子
の
二
つ
の
形
態
、
目
友
子
と
渡
友
子
の
問
題
で
も
あ
る
。

一
般
に
友
子
の
組
織
問
題
は
、
こ
れ
ま
で
や
や
単
純
に
考
え
ら
れ
て
き
た
傾
向
が
あ
る
。
例
え
ば
農
商
務
省
の
『
友
子
同
盟
二
関
ス

ル
調
査
』
で
は
、
友
子
の
組
織
は
、
箱
元
と
幾
人
か
ら
の
役
員
を
置
き
、
取
立
を
行
な
っ
た
り
、
共
済
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
組
織
、

と
い
っ
た
程
度
に
し
か
把
握
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
松
島
静
雄
氏
の
友
子
研
究
に
お
い
て
も
友
子
の
組
織
は
．
鉱
山
を
単
位
と
す
る

（
１
）
 

友
子
」
と
し
か
把
鰐
え
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
は
、
友
子
の
組
織
構
成
上
の
幾
つ
か
の
問
題
が
無
視
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
友
子

の
単
位
組
織
は
ど
の
よ
う
な
基
準
で
構
成
さ
れ
て
い
る
か
、
ま
た
現
実
に
各
鉱
山
の
友
子
の
単
位
組
織
は
ど
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い

る
か
、
あ
る
い
は
ま
た
友
子
の
単
位
組
織
が
、
横
の
組
織
と
ど
う
連
合
し
よ
う
と
し
た
か
、
な
ど
の
問
題
が
全
く
検
討
さ
れ
て
こ
な
か

る
か
、
あ
る
い
』

っ
た
の
で
あ
る
。

（
囮
）
『
神
岡
鉱
山
史
』
、
四
四
七
頁
、
四
四
九
頁
を
参
照
。

（
ｕ
）
左
合
藤
三
郎
「
友
子
同
盟
に
関
す
る
研
究
」
『
人
と
人
』
、
一
○
三
号
、
五
頁
を
参
照
。

尚
、
こ
の
文
書
は
、
文
中
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
石
川
県
内
の
遊
泉
寺
鉱
山
の
も
の
を
荒
谷
満
房
な
る
人
物
が
、
明
治
二
十
年
に
筆
写
し
た
も
の

を
、
明
治
四
○
年
に
京
都
の
住
人
水
越
吉
貞
が
写
し
た
の
だ
と
記
さ
れ
て
い
る
。

、

（
巧
）
左
合
氏
は
「
格
別
」
を
山
師
は
例
外
と
し
て
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
が
、
私
は
杉
原
寿
山
の
『
坑
夫
雑
談
』
（
正
式
に
は
『
雑
認
』
で
あ
る
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
前
稿
「
明
治
期
に
お
け
る
友
子
制
度
の
普
及
」
、
『
経
済
志
林
』
五
一
一
’
三
・
四
、
九
九
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
）
の
解
釈
で
あ

る
「
勿
論
」
に
従
っ
た
。
石
川
博
資
『
日
本
産
金
史
』
、
二
○
四
頁
参
照
。

明
治
前
期
の
友
子
の
単
位
組
織
に
は
、
一
一
一
つ
の
タ
イ
プ
が
存
在
す
る
。
第
一
の
タ
イ
プ
は
、
旧
神
岡
鉱
山
に
ふ
ら
れ
た
も
の
で
あ
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第９表神岡諸鉱山下塚人数（明治２年

IlLllJjiJ 

、
、

り
、
一
定
の
地
域
の
鉱
夫
又
は
鉱
業
人
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
て
い
る
河
泓
ｂ
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
一
企
業
内
に
友
子
が
組
織
さ
れ
て
い
る

の
で
は
な
く
、
一
地
域
の
友
子
組
織
に
、
色
☆
た
形
態
の
鉱
山
従
事
者
が
組
織
さ
れ
て
い
る
。
第
二
の
タ
イ
プ
は
、
は
っ
き
り
と
一
つ

の
資
本
の
鉱
山
内
に
組
織
さ
れ
て
い
る
単
位
友
子
組
織
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
た
二
つ
の
タ
イ
プ
に
分
か
れ
る
。
一
つ
は
比
較
的
小
さ
な

企
業
の
鉱
山
の
場
合
で
、
一
企
業
の
一
鉱
山
に
一
単
位
の
友
子
組
織
と
い
う
タ
イ
プ
で
あ
る
。
？
も
う
一
つ
の
場
合
は
大
資
本
の
大
鉱
山

の
場
合
で
、
鉱
山
は
複
数
の
鉱
区
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
×
×
鉱
山
と
呼
ば
れ
、
そ
こ
に
複
数
の
単
位
友
子
組
織
が
独
立
し
て
存
在

し
て
い
る
よ
う
な
タ
イ
プ
で
あ
る
。

和佐保村・大留鉱

東平〃

前平〃

摺谷〃

鹿間村・蛇腹平鉱

源蔵谷〃

菅沢〃

東漆山村・取切山鉱

跡津川村・宮之尾鉱

合計’１４８１（592）
注①『神岡町史』史料編中巻，468-8頁よ

り作成

②鉱夫数の推計法は１人の下稼人が４人

の鉱夫をもつとの明治４年と明治６年の

数字を基にした。

ま
ず
館
一
の
タ
イ
プ
の
友
子
の
単
位
組
織
に
つ
い
て
ふ
よ
う
。
旧

神
岡
諸
鉱
山
に
お
い
て
は
、
す
で
に
糸
た
よ
う
に
鉱
山
経
営
は
大
多

数
の
自
営
的
鉱
業
人
と
少
数
の
資
本
家
的
経
営
に
分
か
れ
て
い
た
。

こ
こ
で
の
友
子
の
取
立
組
織
は
、
明
治
初
年
代
に
は
結
論
的
に
い
え

ば
、
二
十
五
山
の
北
西
部
面
の
鹿
間
地
区
、
南
東
斜
面
の
和
佐
保
地

区
、
あ
る
い
は
東
漆
山
の
取
切
山
の
地
区
、
更
に
両
県
の
県
境
に
ま

た
が
っ
た
長
棟
・
茂
住
の
地
区
に
そ
れ
ぞ
れ
存
在
し
て
い
た
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

明
治
二
年
の
鹿
間
銅
山
の
「
大
工
取
立
面
附
」
の
後
文
に
は
、

「
吉
城
高
原
郷
鹿
間
於
銅
山
一
一
名
調
成
る
」
と
あ
り
、
坑
夫
の
取
立

が
、
鹿
間
村
の
諸
鉱
山
を
統
合
し
て
行
な
わ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
当
時
鹿
間
地
区
に
は
、
取
立
面
附
に
列
記
し
て
あ
る
坑
夫
二
百



4０ 
数
十
人
を
擁
す
る
一
企
業
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
従
っ
て
取
立
を
行
な
っ
た
組
織
は
、
主
要
な
企
業
の
鉱
夫
か
ら
自
営
的
な
鉱
夫
を
包

、
、
、

括
し
て
お
り
、
つ
ま
り
企
業
を
超
え
た
横
断
的
な
も
の
で
あ
っ
た
声
」
と
が
わ
か
る
。

な
お
、
第
九
表
に
示
し
た
よ
う
に
、
鹿
間
村
に
は
、
蛇
腹
平
鉱
、
源
蔵
谷
鉱
、
菅
沢
鉱
の
三
つ
の
鉱
区
が
あ
り
、
そ
こ
に
鉱
業
人
が

そ
れ
ぞ
れ
五
一
一
一
人
、
六
人
、
六
人
と
存
在
し
て
お
り
、
鉱
夫
数
も
推
計
だ
が
そ
れ
ぞ
れ
一
二
一
一
人
、
一
一
四
人
、
一
一
四
人
程
度
存
在
し
て

（
２
）
 

い
た
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
鹿
間
銅
山
で
取
立
に
参
加
し
た
二
一
一
八
人
の
鉱
夫
は
、
蛇
腹
平
鉱
の
一
一
一
一
一
人
程
度
を
超
え
て
お
り
、
取
立

は
源
蔵
谷
や
菅
沢
の
鉱
夫
も
統
合
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
面
附
の
立
会
に
も
源
蔵
谷
、
菅
沢
の
名
前
は
な
い
。
以
上

の
こ
と
か
ら
、
旧
神
岡
鉱
山
に
お
け
る
取
立
を
行
な
っ
た
友
子
は
、
隣
接
す
る
鹿
間
村
の
三
鉱
山
か
ら
組
織
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
た
だ
し
こ
の
場
合
、
取
立
を
行
な
っ
た
友
子
組
織
が
、
一
つ
の
箱
元
を
持
ち
、
何
人
か
の
役
員
を
擁
し
て
単
一
の
も
の
で
あ

っ
た
か
ど
う
か
は
、
全
く
明
ら
か
で
は
な
い
。
鉱
山
が
一
定
の
地
域
に
散
在
し
て
い
る
の
で
、
単
位
友
子
内
に
支
部
的
な
グ
ル
ー
プ
化

が
行
な
わ
れ
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
が
、
取
立
と
い
う
重
要
な
活
動
を
行
な
っ
た
単
位
こ
そ
、
友
子
の
単
位
組
織
を
構
成
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。
取
立
に
は
大
変
多
く
の
費
用
が
か
か
る
の
で
、
会
計
は
一
本
化
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
箱
元
（
会

計
係
）
は
、
取
立
を
行
な
っ
た
単
位
組
織
に
統
一
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
友
子
の
事
務
所
と
い
う
べ
き
交
際
所
も
す
で
に

存
在
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
鉱
夫
の
労
働
と
居
住
単
位
が
分
散
し
て
い
た
こ
と
を
思
え
ば
、
必
ず
し
も
一
ヶ
所
に
限
ら
ず
、
主
要

な
鉱
山
の
飯
場
に
い
く
つ
か
置
か
れ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
主
要
な
も
の
は
一
つ
置
か
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

他
方
鹿
間
鉱
山
以
外
の
友
子
の
単
位
組
織
は
ど
う
か
と
い
え
ば
、
資
料
的
に
は
不
明
確
で
あ
る
。
し
か
し
さ
ぎ
の
取
立
面
附
の
末
尾

お
上
ど
め

に
立
会
人
と
し
て
漆
山
山
内
、
大
留
山
内
、
北
平
山
内
、
前
平
山
内
と
の
記
述
が
あ
り
、
山
内
が
各
鉱
山
の
単
位
友
子
組
織
の
存
在
を

意
味
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
こ
に
単
位
友
子
組
織
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
何
故
な
ら
友
子
の
慣
行
と
し
て
取
立
に
際
し
て
隣
山

の
友
子
組
織
は
立
会
人
を
出
席
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。



４１明治期における友子の組織と機能（上）

明
治
初
年
代
に
は
こ
れ
ま
で
休
山
し
て
い
た
茂
住
長
棟
地
区
の
鉱
山
が
再
開
さ
れ
、
そ
こ
に
友
子
が
組
織
さ
れ
た
。
長
棟
村
の
鉱
山

（
３
）
 

は
、
明
治
三
年
に
再
開
さ
れ
、
細
々
と
経
営
さ
れ
、
明
治
中
期
に
は
一
○
○
人
近
く
の
鉱
夫
が
働
い
て
い
た
と
い
わ
れ
る
が
、
経
営
形

態
に
つ
い
て
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
一
人
乃
至
は
複
数
の
経
営
者
が
長
棟
の
清
五
郎
坑
、
播
磨
谷
、
銅
平
坑
、
鉄
山
、
茂
住
の

（
４
）
 

池
ノ
山
坑
、
鉛
谷
坑
を
少
数
の
坑
夫
を
使
用
し
て
経
営
し
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

こ
の
地
区
に
明
治
一
○
年
に
友
子
が
組
織
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
さ
き
に
紹
介
し
た
山
崎
徳
次
郎
の
日
記
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ

（
５
）
 

る
。
こ
の
日
記
に
よ
れ
ば
、
長
棟
村
の
清
五
郎
坑
で
、
山
崎
徳
次
郎
以
下
一
四
名
の
坑
夫
が
子
分
に
取
立
て
ら
れ
た
。
当
然
一
四
名
の

（
６
）
 

親
分
が
い
た
。
そ
れ
に
『
日
記
』
に
よ
れ
ば
四
人
の
世
話
人
と
三
人
の
総
代
が
お
り
、
『
日
記
』
に
は
、
「
一
二
五
人
の
連
名
つ
め
印
」
が

あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
後
に
承
る
よ
う
に
、
’
四
名
の
取
立
兄
弟
た
ち
は
、
恐
ら
く
清
五
郎
坑
の
近
く
と
思
わ
れ
る
飯
場
に
住
糸
、
共

済
活
動
な
ど
共
同
活
動
を
行
な
っ
て
お
り
、
清
五
郎
坑
に
友
子
の
単
位
組
織
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

し
か
し
事
態
は
や
や
複
雑
で
あ
る
。
『
日
記
』
に
よ
れ
ば
、
山
崎
徳
次
郎
は
、
明
治
一
三
年
に
鉛
山
坑
の
取
立
式
に
「
中
老
役
」
を

て
、
和
佐
伯

知
れ
な
い
。

ま
ず
神
岡
四
地
域
の
一
つ
と
し
て
独
立
的
な
場
所
に
あ
る
漆
山
に
つ
い
て
ふ
る
と
、
第
九
表
の
よ
う
に
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）

に
は
、
二
一
人
の
下
稼
人
と
約
八
○
人
近
く
の
鉱
夫
が
働
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
こ
に
一
つ
の
単
位
友
子
組
織
が
存
在
し
て

い
た
と
し
て
も
お
か
し
く
た
い
。
ま
た
大
留
（
大
富
と
も
書
く
）
は
和
佐
保
村
の
主
力
鉱
で
、
三
六
人
の
下
稼
人
と
約
一
四
○
人
前
後

の
鉱
夫
が
働
い
て
い
る
。
こ
こ
に
も
一
応
友
子
の
単
位
組
織
が
存
在
し
て
も
お
か
し
く
た
い
。
ま
た
前
平
鉱
も
二
○
人
の
下
稼
人
が
お

り
、
約
八
○
人
の
鉱
夫
が
働
い
て
お
り
、
小
さ
い
な
が
ら
単
位
友
子
組
織
が
存
在
し
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。

も
っ
と
も
別
の
推
測
も
可
能
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
鹿
間
村
の
銅
山
と
し
て
ま
と
ま
っ
て
取
立
を
行
な
っ
て
い
る
こ
と
に
対
応
し

て
、
和
佐
保
村
の
大
留
、
前
平
？
北
平
な
ど
は
、
全
体
と
し
て
和
佐
保
鉱
山
と
し
て
一
つ
の
単
位
組
織
と
し
て
ま
と
ま
っ
て
い
た
か
も
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務
め
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
と
す
る
と
単
位
友
子
組

織
は
、
清
五
郎
坑
だ
け
で
な

く
鉛
山
坑
の
鉱
夫
を
も
構
成

員
と
し
て
お
り
、
単
位
友
子

組
織
は
、
複
数
の
坑
に
ま
た

が
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
別
の
解
釈
も
出
来

る
。
後
の
友
子
制
度
に
お
い

て
は
、
あ
る
単
位
友
子
組
織

が
、
親
分
を
欠
く
よ
う
な
場

合
、
近
く
の
組
織
か
ら
親
分

を
借
り
る
こ
と
が
許
さ
れ
る

（
７
）
 

慣
行
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ

り
、
山
崎
の
鉛
谷
で
の
中
老

役
は
、
そ
う
し
た
制
度
に
準

じ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な

い
。



４３明治期における友子の組織と機能（上）
徳
次
郎
の
『
日
記
』
に
よ
れ
ば
、
茂
住
長
棟
の
両
村
で
は
、
年
一
回
か
ら
二
年
一
回
、
各
地
の
坑
で
取
立
て
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
を

（
８
）
 

一
不
し
て
い
る
。
清
五
郎
坑
で
は
、
他
坑
の
取
立
式
に
際
し
て
祝
儀
を
出
す
な
ど
、
こ
の
地
区
の
各
坑
は
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
考
慮
す
る
と
、
あ
く
ま
で
仮
定
で
は
あ
る
が
、
茂
住
長
棟
地
区
の
友
子
は
、
各
坑
に
支
部
的
単
位
を
も
ち
つ
つ
全
体

と
し
て
統
一
的
に
取
立
を
行
な
い
、
｜
つ
の
箱
元
を
も
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。

尚
、
明
治
一
七
年
の
長
棟
鉱
山
の
「
新
規
取
立
面
附
」
の
存
在
は
、
こ
の
時
期
に
は
、
長
棟
鉱
山
と
し
て
長
棟
村
の
諸
坑
が
統
合
さ

（
９
）
 

れ
、
単
一
の
友
子
組
織
が
形
成
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
飛
騨
の
池
之
山
側
に
も
一
つ
独
自
に
単
位
友
子
組

織
が
分
離
・
統
合
さ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
長
棟
鉱
山
の
「
新
規
取
立
面
附
」
の
「
立
会
」
と
し
て

「
飛
州
国
池
之
山
」
の
記
述
が
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
傍
証
し
て
い
る
。

他
方
、
旧
神
岡
鉱
山
の
方
も
、
明
治
一
○
年
代
か
ら
の
鉱
山
業
の
発
展
は
、
鉱
夫
数
を
急
墹
さ
せ
、
友
子
組
織
の
再
編
を
も
た
ら
し

た
と
思
わ
れ
る
。
明
治
一
○
年
の
さ
ぎ
に
ゑ
た
友
子
取
立
札
に
は
、
大
富
鉱
山
、
東
平
鉛
山
、
前
平
銅
山
、
菅
沢
銀
山
、
蛇
腹
銅
山
、

源
蔵
銅
山
、
取
切
銅
山
の
名
が
該
印
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
単
位
友
子
組
織
が
形
成
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

明
治
末
年
か
ら
神
岡
鉱
山
に
労
務
係
と
し
て
働
い
て
い
た
水
瀬
清
二
郎
は
、
神
岡
に
お
け
る
友
子
の
沿
革
と
し
て
、
「
当
坑
山
中
箱

元
は
地
稼
時
代
よ
り
坑
夫
の
互
助
機
関
と
し
て
最
初
大
富
方
面
に
組
織
せ
ら
れ
、
次
で
中
切
坑
開
始
に
伴
い
、
同
坑
在
稼
坑
夫
の
間
に

（
Ⅲ
）
 

箱
一
兀
を
新
設
し
、
続
い
て
前
平
、
栃
洞
坑
に
も
組
織
せ
ら
れ
し
」
と
述
べ
て
い
る
。

神
岡
で
は
、
徳
川
期
よ
り
友
子
組
織
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
の
で
、
水
瀬
の
指
摘
を
友
子
が
初
め
て
大
富
方
面
に
組
織
さ
れ
た
と
読

む
の
は
誤
り
と
な
る
。
水
瀬
の
指
摘
は
、
大
富
方
面
で
友
子
が
独
自
に
組
織
さ
れ
、
そ
の
後
各
坑
の
開
発
に
伴
っ
て
、
そ
こ
に
新
し
く

友
子
組
織
が
設
立
さ
れ
た
、
と
読
む
べ
き
で
あ
る
。
事
実
三
井
組
に
よ
っ
て
統
合
さ
れ
た
直
後
の
明
治
一
九
年
一
一
一
月
に
、
蛇
腹
坑
で

取
立
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
す
で
に
蛇
腹
坑
で
も
単
位
組
織
が
独
立
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。



4４ 
以
上
の
よ
う
に
旧
神
岡
鉱
山
の
よ
う
に
、
小
経
営
が
散
在
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
友
子
の
単
位
組
織
は
一
定
の
地
域
を
基
準
に
形

成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
単
位
組
織
も
鉱
山
の
内
的
発
展
に
対
し
て
分
化
。
統
合
が
承
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
在
来
鉱
山
の
乱
立
し
て

い
た
明
治
前
期
の
他
の
鉱
山
地
域
の
友
子
組
織
も
、
恐
ら
く
旧
神
岡
鉱
山
の
よ
う
な
組
織
形
態
を
も
っ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

つ
い
で
に
指
摘
し
て
お
け
ば
、
神
岡
鉱
山
の
単
位
友
子
組
織
は
、
明
治
一
九
年
に
三
井
組
が
神
岡
鉱
山
に
統
合
し
た
後
に
も
、
当
初
そ

と
ち
ぽ
ら

の
ま
ま
存
在
し
、
そ
の
後
一
部
は
統
合
さ
れ
、
ま
た
明
治
一
一
一
一
年
に
は
大
富
坑
と
栃
洞
坑
の
組
織
が
統
合
さ
れ
、
一
箱
元
に
な
り
、
他

（
ｕ
）
 

に
蛇
腹
坑
、
茂
住
鉱
山
や
漆
山
鉱
山
の
箱
元
が
併
存
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

次
に
徳
川
期
よ
り
大
鉱
山
で
、
鉱
区
が
各
地
に
あ
る
が
経
営
体
と
し
て
は
統
一
し
た
企
業
の
下
に
あ
っ
た
鉱
山
の
友
子
の
単
位
組
織

に
つ
い
て
ふ
る
こ
と
に
し
よ
う
。

若
干
資
料
の
残
っ
て
い
る
生
野
鉱
山
の
場
合
を
ゑ
て
承
よ
う
。
周
知
の
よ
う
に
生
野
鉱
山
は
、
徳
川
期
よ
り
幕
営
鉱
山
と
し
て
大
規

模
な
鉱
山
経
営
が
な
さ
れ
、
明
治
元
年
（
’
八
六
八
）
に
官
有
と
な
り
、
コ
ワ
ー
ー
ー
な
ど
西
欧
技
術
者
の
指
導
下
で
早
く
か
ら
近
代
化

が
進
め
ら
れ
た
鉱
山
で
あ
る
。
明
治
初
年
代
か
ら
生
野
鉱
山
は
、
太
盛
山
、
金
香
瀬
山
、
若
林
山
、
更
に
支
山
で
あ
る
神
子
畑
の
加
盛

山
の
四
つ
の
拠
点
を
も
っ
て
い
た
。

三
菱
の
『
友
子
団
体
調
査
二
係
ル
件
』
に
よ
れ
ば
、
「
友
子
団
体
ノ
創
設
〈
、
明
治
六
年
頃
ヨ
リ
ト
伝
へ
ラ
レ
…
。
：
当
時
ヨ
リ
稼
動

（
、
）

坑
夫
間
二
数
個
ノ
坑
夫
ノ
坑
夫
交
際
所
ヲ
組
織
シ
居
り
」
一
云
々
と
あ
り
、
創
立
当
初
か
ら
、
各
坑
に
複
数
の
単
位
友
子
組
織
が
組
織
ざ

れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

尚
、
明
治
一
一
六
、
七
年
の
生
野
鉱
山
の
支
山
で
あ
る
神
子
畑
鉱
山
の
坑
夫
取
立
面
状
を
承
る
と
、
神
子
畑
に
は
、
二
つ
の
飯
場
が
あ

り
、
明
治
一
一
六
年
の
面
状
は
、
阪
水
飯
場
に
よ
っ
て
取
立
が
組
織
さ
れ
、
明
治
二
七
年
の
面
状
は
、
植
木
飯
場
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た

（
⑬
）
 

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
神
子
畑
に
は
二
つ
の
飯
場
に
そ
れ
ぞ
れ
友
子
単
位
組
織
が
存
在
し
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
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島
根
県
下
の
大
森
鉱
山
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
。
大
森
鉱
山
は
、
藤
田
組
に
よ
り
明
治
二
○
年
に
経
営
さ
れ
た
が
、
明
治
一
三
年
の

取
立
免
状
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
前
の
地
稼
時
代
か
ら
す
で
に
友
子
が
組
織
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
が
、
取
立
免
状

（
焔
）

の
末
尾
に
「
大
森
鉱
山
判
場
」
の
記
述
が
あ
り
、
友
子
組
織
は
単
一
で
あ
っ
た
こ
と
を
一
示
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
明
治
前
期
の
友
子
の
単
位
組
織
は
、
鉱
山
ご
と
に
か
な
り
複
雑
な
形
態
を
と
っ
て
お
り
、
一
山
一
友
子
と
い
う
よ
う

な
単
純
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

次
に
友
子
の
単
位
組
織
間
の
関
係
に
つ
い
て
承
る
こ
と
に
し
よ
う
。
一
般
的
に
ふ
れ
ば
友
子
は
、
元
来
全
国
的
な
制
度
で
あ
る
が
、

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

面
状
の
立
会
人
に
、
生
野
第
一
号
飯
場
、
小
田
垣
飯
場
、
口
銀
谷
通
常
飯
場
、
大
立
飯
場
の
名
称
が
記
さ
れ
、
生
野
鉱
山
で
も
、
飯
場

ご
と
に
単
位
友
子
が
組
織
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
明
治
四
三
年
の
生
野
鉱
山
の
取
立
状
で
は
、
事
実
、
交
際
所
は
、
各

飯
場
（
五
飯
場
）
に
存
在
し
、
桑
田
飯
場
に
よ
っ
て
取
立
が
組
織
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
、
飯
場
ご
と
に
取
立
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
生
野
鉱
山
で
は
当
初
は
、
各
坑
ご
と
に
単
位
友
子
が
組
織
さ
れ
、
各
坑
が
発
展
し
て
大
き
な
坑
で
あ
っ
た
太
盛
山
や

金
香
瀬
山
に
は
複
数
の
友
子
単
位
組
織
が
形
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
ｕ
）
 

そ
の
他
阿
仁
鉱
山
の
場
合
は
、
明
治
三
○
年
代
末
に
は
、
各
坑
に
目
友
子
と
渡
友
子
が
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
づ
つ
存
在
し
て
い
た
が
、
明

治
前
期
に
す
で
に
そ
う
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

他
方
、
明
治
前
期
に
は
ま
た
中
鉱
山
的
規
模
で
開
発
さ
れ
た
三
菱
の
吉
岡
鉱
山
の
よ
う
な
場
合
は
、
周
辺
に
地
稼
的
鉱
山
を
か
か

え
、
そ
こ
に
も
友
子
組
織
が
組
織
さ
れ
つ
つ
、
三
菱
経
営
の
吉
岡
鉱
山
内
に
単
一
の
友
子
組
織
が
組
織
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ

（
応
）

る
。
例
え
ば
、
明
治
一
一
一
三
年
の
吉
岡
鉱
山
の
取
立
面
状
は
、
末
尾
に
「
吉
岡
鉱
山
坑
夫
一
同
」
と
記
さ
れ
、
友
子
組
織
は
単
一
で
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
他
、
周
辺
の
七
つ
の
小
鉱
山
の
立
会
人
の
名
が
記
さ
れ
、
周
辺
鉱
山
に
幾
つ
か
の
単
位
友
子
組
織
が
存
在
し
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は
、
「
若
年
之
者

組
入
被
成
下
候
」

こ
の
記
述
は
、

組
織
の
面
で
は
鉱
山
内
の
単
位
組
織
が
あ
る
だ
け
で
、
単
位
友
子
間
に
組
織
を
も
っ
て
は
い
な
い
。
友
子
制
度
の
全
国
的
な
関
係
は
、

直
接
組
織
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
友
子
の
機
能
の
共
通
性
、
友
子
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
れ
ば
、
ど
こ
の
鉱
山
に
行
っ

て
も
、
友
子
に
加
え
ら
れ
、
等
し
く
あ
つ
か
わ
れ
る
と
か
、
一
宿
一
飯
の
浪
人
制
度
を
共
有
す
る
と
か
の
機
能
の
共
通
性
に
よ
っ
て
結

ば
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
従
っ
て
、
友
子
の
単
位
組
織
間
の
関
係
は
、
ル
ー
ズ
で
あ
り
、
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
。
し
か
し
機
能
的

に
は
一
定
の
固
定
的
な
関
係
が
出
来
て
い
る
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。

明
治
前
期
に
お
け
る
友
子
の
単
位
組
織
間
の
関
係
は
、
周
辺
地
域
を
別
に
す
れ
ば
交
通
、
通
信
の
未
発
達
な
関
係
も
あ
っ
て
、
概
し

て
不
活
発
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
明
治
後
期
に
な
る
と
、
友
子
の
単
位
組
織
間
の
関
係
は
、
非
常
に
活
発
化
し
、
一
定
の
組
織
的
結

合
の
試
糸
す
ら
現
わ
れ
て
く
る
。
友
子
を
同
盟
友
子
と
か
友
子
同
盟
と
か
呼
ぶ
よ
う
に
な
る
の
は
、
こ
う
し
た
友
子
の
横
の
関
係
の
強

化
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
、
明
治
後
期
の
友
子
制
度
の
考
察
に
際
し
て
検
討
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

一
般
に
友
子
の
単
位
組
織
間
の
関
係
に
は
二
つ
の
側
面
が
ふ
ら
れ
る
。
第
一
の
関
係
は
、
一
般
的
な
友
子
単
位
組
織
間
の
関
係
で
あ

り
、
友
子
の
全
国
的
な
制
度
と
し
て
の
側
面
で
あ
る
。
す
で
に
紹
介
し
た
明
治
二
年
の
鹿
間
銅
山
の
「
大
工
取
立
面
附
」
の
後
文
に

は
、
「
若
年
之
者
取
立
仕
候
間
其
御
山
へ
浪
人
一
一
而
参
リ
候
〈
、
何
卒
友
子
衆
中
様
之
御
見
眉
ヲ
以
テ
行
末
御
見
捨
無
御
友
子
衆
中
江

こ
の
記
述
は
、
神
岡
鉱
山
で
取
立
て
ら
れ
た
友
子
メ
ン
バ
ー
が
、
他
鉱
山
に
浪
人
と
し
て
登
山
し
た
場
合
は
、
そ
の
鉱
山
の
友
子
衆

に
よ
っ
て
友
子
で
あ
る
こ
と
を
確
認
の
う
え
、
友
子
に
加
入
さ
せ
ら
れ
た
い
、
と
の
趣
旨
を
記
し
て
い
る
。
旧
神
岡
鉱
山
の
友
子
制
度

は
、
従
っ
て
単
に
一
鉱
山
地
方
に
限
ら
れ
た
制
度
で
は
な
く
、
一
般
的
な
全
国
的
広
が
り
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
す
で

に
友
子
制
度
は
、
徳
川
後
期
に
全
国
的
な
制
度
で
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。
吹
屋
銅
山
の
資
料
は
、
友
子
制
度
に
ふ
れ
て
、
「
坑
夫
ト
ナ

あ
た
つ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ル
ー
一
方
テ
ハ
先
輩
ノ
親
分
ヨ
リ
坑
夫
免
状
ヲ
受
ヶ
初
メ
テ
一
人
前
ノ
坑
夫
ト
ナ
リ
、
坑
内
（
勿
論
、
全
国
各
地
二
於
ケ
ル
鉱
山
ノ
坑
夫

と
あ
る
。
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実
に
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。

（
Ⅳ
）
 

タ
ル
ノ
資
格
ヲ
有
シ
、
幕
府
ヨ
リ
允
許
サ
レ
タ
ル
鉱
夫
ノ
特
権
ヲ
享
有
ス
ル
ナ
リ
」
（
傍
点
引
用
者
）
と
記
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
友
子
制
度
は
、
横
の
組
織
は
存
在
し
な
い
が
、
機
能
の
面
で
共
通
性
を
も
ち
、
友
子
の
メ
ン
バ
ー
は
、
全
国
等
し

く
鉱
山
に
迎
え
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

ｊ
も
っ
と
ｊ
も
、
明
治
前
期
の
鉱
夫
が
、
全
国
的
に
ど
の
程
度
流
動
し
た
か
を
承
る
と
、
交
通
事
情
も
良
く
な
か
っ
た
の
で
、
後
期
に
承

ら
れ
る
ほ
ど
流
動
的
で
は
な
く
、
従
っ
て
全
国
的
な
関
係
も
そ
れ
ほ
ど
密
接
だ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
因
に
、
旧
神
岡
鉱
山
の
友
子

面
附
に
現
わ
れ
た
鉱
夫
の
出
身
地
を
承
る
と
、
神
岡
鉱
山
の
鉱
夫
の
出
身
地
は
、
飛
騨
地
方
に
集
中
し
、
せ
い
ぜ
い
越
中
、
越
前
に
一

定
数
が
ふ
ら
れ
る
に
と
ど
ま
る
。
例
え
ば
明
治
二
年
の
鹿
間
銅
山
の
取
立
面
附
に
み
ら
れ
る
鉱
夫
の
出
身
地
は
、
第
一
○
表
の
よ
う

に
、
飛
騨
出
身
が
七
○
・
八
％
に
達
し
、
越
前
が
一
四
・
六
％
、
越
中
が
一
二
・
九
％
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
神
岡
鉱
山
は
越
前
・

越
中
鉱
山
と
の
関
連
が
強
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

他
方
幕
末
明
治
初
年
の
福
島
県
下
の
鉱
山
の
鉱
夫
出
身
地
を
承
る
と
、
鉱
夫
の
出
身
地
は
若
干
広
域
化
し
て
お
り
、
文
久
二
年
（
一

（
肥
）

八
六
一
一
）
の
荒
板
沢
鉛
山
の
人
別
帳
に
は
、
飛
騨
出
身
の
四
人
家
族
の
鉱
夫
が
承
ら
れ
る
。
ま
た
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
の
鱒
沢
鉱

（
⑲
）
 

山
の
人
別
帳
に
は
、
三
河
や
近
江
、
上
州
出
身
の
鉱
夫
家
族
が
承
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
明
治
前
期
の
友
子
制
度
が
、
現
実

に
全
国
的
関
係
を
維
持
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
ま
た
、
明
治
初
年
代
か
ら
一
○
年
代
に
か
げ
て
、
鉱
夫
不
足
に
際
し
て
、

鉱
夫
の
争
奪
戦
を
演
じ
た
折
、
友
子
制
度
が
坑
夫
募
集
の
共
通
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
な
っ
た
こ
と
は
、
後
に
承
る
よ
う
に
友
子
制
度
が
、

全
国
的
性
格
を
ｊ
も
つ
こ
と
を
示
す
だ
け
で
な
く
、
一
般
的
に
労
働
力
の
需
給
関
係
を
調
整
す
る
と
い
う
機
能
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
如

次
に
周
辺
地
域
内
の
友
子
の
単
位
組
織
間
の
関
係
を
ふ
る
こ
と
に
し
よ
う
。
｜
般
的
に
ゑ
て
、
周
辺
地
域
間
の
単
位
友
子
組
織
は
、

お
互
に
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
い
た
。
例
え
ば
、
明
治
二
年
の
鹿
間
鉱
山
の
取
立
面
附
の
立
会
人
と
し
て
「
漆
山
山
内
、
大
留
山
内
、
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北
平
山
内
、
前
平
山
内
」
の
記
述
が
あ
り
、
取
立
式
に
各
山
の
友
子
の
代
表
が
列
席
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
立
会
人
の
機
能

は
、
後
の
資
料
に
徴
す
る
に
、
一
つ
は
、
取
立
式
へ
の
祝
儀
を
持
参
し
、
一
つ
は
、
取
立
が
慣
行
通
り
に
行
な
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か

を
確
認
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

明
治
一
○
年
以
降
の
長
棟
鉱
山
の
友
子
資
料
は
、
周
辺
の
単
位
友
子
組
織
が
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

後
に
詳
し
く
検
討
す
る
よ
う
に
、
長
棟
の
清
五
郎
坑
の
取
立
式
に
は
、
茂
住
村
の
広
川
鉱
山
、
池
之
山
、
長
棟
村
の
鉄
山
、
鉛
山
か
ら

立
会
人
が
参
加
し
、
合
計
一
円
六
五
銭
の
祝
儀
を
出
し
て
い
る
。
そ
れ
は
取
立
式
の
総
支
出
の
二
五
％
を
占
め
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。

な
お
、
明
治
前
期
に
は
、
こ
れ
ら
周
辺
友
子
組
織
間
に
は
、
組
織
的
な
関
連
を
見
出
せ
な
い
が
、
明
治
後
期
に
な
る
と
、
組
織
を
統

合
す
る
試
承
が
承
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
点
は
、
後
の
問
題
な
の
で
こ
こ
で
は
立
入
ら
な
い
で
お
こ
う
。

わ
た
り

じ

最
後
に
友
子
組
織
の
一
一
つ
の
形
態
、
渡
友
子
と
自
友
子
（
地
友
子
と
も
書
く
）
の
問
題
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
明
治
末
期
か

ら
大
正
期
に
か
け
て
、
友
子
の
組
織
に
渡
坑
夫
の
友
子
と
目
坑
夫
の
友
子
の
二
つ
の
組
織
形
態
の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ

の
形
態
的
な
区
別
は
、
何
時
頃
生
れ
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
か
は
一
般
に
明
ら
か
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
農
商
務
省
の
『
友
子

同
盟
二
関
ス
ル
調
査
』
は
「
交
際
坑
夫
二
渡
坑
夫
自
坑
夫
の
別
ア
リ
」
と
云
っ
て
い
る
が
、
「
其
ノ
起
源
及
現
在
ノ
区
別
ニ
ッ
キ
テ
ハ

（
別
）

種
々
ノ
説
ア
リ
」
と
し
つ
つ
も
説
得
的
な
論
述
を
行
な
っ
て
は
い
な
い
。

（
皿
）

左
合
氏
の
指
摘
す
る
ご
と
く
、
通
常
「
東
国
は
渡
坑
夫
、
西
国
は
自
坑
夫
」
と
い
わ
れ
る
が
、
管
見
す
る
限
り
で
は
、
も
と
も
と
西

国
に
お
い
て
は
友
子
の
自
渡
の
名
称
上
の
区
別
は
な
さ
れ
て
い
ず
、
単
に
友
子
と
呼
称
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
た
だ
し
西
国
の

友
子
組
織
は
、
形
態
的
に
ゑ
て
東
北
に
承
ら
れ
る
自
友
子
に
近
い
。
こ
れ
に
対
し
、
東
北
以
北
で
は
、
目
友
子
と
渡
友
子
の
二
形
態
が

存
在
し
て
お
り
、
東
国
は
渡
友
子
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。

自
渡
両
友
子
の
比
較
に
つ
い
て
は
、
友
子
の
地
域
的
な
特
質
と
の
問
題
と
も
併
せ
て
、
明
治
後
期
の
友
子
組
織
の
検
討
の
際
に
論
ず
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る
こ
と
に
し
て
、
こ
こ
で
』

検
討
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

し
か
し
明
治
末
期
以
降
に
お
い
て
も
、
渡
友
子
と
自
友
子
の
区
別
は
、
資
料
的
に
は
あ
ま
り
は
っ
き
り
せ
ず
、
通
常
区
別
と
し
て
主

張
さ
れ
て
い
る
点
は
、
第
一
に
、
渡
坑
夫
は
、
生
国
を
「
×
×
国
産
」
と
書
き
、
自
坑
夫
は
「
×
×
国
住
人
」
と
書
く
、
第
二
に
渡
坑

夫
は
兄
分
を
持
つ
場
合
、
こ
れ
を
依
母
兄
（
異
母
兄
）
あ
る
い
は
依
母
弟
、
舎
弟
な
ど
と
書
く
が
、
目
坑
夫
は
、
兄
分
と
か
職
兄
あ
る

い
は
弟
分
な
ど
と
書
く
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
以
上
は
基
本
的
傾
向
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。
第
三
に
、
渡
坑
夫
は
親
分
の
扶
養
義
務

が
あ
り
、
親
分
が
死
亡
し
た
際
に
は
一
年
以
内
に
仏
参
の
義
務
も
あ
り
、
自
坑
夫
に
は
そ
れ
ら
の
義
務
は
な
い
、
第
四
に
渡
坑
夫
は
、

（
犯
）

生
涯
独
身
に
し
て
無
妻
帯
で
あ
る
が
、
自
坑
夫
は
異
な
る
と
も
い
わ
れ
る
。
し
か
し
第
三
、
第
四
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
大
き
な
疑
問

が
あ
る
。
第
四
に
つ
い
て
は
む
し
ろ
事
実
と
大
き
く
異
っ
て
い
る
。
第
三
に
つ
い
て
も
、
一
般
に
西
国
で
は
友
子
の
墓
は
あ
ま
り
ふ
ら

れ
な
い
が
、
東
北
で
は
自
友
子
親
分
の
墓
を
建
て
て
い
る
の
で
、
基
本
的
指
標
と
し
て
は
あ
い
ま
い
で
あ
る
。
た
だ
し
、
渡
友
子
に
は

仏
参
の
義
務
を
規
定
し
て
い
る
規
約
も
あ
り
自
友
子
に
は
そ
れ
が
な
い
。

そ
こ
で
主
に
第
一
と
第
二
の
指
標
を
基
に
、
明
治
前
期
に
お
け
る
友
子
組
織
の
二
形
態
の
区
別
の
存
在
を
検
討
し
て
ふ
た
い
。

最
も
資
料
の
多
い
旧
神
岡
鉱
山
に
お
け
る
明
治
前
期
の
友
子
資
料
で
は
、
文
面
上
自
渡
の
区
別
を
し
た
も
の
は
皆
無
で
あ
る
。
取
立

面
附
の
文
面
で
は
、
「
×
×
国
住
人
」
と
あ
り
、
依
母
兄
な
ど
の
用
語
は
全
く
な
く
、
神
岡
鉱
山
の
友
子
は
、
形
態
的
に
は
自
友
子
に

近
い
こ
と
が
わ
か
る
。
明
治
後
期
以
後
も
同
様
で
あ
る
。

た
だ
し
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
安
政
六
年
の
和
佐
保
鉱
山
の
「
坑
夫
取
立
面
附
」
に
は
、
は
っ
き
り
と
、
「
×
×
産
」
の
親
分

と
「
×
×
国
住
」
の
親
分
が
区
別
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
、
「
×
×
産
」
も
「
×
×
国
住
」
も
親
分
の
出
身
地
は
、
飛
騨
の
地
元
と
他

（
羽
）

国
と
が
あ
り
、
地
域
的
に
著
し
い
片
寄
り
が
な
い
。
た
だ
し
、
×
×
産
の
親
分
一
五
人
中
三
人
が
飛
騨
出
身
で
、
領
外
が
一
二
人
、
こ

こ
こ
で
は
、
明
治
前
期
に
果
し
て
友
子
組
織
に
自
渡
の
二
形
態
の
区
別
が
存
在
し
て
い
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
承
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れ
に
対
し
て
×
×
住
の
親
分
一
一
一
九
人
中
は
飛
騨
が
二
九
人
、
領
外
が
九
人
で
、
渡
友
子
と
思
わ
れ
る
坑
夫
に
領
外
が
多
い
こ
と
が
は
っ

き
り
わ
か
る
。
こ
の
区
別
が
自
渡
友
子
を
意
味
す
る
と
す
れ
ば
、
友
子
の
二
形
態
は
す
で
に
呼
び
名
は
と
も
か
く
も
成
立
し
て
い
た
よ

う
に
も
思
わ
れ
る
。
あ
る
い
は
、
坑
夫
の
形
態
に
渡
坑
夫
と
自
坑
夫
の
区
別
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
が
。

明
治
前
期
に
つ
い
て
承
る
限
り
、
他
の
鉱
山
の
資
料
に
お
い
て
も
自
渡
の
区
別
を
し
た
資
料
は
な
い
。
し
か
し
東
北
地
方
の
諸
鉱
山

に
お
け
る
墓
石
を
ふ
る
と
、
や
は
り
明
治
前
期
の
友
子
に
は
自
渡
の
指
標
の
区
別
は
ふ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
東
北
の
諸
鉱
山
に
は
、
友

子
の
関
係
を
示
す
墓
と
思
わ
れ
る
も
の
が
、
古
く
は
徳
川
末
期
か
ら
明
治
前
期
に
か
け
て
の
も
の
が
承
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
は
一

様
に
、
例
え
ば
「
明
治
十
年
羽
後
富
田
幾
蔵
」
の
墓
、
「
子
分
秋
田
畠
山
大
助
」
建
立
と
い
う
形
式
で
、
自
渡
の
区
別
を
す
る

指
標
は
よ
ら
れ
な
い
。
し
か
し
明
治
二
一
年
の
院
内
鉱
山
の
「
守
谷
久
吉
」
の
墓
に
は
「
子
分
秋
田
久
作
」
な
ど
の
名
と
並
ん
で

（
皿
）

「
依
母
舎
弟
秋
田
四
石
之
助
」
と
い
う
刻
印
が
あ
り
、
渡
友
子
特
有
の
呼
称
が
ふ
ら
れ
る
。
大
葛
鉱
山
の
明
治
一
八
年
の
「
秋
田
出

（
お
）

生
金
三
郎
」
の
墓
に
は
、
「
子
分
仙
台
出
生
亀
治
」
の
ほ
か
「
舎
弟
秋
田
出
生
安
□
」
な
ど
の
刻
印
の
あ
る
も
の
が
あ
る
。

従
っ
て
私
は
、
東
北
地
方
に
は
、
す
で
に
明
治
前
期
に
は
、
目
友
子
と
渡
友
子
の
区
別
は
形
成
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考

え
る
。
し
か
し
西
国
に
つ
い
て
い
え
ば
、
明
治
末
期
以
後
も
両
組
織
の
区
別
に
ふ
ら
れ
ず
、
明
治
前
期
に
も
当
然
両
者
の
区
別
は
ふ
ら

れ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
自
渡
の
両
友
子
組
織
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
は
こ
れ
く
ら
い
に
と
ど
め
た
い
。

回
の
⑥
の
注

（
１
）
松
島
静
雄
『
友
子
の
社
会
学
的
考
察
』
、
第
三
章
を
参
照
。

（
２
）
取
立
に
参
加
し
た
鉱
夫
数
は
、
一
○
六
名
の
親
分
と
同
数
の
子
分
合
せ
て
一
一
一
一
一
名
と
中
老
六
名
、
世
話
人
一
二
名
で
あ
る
が
、
う
ち
親
分
と

な
っ
て
い
る
屯
の
各
二
名
づ
つ
四
名
を
さ
し
引
く
と
一
六
名
で
あ
り
、
合
計
一
三
八
名
と
な
る
。

（
３
）
『
神
岡
鉱
山
史
』
、
六
三
五
頁
。

（
４
）
同
上
、
六
三
五
’
八
頁
を
参
照
。
ま
た
山
崎
徳
次
郎
の
『
日
記
』
に
は
、
明
治
一
○
年
の
取
立
に
各
坑
の
立
会
人
が
出
席
し
て
い
る
こ
と
を
記
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し
て
い
る
。
本
稿
の
第
一
二
表
を
承
よ
・

（
５
）
清
五
郎
坑
は
誰
れ
の
経
営
で
あ
っ
た
か
全
く
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
取
立
面
附
に
よ
れ
ば
、
三
五
名
の
鉱
夫
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
一
一
一

五
人
以
上
働
い
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

（
６
）
『
神
岡
鉱
山
史
』
、
六
四
○
頁
。

（
７
）
但
し
、
こ
の
点
の
出
典
に
つ
い
て
は
、
失
念
し
て
定
か
で
は
な
い
。

（
８
）
『
神
岡
鉱
山
史
』
、
六
四
○
’
二
頁
を
参
照
。

（
９
）
長
棟
鉱
山
の
三
井
に
よ
る
買
収
は
、
明
治
二
○
年
で
あ
り
、
従
っ
て
、
明
治
一
七
年
当
時
の
長
棟
鉱
山
の
経
営
が
単
一
企
業
に
よ
る
も
の
か
、

複
雑
の
も
の
か
定
か
で
は
な
い
。
し
か
し
三
井
が
数
人
か
ら
鉱
区
を
買
収
し
た
と
こ
ろ
を
承
る
と
（
『
神
岡
鉱
山
史
』
六
四
三
頁
）
長
棟
鉱
山
の

友
子
組
織
は
、
こ
こ
で
も
鹿
間
同
様
に
複
数
の
経
営
を
包
含
す
る
横
断
的
組
織
で
あ
っ
た
可
能
性
が
強
い
。

（
Ⅲ
）
水
瀬
清
二
郎
『
坑
夫
』
、
三
六
頁
。

（
ｕ
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
続
稿
で
論
じ
る
。

（
、
）
前
掲
左
合
編
『
鉱
業
資
料
集
』
、
一
○
二
頁
。

（
Ⅲ
）
こ
の
資
料
は
次
稿
で
紹
介
す
る
。

（
ｕ
）
『
鉱
夫
調
査
概
要
』
、
四
一
七
’
九
頁
を
参
照
。

（
巧
）
左
合
藤
三
郎
「
友
子
同
盟
に
関
す
る
研
究
」
⑰
『
人
と
人
』
、
二
一
号
、
九
頁
参
照
。

（
略
）
こ
の
資
料
も
続
稿
で
紹
介
す
る
。

（
Ⅳ
）
拙
稿
「
徳
川
時
代
に
お
け
る
金
掘
友
子
の
考
察
」
、
『
経
済
志
林
』
四
九
’
四
、
三
一
一
一
頁
を
参
照
。

（
肥
）
『
福
島
県
史
』
第
一
○
巻
上
近
世
史
料
、
一
○
七
八
頁
。

′~、／■、／■、／戸、／■、／■、／■、／戸、／へ／■、／■、／ﾛ、／■、／~、

２３２２２１２０１９１８１７１６１５１４１３１２１１１０ 
、=ノ、､ノ、=ノミーノﾐｰﾉ、=ノ、■ノ、.ノ、､ノ、=ノ、_ノ、_ノ、_ノ、_ノ

拙
稿
「
徳
川
時
代
の
金
掘
友
子
に
関
す
る
考
察
」
、
『
経
済
志
林
』
三
九
’
四
、
四
五
’
九
頁
参
照
。

同
上
、
五
頁
。

『
民
衆
の
記
録
』
２
鉱
夫
、
三
六
一
頁
。

左
合
「
友
子
同
盟
に
関
す
る
研
究
」
口
、
『
人
と
人
』
一
○
六
号
、
五
頁
。

同
上
、
一
○
七
八
頁
。
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し
か
し
、
明
治
前
期
の
友
子
の
組
織
運
営
上
の
実
態
は
、
全
く
明
ら
か
に
な
ら
な
い
。
た
だ
取
立
面
附
を
ふ
る
と
、
例
え
ば
明
治
二

年
の
鹿
間
銅
山
の
「
坑
夫
取
立
面
附
」
に
は
、
六
名
の
「
中
老
惣
代
」
と
一
二
名
の
「
世
話
人
」
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
の
承
で
あ

る
。
旧
神
岡
鉱
山
の
取
立
面
附
に
は
必
ず
こ
の
「
中
老
惣
代
」
と
「
世
話
人
」
が
立
会
人
と
し
て
出
て
く
る
。
と
こ
ろ
が
、
一
般
的
に

友
子
の
組
織
の
そ
の
他
の
役
員
構
成
は
今
の
と
こ
ろ
全
く
わ
か
ら
な
い
。

次
に
会
費
の
納
入
方
法
で
あ
る
が
、
明
治
一
○
年
以
降
の
長
棟
鉱
山
の
山
崎
徳
次
郎
の
『
日
記
』
に
よ
れ
ば
、
定
額
の
会
費
制
で
は

な
く
、
必
要
に
応
じ
た
費
用
の
供
出
制
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
点
は
後
に
詳
し
く
述
べ
る
。

ま
た
明
治
八
年
二
八
七
五
）
の
蛇
腹
平
鉱
の
有
力
経
営
者
で
あ
る
追
分
家
の
「
職
人
勘
定
帳
」
に
は
大
工
清
吉
の
帳
簿
に
、
四
月

（
１
）
 

八
日
の
頃
に
「
見
舞
金
立
替
・
五
銭
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
、
友
子
共
済
に
基
づ
き
、
清
吉
が
、
仲
間
の
病
気
に
対
し
て
五
銭
の
見
舞
金

を
前
借
し
て
支
払
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
こ
で
も
、
友
子
の
費
用
は
、
そ
の
都
度
供
出
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
明
治
一
九

（
２
）
 

年
（
一
八
八
六
）
の
三
井
神
岡
鉱
山
の
飯
場
に
お
け
る
あ
る
坑
夫
の
「
坑
夫
賃
費
明
細
」
で
も
「
浪
人
付
合
入
用
」
と
あ
り
、
浪
人
の

登
山
に
際
し
て
、
附
合
料
が
各
坑
夫
に
課
せ
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
か
く
し
て
、
旧
神
岡
鉱
山
に
お
け
る
友
子
の
財
政
は
、
必

に
際
し
て
は
、

↓
開
か
れ
る
。

に
宏
子
の
荘
絢
遅
堂

明
治
前
期
の
友
子
の
組
織
運
営
の
問
題
と
は
、
友
子
の
役
員
構
成
と
会
費
の
納
入
方
法
の
問
題
で
あ
る
。
友
子
の
役
員
構
成
に
つ
い

て
は
、
明
治
後
期
の
資
料
か
ら
承
れ
ば
、
一
般
に
会
計
を
担
当
す
る
箱
元
、
大
当
番
、
そ
れ
に
何
人
か
の
役
員
当
番
か
ら
な
り
、
取
立

に
際
し
て
は
、
何
人
か
の
世
話
人
、
中
老
が
役
員
と
な
っ
て
取
立
を
取
り
仕
切
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
あ
る
い
は
友
子
の
全
員
集
会

（
皿
）
吉
城
文
雄
「
院
内
銀
山
地
間
墓
石
調
査
結
果
一
覧
」
に
よ
る
。

（
妬
）
拙
稿
「
明
治
期
に
お
け
る
友
子
制
度
の
普
及
」
『
経
済
志
林
』
五
一
一
’
三
・
四
、
一
一
一
一
頁
。

） 
友
子
の
組
織
運
営



5４ 

③
明
治
前
期
に
お
け
る
友
子
の
機
能

③
坑
夫
の
取
立
ま
た
は
熟
練
坑
夫
の
養
成

明
治
前
期
の
友
子
の
機
能
の
問
題
と
し
て
ま
ず
第
一
に
注
目
す
べ
き
は
、
友
子
の
熟
練
労
働
力
養
成
と
し
て
の
取
立
制
度
の
問
題
で

あ
る
。
取
立
と
は
、
三
年
前
後
の
坑
夫
見
習
期
間
を
修
業
し
た
坑
内
運
搬
夫
と
呼
ば
れ
る
年
少
の
手
子
な
ど
が
、
取
立
式
と
い
う
厳
格

な
儀
式
を
経
て
採
鉱
夫
に
昇
格
し
、
更
に
そ
の
後
一
定
期
間
（
通
常
三
年
三
ヶ
月
と
い
わ
れ
て
い
る
）
親
分
の
下
で
採
鉱
技
術
を
身
に

つ
け
、
ま
た
友
子
組
織
内
の
義
務
を
履
行
し
、
友
子
組
織
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て
修
得
す
る
こ
と
を
云
う
。

明
治
前
期
に
お
い
て
、
友
子
の
坑
夫
取
立
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
は
、
も
っ
ぱ
ら
旧
神
岡
鉱
山
に
お
け
る
明
治
二
年
の
鹿
間
銅
山
の

「
大
工
取
立
面
附
」
、
明
治
一
○
年
の
旧
神
岡
鉱
山
の
取
立
札
、
明
治
一
七
年
の
長
棟
鉱
山
の
「
新
規
取
立
面
附
」
、
明
治
一
九
年
の
蛇

腹
鉱
山
の
「
坑
夫
取
立
連
銘
證
」
な
ど
の
存
在
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
明
治
一
○
年
以
降
の
長
棟
鉱
山
に
係
る
友
子
の

『
日
記
』
は
、
長
棟
と
茂
住
の
両
地
区
の
鉱
山
に
お
い
て
、
明
治
一
○
年
、
一
三
年
、
一
四
年
、
一
五
年
、
’
六
年
、
一
七
年
と
ほ
ぼ

年
ご
と
に
取
立
が
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
地
区
の
鉱
山
経
営
は
、
そ
れ
ほ
ど
発
展
し
た
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と

を
考
え
る
と
、
和
佐
保
戸
鹿
間
地
区
の
よ
う
に
鉱
山
経
営
が
著
し
く
発
展
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
取
立
は
頻
繁
に
行
な
わ
れ
た
で
あ
ろ
う

要
に
応
じ
て
費
用
を
集
め
、
定
額
の
会
費
方
式
を
と
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
限
ら
れ
た
資
料
に
基
づ
い
て
、
明
治
前
期
の
友
子
の
組
織
実
態
を
ゑ
て
き
た
が
、
次
に
友
子
機
能
の
実
態
を
ふ
る

こ
と
に
し
よ
う
。

②
の
。
の
注

（
１
）
『
神

（
２
）
『
岐 『
神
岡
鉱
山
史
』
、
四
八
二
頁
。

『
岐
阜
県
史
』
通
史
編
近
代
中
、
九
四
一
頁
。



５５明治期における友子の組織と機能（上）

第11表長棟・茂住における取立年表

坑名取立年月 摘 要

長棟の清五郎坑

茂住の池ノ山坑

茂住の鉛谷坑

長棟の播磨谷坑

長棟の銅平坑

茂住の池ノ山坑

長棟鉱山

明治10年９月25日

１２年５月21日

１３年

１４年．

１５年５月

１６年５月５日

１７年５月

14名の子分取立

徳次郎中老役

20名の子分取立

注（１）『神岡鉱山史』639-42頁より作成

（２）同上書では．明治13年の鉛谷坑の取立は，明治12年ともあるが，１３年の

誤植と思われる。

こ
と
は
間
違
い
な
い
。

友
子
の
存
在
し
た
他
の
地
域
の
鉱
山
に
お
い
て
も
、
友
子
の
取
立
が
行
な
わ
れ
た

で
あ
ろ
う
こ
と
も
こ
れ
ま
た
疑
い
な
い
事
で
あ
ろ
う
。
明
治
一
五
年
に
永
岡
鶴
蔵

（
１
）
 

は
、
奈
良
の
中
ノ
滝
鉱
山
で
、
取
立
て
ら
れ
た
と
自
伝
の
中
で
記
し
て
い
る
。

友
子
に
取
立
て
ら
れ
る
年
齢
、
お
よ
び
そ
れ
以
前
の
修
業
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
か
、
今
の
と
こ
ろ
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
後
の
友
子
制
度
の
実
態
か
ら
ふ
る

と
、
鉱
山
に
入
っ
て
三
年
前
後
手
子
や
そ
の
他
の
職
種
に
従
事
し
な
が
ら
、
友
子
の

周
辺
に
い
て
鉱
山
で
働
く
こ
と
の
ル
ー
ル
や
友
子
の
ル
ー
ル
、
あ
る
い
は
採
鉱
の
技

術
な
ど
を
学
ん
で
い
た
に
違
い
な
い
。

取
立
に
際
し
て
は
厳
格
な
取
立
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
明
治
前
期
に
は
、
ど
の
よ
う

な
取
立
の
儀
式
が
行
な
わ
れ
た
か
定
か
で
は
な
い
が
、
永
岡
鶴
蔵
は
、
取
立
式
を
回

と
こ
し

顧
し
て
、
「
坑
夫
取
立
即
ち
加
入
式
は
長
え
の
丁
子
に
一
一
一
一
一
一
九
度
と
云
う
風
で
尤
も

（
２
）
 

旧
式
で
あ
る
」
と
述
べ
て
お
り
、
古
く
か
ら
後
に
ふ
ら
れ
る
よ
う
な
厳
格
な
取
立
の

儀
式
が
行
な
わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

『
大
工
取
立
二
附
諸
造
用
日
記
帳
』
に
よ
れ
ば
、
長
棟
の
清
五
郎
坑
で
、
明
治
一

（
３
）
 

○
年
九
月
二
五
日
に
、
一
四
名
の
坑
夫
が
友
子
メ
ン
バ
ー
に
取
立
て
ら
れ
た
。
そ
れ

は
、
一
四
名
の
親
分
に
対
し
一
四
名
の
子
分
が
取
立
て
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
ど
の
親
分
に
ど
の
子
分
が
付
い
た
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
そ
の
際
、
四
人
の



5６ 
第
⑫
表
長
棟
鉱
山
の
取
立
式
の
収
支
細
目
表

祝
儀
貰
記

三
拾
銭

広
川
山
内

弐
拾
五
銭

池
之
山
山
内

弐
拾
五
銭

喜
三
郎

久
助

清
左
衛
門

弐
拾
五
銭

福
二
郎

幸
治
郎

松
二
郎

幸
平

六
拾
銭

村
の善
兵
衛

平
九
郎

重
治
郎

平
治
郎

徳
兵
衛

清
治
郎

儀
助

〆
七
人

三
拾
銭

鉄
山大
工
衆
中

弐
拾
五
銭

高
田
長
左
衛
門

三
拾
銭

鉛
山幸

一ハ

長
右
衛
門

五
拾
銭

池
之
山
山
内

大
工
衆
中

〆
三
円

買
入
物
覚

一
三
拾
六
銭

た
ま
り
三
升

一
弐
銭
五
厘

ね
ぶ
か

－
拾
七
銭
五
厘
豆
五
升

一
拾
弐
銭
五
厘
し
ご
五
〆
目

一
拾
弐
銭
五
厘
荒
芹
壱
〆
目

一
六
銭

か
た
瓜
三
シ

〆

一
弐
円
什
六
銭
酒
弐
斗
六
升

一
拾
壱
銭
五
厘
福
ら
き
四
本

一
五
銭

千
海
老
五
合

一
四
銭
五
厘

か
し
こ
ぶ
三
枚

一
弐
拾
三
銭

扇
子
三
十
本

一
四
銭
五
厘

水
引
三
十
わ

一
弐
拾
銭

大
ろ
う
そ
く
六
ヶ

小
ろ
う
そ
く
十
丁

一
九
厘

青
の
り

一
六
厘

赤
紙
三
枚

一
壱
銭
六
厘

松
壱
把

一
拾
壱
銭
弐
厘
半
紙
四
帖

一
三
銭
九
厘

は
し
不
切
壱
帖

一
七
銭
五
厘

塩
い
か
十

一
壱
円
拾
銭

酒
壱
斗

一
壱
円
拾
銭

に
し
ん
拾
壱
把

一
六
銭

い
か
六
シ

｜
廿
七
銭
五
厘
田
作
五
升

〆
六
円
五
拾
五
銭
壱
厘

此
内
三
円
祝
儀
貰
分
引

三
円
五
拾
五
銭
壱
厘

但
拾
四
人
二
割
壱
人
二
付
キ

弐
拾
五
銭
壱
厘
宛
当
ル
也

注『神岡鉱山史』650-1頁。

鉱
夫
が
「
世
話
人
」
と
な
り
三
人
の

鉱
夫
が
「
総
代
」
と
な
っ
て
い
る
。

『
日
記
帳
』
に
は
、
取
立
式
の
費

用
明
細
表
が
記
さ
れ
て
い
る
。
第
一

二
表
に
示
し
た
よ
う
に
、
「
買
入
物

覚
」
の
頃
に
は
、
儀
式
用
の
「
扇
子

三
十
本
」
（
こ
れ
は
野
武
士
格
で
あ

る
坑
夫
に
と
っ
て
の
刀
を
意
味
し
た

（
４
）
 

と
一
云
わ
れ
て
い
る
）
、
代
価
一
一
一
一
一
銭
、

「
水
引
三
十
わ
」
、
代
価
四
銭
五
厘
、

「
大
ろ
う
そ
く
六
ヶ
、
小
ろ
う
そ
く

十
丁
」
、
代
価
二
○
銭
、
「
赤
紙
三

枚
」
、
代
価
六
厘
、
「
松
壱
把
」
、
代

価
一
銭
六
厘
、
「
半
紙
四
帖
」
（
こ
れ

は
取
立
面
附
作
成
の
た
め
の
半
紙
と

思
わ
れ
る
）
、
代
価
二
銭
二
厘
、

合
計
六
○
銭
九
厘
を
計
上
し
て
い

る
。
三
宝
や
膳
、
盃
、
茶
器
の
類
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第13表取立式の収支表概要

（
５
）
 

は
、
友
子
の
共
有
財
産
と
し
て
所
有
し
て
い
る
と
い
う
の
が
、
後
に
承
ら
れ
る
事
態
で
あ
っ
た
。
買
入
れ
ロ
叩
目
か
ら
、
取
立
式
が
厳
格

な
儀
式
を
も
っ
て
行
な
わ
れ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
た
い
。

他
方
取
立
式
は
、
宴
会
で
ｊ
も
あ
っ
た
。
宴
会
用
の
品
目
は
、
酒
一
一
一
斗
六
升
、
代
価
一
一
一
円
一
一
一
六
銭
（
一
人
一
升
三
合
弱
）
、
そ
の
他
食

料
酒
の
さ
か
な
類
が
代
価
二
円
五
九
銭
三
厘
で
あ
る
。
全
体
の
費
用
は
六
円
五
五
銭
一
厘
で
あ
っ
た
。

取
立
式
が
盛
大
に
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
六
円
五
五
銭
の
出
我
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
因
に
、
六
円
五
五
銭
の
額
は
、

当
時
の
採
鉱
夫
日
賃
金
一
一
一
銭
五
厘
の
五
一
一
日
分
で
あ
り
、
｜
ヶ
月
二
○
日
の
稼
働
日
と
す
れ
ば
、
鉱
夫
一
人
の
一
一
ヶ
月
半
の
賃
金
に

親分の祝儀14名

他山内からの祝儀４山

個人の祝儀１人

小計

支出と収入との差

(子分14人の負担）

合計

儀式用品代

酒代

食料品代

合計

銭
銭
銭
銭

０
５
５
０
 

１
６
２
０
 

円
円
円

１
１
３
 

収

入 匝
厘
厘
厘
厘

１
，
９
３
１
 

銭
銭
銭
銭
銭
銭

５
５
０
６
９
５
 

５
５
６
３
５
５
 

円
円
円
円
円

３
６
’
３
２
６
 

支

出

相
当
す
る
。

次
に
取
立
制
度
が
、
熟
練
鉱
夫
の
養
成
機
能
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
に
ふ
れ

た
い
が
、
こ
の
点
を
示
す
直
接
的
資
料
は
な
い
。
た
だ
し
、
手
子
、
新
大
工
、

鉱
夫
の
賃
金
格
差
が
そ
の
一
端
を
示
し
て
い
る
と
云
え
よ
う
。
す
で
に
前
稿
で

指
摘
し
た
よ
う
に
採
鉱
労
働
は
、
一
定
の
熟
練
を
要
す
る
。
こ
の
熟
練
労
働
の

養
成
機
能
を
、
友
子
制
度
が
保
持
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
明
治
八
年
の

。

加
大
富
社
の
モ
デ
ル
貸
金
構
成
は
、
第
六
表
に
示
し
た
よ
う
に
「
小
大
工
」
の
手

帥
子
が
一
日
当
り
五
銭
で
あ
り
、
友
子
に
取
立
て
ら
れ
た
ば
か
り
の
「
新
大
工
」

蝸
郊
が
一
○
銭
で
あ
り
、
熟
練
の
「
普
請
掛
」
や
「
荷
掘
掛
」
は
一
一
一
銭
五
厘
で
あ

泳
叩
る
。
新
大
工
は
、
親
分
の
下
で
修
業
し
な
が
ら
技
能
を
向
上
さ
せ
、
よ
り
高
い

前
但
賃
金
を
取
得
す
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
実
際
の
賃
金
格
差
は
も
っ
と
大
き

性
い
。
第
一
四
表
に
示
し
た
よ
う
に
、
追
分
家
の
蛇
腹
平
鉱
の
賃
金
（
六
ヶ
月
分
）
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第14表追分家の蛇腹平５番坑における賃金支払額（明治８年春季）

と鉱夫構成

賃金｜大工｜小大工|吹大工|かじや|陸廻り|灌奥笑|合計人
１
３
５
４
９
２
１

⑧
 ⑥人

円
（
一
一
一
一
一
一
詳

０
０
０
５
０
５
０
 

４
３
２
１
１
 

不

人 人 人 人 人

人
１
３
６
６
３
５
６
０

２
２
１
１
 

１
１
 

１
５
３
５
９
 

１
１
 

４ 

10 

10 

１ 

合計 2５ 1３ 2０１３１２１２３１４１９０ 

｢神岡鉱山史』483頁より。

抱
え
て
お
り
、
こ
の
熟
練
鉱
夫
は
、
友
子
組
織
を
通
じ
て
養
成
さ
れ
た
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。

友
子
制
度
は
、
手
子
時
代
の
見
習
、
取
立
後
の
三
年
間
の
親
山
で
の
修
業
、

そ
の
後
の
浪
人
に
よ
る
他
山
で
の
修
業
な
ど
熟
練
鉱
夫
の
養
成
機
能
を
果
た
し

た
が
、
明
治
前
期
に
お
け
る
労
働
需
要
の
急
増
は
、
友
子
の
こ
の
機
能
を
一
層

重
要
な
も
の
に
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
第
一
五
表
に
示
し
た
よ
う
に
旧
神
岡

諸
鉱
山
の
鉱
夫
数
は
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
の
五
一
三
人
か
ら
鉱
山
解
放
を

認
め
た
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
を
は
さ
ん
で
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
に
は

二
○
四
一
一
一
人
に
急
増
し
て
い
る
。
そ
の
折
に
は
、
熟
練
鉱
夫
が
不
足
傾
向
を
示

第15表１日神岡諸鉱山における

労働力需要の推移

年 代 鉱夫数

万延元年(1860）

明治４年(1871）

明治８年(1875）

明治21年(1888）

(1) 

(2) 

(3) 

(4) 

513人

598人

2,043人

1,771人

注 (1)『神岡町史』史料編中巻，４４７
頁により作成

(2)同上，532-3頁より作成
(3)『神岡鉱山史』462頁
(4)同上，686頁

は
、
大
工
で
四
○
円
以
上
日
賃
金

約
三
○
銭
位
が
一
人
、
三
○
円
以

上
日
賃
金
一
一
五
銭
位
が
三
人
、
一
一

○
円
以
上
日
賃
金
一
六
銭
位
が
五

人
で
あ
る
。
手
子
で
あ
る
小
大
工

は
九
円
以
下
が
二
○
人
で
あ
る
。

小
大
工
の
賃
金
九
円
水
準
よ
り
、

三
倍
以
上
の
鉱
夫
が
四
人
も
い

る
。
友
子
組
織
は
、
熟
練
鉱
夫
を
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第16表神岡鉱山坑夫使役人員数（明治19年８月31日現在）

|蛇腹平|大富|栃洞|前平|小計 鹿間谷 合計職名別

人

両人|棚ハ
人

川人’
人人

人員数 115 414 125 5８ 

内訳

坑夫頭

坑夫

見習坑夫

手子

車夫

女夫

砕鉱夫

吹子差

９
４
０
４
１
７
 

２
１
２
 

冶
科
夫
夫
鍛
夫
科

錬
鉱
鉱
繕
度

精
焼
運
営
陸
用

９ 

１３０ 

３
７
５
０
 

３
２
５
 

３
４
５
３
 

３
４
４
 

２
７
５
１
 

３
１
５
 

１
２
７
７
２
９
 

２
 

１
 

9２ 

151 

２
９
０
１
 

１
 

１
 10 

１ 

『神岡鉱山史』686頁。

し
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
が
つ
く
。
そ
う
し
た
場
合
、
友
子
の
取
立
に
ド
ラ

イ
ブ
が
か
か
る
こ
と
は
目
に
見
え
て
い
る
。

通
常
旧
神
岡
の
鉱
山
に
お
い
て
は
、
採
鉱
夫
一
人
に
手
子
一
人
の
組
合
せ

（
６
）
 

を
一
般
的
な
傾
向
と
し
て
い
る
。
熟
練
鉱
夫
が
不
足
す
れ
ば
、
一
般
に
手
子

を
な
る
べ
く
早
い
時
期
に
坑
夫
に
取
立
て
、
採
鉱
部
門
に
廻
そ
う
と
す
る
の

は
必
然
の
流
れ
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
大
富
社
は
、
明
治
八
年
に
有
力
鉱
業

人
の
組
合
企
業
と
し
て
結
成
さ
れ
た
が
、
そ
の
見
積
表
に
ふ
る
鉱
夫
の
構
成

は
、
第
六
表
に
示
し
て
あ
る
よ
う
に
普
請
掛
鉱
夫
一
○
人
、
荷
掘
掛
鉱
夫
四

○
人
、
更
に
取
立
て
ら
れ
た
ば
か
り
の
新
大
工
（
採
鉱
夫
三
○
人
）
に
対
し

て
、
小
大
工
（
手
子
）
を
七
○
人
対
応
さ
せ
て
い
る
。
普
請
掛
を
は
ず
せ
ば

七
○
人
対
七
○
人
と
な
る
。

と
こ
ろ
が
実
際
の
採
鉱
に
お
い
て
は
第
一
四
表
に
ふ
ら
れ
る
よ
う
に
明
治

八
年
の
追
分
家
の
経
営
に
な
る
蛇
腹
平
五
番
坑
の
鉱
夫
構
成
は
、
大
工
（
採

鉱
夫
）
三
八
人
に
対
し
て
小
大
工
（
手
子
）
’
’
○
人
で
し
か
な
い
。
こ
こ
に

は
手
子
不
足
の
傾
向
が
承
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
傾
向
は
、
明
治
一
九
年
の
三

井
の
神
岡
鉱
山
に
も
み
ら
れ
る
。
第
一
六
表
に
示
し
た
よ
う
に
、
蛇
腹
平
坑

で
は
坑
夫
、
坑
夫
見
習
一
一
九
人
に
対
し
て
手
子
が
七
人
で
あ
り
、
大
富
鉱
は

六
一
一
人
の
採
鉱
夫
に
対
し
て
五
○
人
の
手
子
、
栃
洞
坑
は
、
七
九
人
の
採
鉱
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夫
に
対
し
て
四
三
人
の
手
子
で
あ
る
。
前
平
坑
は
五
一
一
人
に
対
し
て
五
○
人
で
均
衡
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
傾
向
は
、
坑
夫
の
取
立
テ

ン
ポ
が
早
く
、
手
子
の
補
充
が
間
に
合
わ
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
採
鉱
夫
に
取
立
て
ら
れ
た
見
習
坑
夫
層
（
半
熟
練

層
）
が
相
対
的
に
多
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
手
子
不
足
の
傾
向
は
、
手
子
労
働
力
の
給
源
の
広
域
化
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
が
、
事
実
新
た
に
子
分

に
取
立
て
ら
れ
た
鉱
夫
の
出
身
地
は
、
第
一
○
表
に
示
し
て
あ
る
よ
う
に
、
明
治
二
年
の
鹿
間
鉱
山
の
場
合
は
、
地
元
が
七
一
一
一
・
六
％

で
あ
っ
た
の
に
、
明
治
一
九
年
の
蛇
腹
坑
の
場
合
は
、
一
八
・
二
％
に
縮
小
し
、
他
県
出
身
が
圧
倒
的
に
多
く
な
っ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
労
働
力
不
足
下
に
あ
っ
て
、
友
子
の
取
立
制
度
は
、
フ
ル
回
転
し
、
熟
練
労
働
力
養
成
に
積
極
的
に
貢
献
し
て
い

な
お
取
立
制
度
の
内
容
に
つ
い
て
い
え
ば
、
後
に
ふ
ら
れ
る
よ
う
に
坑
夫
に
取
立
て
ら
れ
る
と
、
親
分
を
も
ち
取
立
て
ら
れ
た
鉱
山

で
一
一
一
年
三
ヶ
月
の
勤
務
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
。
神
岡
鉱
山
で
こ
の
よ
う
な
慣
行
は
明
治
末
年
に
は
認
め
ら
れ
る
が
前
期
に
あ
っ
た
か
ど

う
か
定
で
は
な
い
。
明
治
一
五
年
一
一
一
月
に
取
立
て
ら
れ
た
永
岡
鶴
蔵
は
、
「
坑
夫
は
加
入
式
を
上
げ
た
る
鉱
山
を
親
山
と
云
ふ
て
三

（
７
）
 

年
三
シ
月
十
日
間
は
其
の
山
で
辛
抱
し
な
く
ぱ
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
っ
て
あ
る
」
と
述
べ
て
お
り
、
す
で
に
明
治
前
期
に
は
、
こ
の
慣
行

は
出
来
あ
が
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
因
に
永
岡
は
親
山
が
体
山
す
る
と
、
親
分
と
共
に
他
山
に
移
り
、
そ
こ
で
親
分

（
８
）
 

を
病
気
で
失
う
と
、
親
分
の
親
分
を
頼
っ
て
明
治
一
六
年
夏
に
は
四
国
の
白
味
鉱
山
に
移
っ
た
。
こ
れ
は
、
休
山
し
た
り
親
分
を
失
っ

た
場
合
は
、
別
の
方
法
で
一
一
一
年
三
ヶ
月
を
修
業
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
後
に
ふ
ら
れ
る
よ
う
に
慣
行
が
ゑ
て
と
れ
る
。

ま
た
子
分
に
取
立
て
ら
れ
て
か
ら
の
義
務
に
つ
い
て
殆
ん
ど
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
水
瀬
清
二
郎
は
、
大
正
期
の
取
立
に
つ
い
て

「
坑
夫
は
取
立
て
後
小
使
当
番
を
勤
め
、
次
に
中
老
役
と
し
て
山
中
の
仕
事
、
飯
場
交
際
等
の
仕
事
を
勤
め
、
取
立
式
の
世
話
人
の
役

（
９
）
 

目
を
一
回
以
上
勤
め
た
る
者
が
親
分
と
な
る
資
格
を
有
す
る
」
と
指
摘
し
て
お
り
、
明
治
前
期
に
も
す
で
に
こ
う
し
た
慣
行
は
存
在
し

以
上
の
よ
う
に
、

た
こ
と
が
わ
か
る
。
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⑥
友
子
の
共
済
活
動

友
子
の
重
要
な
機
能
の
一
つ
に
共
済
活
動
が
あ
る
。
友
子
の
共
済
活
動
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
『
鉱
夫
雑
談
』
に
お
い
て
、
「
随
親

た
の

（
１
）
 

と
い
塵
え
る
を
敬
し
て
業
を
導
か
し
理
非
を
判
せ
ら
れ
弟
子
分
と
い
ふ
を
愚
ん
で
老
衰
を
助
け
ら
れ
、
疾
病
の
身
の
よ
る
ぺ
と
す
る
」
と

と
記
さ
れ
て
お
り
、
徳
川
期
の
友
子
が
共
済
的
機
能
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

友
子
の
共
済
活
動
は
、
一
般
に
松
島
静
雄
氏
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
一
つ
は
親
分
と
子
分
あ
る
い
は
兄
弟
分
と
い
う
直
接
的
な
関

て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
因
に
明
治
一
○
年
に
子
分
に
取
立
て
ら
れ
た
山
崎
徳
次
郎
は
、
明
治
一
三
年
の
茂
住
の
鉛
山
坑
の
取
立
式

（
Ⅲ
）
 

に
「
中
老
役
」
を
務
め
た
と
一
云
わ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
明
治
前
期
の
取
立
制
度
は
、
労
働
力
不
足
の
傾
向
下
に
あ
っ
て
、
熟
練
鉱
夫
の
養
成
に
励
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

（
５
）
 

（
６
）
 

（
７
）
 

（
８
）
 

（
９
）
 

（
Ⅲ
）
 

側
の
③
の
注

（
１
）
中
富

（
２
）
『
民

（
３
）
『
神

（
４
）
高
橋

中
富
兵
衛
『
永
岡
鶴
蔵
伝
』
、
九
頁
。

『
民
衆
の
記
録
』
２
鉱
夫
、
二
四
○
頁
。

『
神
岡
鉱
山
史
』
、
六
三
九
頁
。

高
橋
俊
雄
『
南
晴
北
雨
』
八
二
頁
は
、
「
白
扇
は
昔
の
刀
を
意
味
し
て
い
る
」
と
記
し
て
い
る
。
因
に
、

い
て
い
た
古
老
鉱
夫
で
あ
る
。

松
島
静
雄
『
友
子
の
社
会
学
的
考
察
』
、
五
九
頁
。

『
神
岡
町
史
』
史
料
編
・
中
巻
、
五
二
頁
以
下
を
参
照
。

『
民
衆
の
記
録
』
２
鉱
夫
、
二
四
○
頁
。

水
瀬
清
二
郎
『
坑
夫
』
、
一
三
頁
。

『
神
岡
鉱
山
史
』
、
六
三
九
頁
。

同
上
、
二
四
○
頁
。

『
鉱
夫
雑
談
』
に
お
い
て
、
「
随
親

（
１
）
 

疾
病
の
身
の
よ
る
ぺ
と
す
る
」
と

氏
は
、
昭
和
の
初
期
か
ら
院
内
で
働
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第
Ⅳ
表
『
浪
人
銭
別
日
記
』
の
一
節
（
明
治
二
年
）

兄
弟
分
之
内
弥
左
衛
門
死
ろ
一
付

重
吉
病
気
二
付

三
月

旧
十
月
廿
四
日

一
金
五
拾
銭

御
香
料

一
三
拾
銭

見
鐸

兄
弟
分
拾
弐
人
二
割
壱
人
二
付

但
拾
弐
人
二
割
壱
人
二
付

四
銭
弐
厘
宛
当
ル
也

弐
銭
五
厘

右
之
内
儀
一
郎
入
し
不
申
候
也

村
之
平
治
郎
死
病
二
付

世
話
人
之
三
浦
松
治
郎
病
気
二
付

香
料
之
扱

四
月

四
月
四
日

一
六
拾
銭

見
舞
持

一
三
拾
銭

兄
弟
分
拾
三
人
一
一
テ
壱
人
二
付

拾
人
二
割
壱
人
二
付
三
銭
宛

四
銭
七
厘
宛

徳
次
郎
和
介
重
吉
儀
一
郎

平
五
郎
亦
五
郎
清
七
幸
介

兄
弟
分
之
清
右
衛
門
病
気
二
付

善
七
重
兵
衛

六
月

一
三
拾
銭

見
舞

村
之
善
兵
衛
死
病
二
付

但
拾
弐
人
分
壱
人
二
付

四
月
八
日

弐
銭
五
厘
宛

一
三
拾
銭

御
香
料

拾
人
二
割
壱
人
二
付
三
銭
宛

同
儀
一
郎
病
気
二
付

徳
次
郎
和
介
平
蔵
儀
一
郎

七
月

亦
五
郎
清
七
幸
介
重
兵
衛

一
三
拾
銭

見
舞

善
七
平
五
郎

但
拾
弐
人
分
壱
人
二
付

弐
銭
五
厘
宛
当
ル

（
注
）
『
神
岡
鉱
山
史
』
六
四
一
頁
よ
り

係
、
あ
る
い
は
慣
行
化
ざ
れ
制
度
化

さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
私
的
な
関
係

（
２
）
 

で
行
な
わ
れ
る
も
の
と
、
組
織
と
し

て
相
互
扶
助
制
度
的
に
行
な
わ
れ
る

も
の
と
、
の
二
つ
の
側
面
が
承
ら
れ

る
。
明
治
前
期
に
お
け
る
友
子
の
共

済
活
動
を
示
す
資
料
と
し
て
、
長
棟

鉱
山
の
山
崎
徳
次
郎
の
二
つ
の
『
日

記
』
は
、
き
わ
め
て
貴
重
な
も
の
で

あ
る
。『
日
記
』
に
よ
れ
ば
、
明
治
一
○

年
に
取
立
て
ら
れ
た
清
五
郎
坑
の
一

四
名
の
子
分
鉱
夫
た
ち
ほ
、
親
分

鉱
夫
や
兄
弟
分
鉱
夫
の
病
気
や
死
亡

に
際
し
て
見
舞
金
や
香
典
を
支
払
っ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
明
治
二
年

（
一
八
七
八
）
三
月
に
取
立
兄
弟
分

の
「
弥
左
衛
門
」
が
死
亡
し
た
際
に
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第18表長棟鉱山における友子の共済活動

年月日 支払理由と人｜見舞支払額’１人当り

明治11年３月

〃 ４ 

〃 ６ 

兄弟分弥左衛門

世話人松治郎

兄弟分清右衛門

兄弟分儀一郎

兄弟分童吉

村の平治郎

村の善兵衛

世話人松次郎

50銭(12人分）

6０（１３〃）

3０（１２〃）

３００２〃）

3０（１２〃）

3０（１０〃）

3０（１０〃）

1６（１６〃）

亡
気
気
気
気
病
病
気

死
病
病
病
病
死
死
病

厘２
７
５
５
５
 

銭４
４
２
２
２
３
３
１
 

〃７

〃１０２４日

明治12年４月４日？

〃４８？

明治15年８月17日

１
２
３
 

注
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「村の」××とは長棟村に住んでいた親分鉱夫のことである。

便
兄
弟
分
一
一
一
名
（
儀
一
郎
は
す
で
に
病
気
気
味
で
支
払
を
猶
余
さ
れ
て
い
た

（
３
）
 

よ
う
で
あ
る
）
で
五
○
銭
、
一
人
当
り
四
銭
二
厘
宛
支
払
っ
て
い
る
。
ま
た
同
年

四
月
に
は
、
取
立
の
際
に
「
世
話
人
」
を
や
っ
た
「
三
浦
松
治
郎
」
の
「
病
気
」

に
際
し
て
は
、
一
三
名
の
取
立
兄
弟
鉱
夫
ら
が
六
○
銭
の
見
舞
金
を
支
払
い
、
一

（
４
）
 

人
四
銭
七
厘
宛
負
担
し
て
い
る
。

以
上
同
様
に
第
一
七
表
、
第
一
八
表
に
示
し
た
よ
う
に
、
兄
弟
分
や
親
分
の
病

気
や
死
亡
に
見
舞
金
や
香
典
が
支
払
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
見
舞
金
や
香
典
の
支
払

い
方
を
詳
細
に
検
討
し
て
承
る
と
、
興
味
深
い
傾
向
が
読
糸
と
れ
る
。

第
一
に
、
兄
弟
分
の
死
亡
に
際
し
て
は
五
○
銭
ロ
人
四
銭
二
厘
宛
）
が
支
払

わ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
親
分
鉱
夫
の
死
亡
に
際
し
て
は
、
一
一
一
○
銭
（
｜
人
三

銭
宛
）
が
支
払
わ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
逆
に
、
親
分
鉱
夫
た

ち
も
子
分
の
死
亡
に
際
し
て
、
ま
た
親
分
鉱
夫
仲
間
の
死
亡
に
際
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
一
定
の
額
の
香
典
が
支
払
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
子
分
の
死

亡
に
対
し
、
又
親
分
仲
間
の
死
亡
に
際
し
て
支
払
う
親
分
鉱
夫
た
ち
の
香
典
は
、

支
払
能
力
か
ら
承
て
、
子
分
た
ち
の
支
払
う
額
よ
り
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は

疑
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
例
え
ば
子
分
鉱
夫
死
亡
に
際
し
て
は
、
兄
弟
分
か
ら

五
○
銭
、
親
分
鉱
夫
又
は
先
輩
鉱
夫
一
二
名
か
ら
一
定
の
額
が
支
払
わ
れ
た
で
あ

ろ
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
仮
に
親
分
鉱
夫
層
は
一
人
当
り
五
銭
と
し
て
も
一
円



6４ 

五
銭
程
に
な
り
、
合
計
一
円
五
五
銭
と
な
る
。
子
分
鉱
夫
た
ち
日
賃
金
の
一
五
日
分
位
と
な
る
。
親
分
鉱
夫
の
死
亡
に
際
し
て
は
、
子

分
鉱
夫
た
ち
の
支
払
は
一
人
当
三
銭
、
一
○
人
分
で
三
○
銭
と
、
兄
弟
分
の
死
亡
の
時
よ
り
少
な
い
の
は
、
兄
弟
分
た
ち
の
結
合
の
強

さ
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
子
分
鉱
夫
の
支
払
能
力
を
配
慮
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
香
典
は
、
死
亡
者
の
縁
者
に
支

払
わ
れ
る
と
同
時
に
葬
式
代
に
も
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

第
一
一
に
、
病
気
の
見
舞
額
に
つ
い
て
ふ
る
と
、
「
世
話
人
」
鉱
夫
の
松
治
郎
に
対
し
て
は
、
三
月
に
は
六
○
銭
、
一
五
年
の
場
合
に

は
一
六
銭
で
額
に
変
化
が
あ
る
。
前
者
は
兄
弟
分
だ
け
で
、
熟
練
鉱
夫
日
賃
金
一
二
銭
五
厘
の
五
倍
、
五
日
分
に
相
当
し
、
ま
た
親
分

鉱
夫
か
ら
の
見
舞
金
を
前
提
に
す
る
と
、
拾
数
日
の
賃
金
分
の
見
舞
金
と
な
る
。
松
治
郎
は
大
病
を
わ
ず
ら
っ
た
こ
と
に
な
る
が
、
そ

れ
に
し
て
も
見
舞
金
が
決
し
て
少
額
で
な
い
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
兄
弟
分
の
病
気
に
は
、
三
ケ
ー
ス
と
も
一
一
一
○
銭
で

あ
る
が
、
こ
れ
も
新
大
工
の
三
日
分
に
相
当
し
、
親
分
衆
か
ら
の
見
舞
を
予
想
す
る
と
、
更
に
額
が
多
く
な
る
Ｐ

第
三
に
、
見
舞
金
や
香
典
の
額
は
、
か
な
り
多
い
と
承
ら
れ
る
。
特
に
前
者
の
額
は
多
い
と
思
わ
れ
、
相
互
扶
助
活
動
が
決
し
て
名

目
的
な
も
の
で
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
他
方
、
負
担
の
面
に
つ
い
て
ふ
る
と
、
一
年
間
に
ほ
ぼ
七
回
の
支
払
で
あ
り
、
｜
人
一
回

平
均
の
支
払
い
額
は
、
三
銭
二
厘
と
な
る
。
こ
れ
は
日
賃
金
の
約
三
分
の
一
、
月
（
二
○
日
稼
働
）
賃
金
二
円
の
一
・
六
％
で
あ
る
。

そ
れ
ほ
ど
大
き
な
負
担
で
は
な
い
。
も
っ
と
も
鉱
夫
の
友
子
の
活
動
に
対
す
る
負
担
は
、
こ
の
共
済
費
に
限
ら
ず
、
取
立
式
の
負
担
、

他
の
交
際
費
の
負
担
も
あ
る
が
。
第
四
に
、
『
日
記
』
の
記
述
に
ふ
る
限
り
、
共
済
費
の
支
払
い
は
、
清
五
郎
坑
に
お
い
て
取
立
て
ら

れ
た
親
分
と
立
会
人
先
輩
鉱
夫
と
取
立
兄
弟
分
相
互
に
限
ら
れ
、
他
坑
の
鉱
夫
に
及
ん
で
い
な
い
。
少
な
く
と
も
清
五
郎
坑
の
鉱
夫
は

他
坑
の
鉱
夫
に
支
払
を
し
て
い
な
い
。
こ
こ
か
ら
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
死
亡
や
病
気
な
ど
へ
の
共
済
活
動
は
、
取
立
を
行
な
っ
た
単

位
友
子
組
織
内
に
限
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

以
上
の
い
わ
ば
単
位
友
子
組
織
内
の
共
済
、
山
中
共
済
の
ほ
か
、
そ
の
他
の
共
済
活
動
が
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
奉
願
帳
や
寄
附
帳
の
制



６５明治期における友子の組織と機能（上）
度
が
あ
る
。
奉
願
帳
制
度
と
は
労
働
能
力
を
失
っ
た
友
子
メ
ェ
ハ
ー
で
あ
る
鉱
夫
に
友
子
の
単
位
組
織
が
、
厳
格
な
ル
ー
ル
に
基
づ
い

て
発
行
す
る
も
の
で
、
こ
れ
を
持
っ
て
友
子
の
交
際
所
を
廻
り
、
一
宿
一
飯
の
便
宜
を
与
え
ら
れ
て
、
余
生
を
送
る
と
い
う
扶
助
制
度

で
あ
る
。
寄
附
帳
制
度
は
、
長
期
の
病
人
や
負
傷
者
に
与
え
ら
れ
る
同
様
の
制
度
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
箱
元
交
際
と
呼
ば
れ
る
共
済
制
度
は
、
明
治
三
○
年
の
常
磐
炭
鉱
の
友
子
規
約
に
お
い
て
そ
の
存
在
が
資
料
的
に
は
じ

（
５
）
 

め
て
確
認
沁
さ
れ
る
が
、
明
治
前
期
に
お
い
て
は
ま
だ
そ
の
存
在
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
徳
川
末
期
の
信
州
の
妙
典
敷
鉱
山

の
『
銀
山
日
記
』
を
み
る
と
、
妙
典
舗
鉱
山
の
「
飯
場
」
に
は
羽
州
秋
田
出
生
の
大
工
浪
人
が
、
「
病
体
よ
る
し
か
ら
ず
こ
の
節
も

（
６
）
 

つ
と
も
大
病
の
ご
曰
、
職
人
共
よ
り
申
し
参
っ
た
の
で
」
、
鉱
山
役
所
の
承
認
の
も
と
に
長
逗
留
す
る
と
い
う
例
が
ふ
ら
れ
る
。
こ
の
ほ

（
７
）
 

か
、
病
人
鉱
夫
の
妙
典
敷
鉱
山
へ
の
長
逗
留
の
例
が
一
一
、
三
ふ
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
奉
願
帳
様
の
も
の
を
持
参
し
て
い
た
か
ど
う
か
明

ら
か
で
は
な
い
が
、
病
傷
人
を
友
子
の
飯
場
で
面
倒
を
承
る
制
度
の
存
在
は
、
一
応
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
明
治
三
○
年
に

常
磐
炭
砿
に
お
い
て
奉
願
帳
制
度
は
規
約
上
で
確
認
さ
れ
て
い
る
の
で
、
少
な
く
と
も
明
治
二
○
年
代
に
は
こ
の
制
度
は
、
出
来
上
っ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
し
、
そ
れ
に
近
い
制
度
が
、
明
治
前
期
に
す
で
に
形
成
さ
れ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

次
に
広
い
意
味
で
の
共
済
活
動
と
し
て
の
鉱
夫
の
仏
参
制
度
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
友
子
に
お
け
る
仏
参
制
度
は
、
特
別
の

意
味
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
一
つ
は
鉱
山
に
お
け
る
労
働
の
厳
し
さ
、
ヨ
ロ
ヶ
と
呼
ば
れ
る
職
業
病
、
そ
れ
に
よ
る
短
命
な
ど
が
、

死
者
の
葬
い
に
対
す
る
特
別
の
意
識
を
生
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
も
う
一
つ
の
側
面
は
、
鉱
山
に
働
く
鉱
夫
が
、
一
般
的
に
都
市
、

農
村
の
共
同
体
か
ら
離
れ
、
鉱
山
共
同
体
に
生
き
、
殆
ん
ど
親
兄
弟
、
Ⅲ
縁
者
か
ら
離
れ
て
生
活
し
て
い
る
彼
ら
の
死
は
ひ
と
き
わ
孤

独
で
あ
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
鉱
夫
た
ち
の
死
後
の
世
界
へ
の
思
い
入
れ
は
、
友
子
の
鉱
夫
同
志
が
、
丁
重
に
死
者
を
葬
り
、
死
者
を
安

ら
か
に
成
仏
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

親
分
鉱
夫
の
死
に
対
し
子
分
や
兄
弟
が
ま
た
兄
弟
分
鉱
夫
の
死
に
兄
弟
分
鉱
夫
が
墓
を
祭
る
制
度
は
、
す
で
に
徳
川
後
期
に
確
認
ざ



６
れ
る
。

６
 

院
内
鉱
山
の
墓
地
に
は
、
単
な
る
鉱
夫
の
墓
で
は
な
く
、
友
子
の
仏
参
と
思
わ
れ
る
墓
が
散
見
さ
れ
る
。
吉
城
文
雄
氏
の
調
査
に
よ

れ
ば
、
安
政
六
年
の
「
南
部
和
吉
」
の
墓
は
、
「
秋
田
房
松
」
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
文
久
一
年
の
「
伊
勢
菊
松
」
の
墓

は
、
「
秋
田
文
太
郎
」
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
て
い
る
。
院
内
鉱
山
で
は
、
こ
う
し
た
親
子
で
は
な
い
鉱
夫
の
建
立
に
よ
る
鉱
夫
の
墓
が

（
８
）
 

六
基
存
在
す
る
。
そ
の
一
部
は
今
夏
の
私
の
調
査
で
確
認
し
た
。
細
倉
鉱
山
に
お
い
て
も
嘉
永
四
年
の
「
秋
田
藤
末
」
の
墓
が
「
秋
田

又
五
郎
」
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
、
文
久
三
年
の
「
勇
三
郎
」
の
墓
が
、
「
仙
台
大
助
、
秋
田
出
生
留
吉
」
の
二
人
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ

（
９
）
 

た
し
の
が
残
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
墓
は
、
目
友
子
の
も
の
か
渡
友
子
の
も
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
に
し
て
も
、
友
子

の
墓
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

さ
き
に
ふ
た
妙
典
敷
鉱
山
の
『
銀
山
日
記
』
は
、
秋
田
出
身
の
鉱
夫
国
松
の
死
に
際
し
て
、
飯
場
の
鉱
夫
た
ち
（
こ
れ
は
友
子
の
メ

ン
バ
ー
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
）
は
、
藩
内
お
抱
の
鉱
夫
で
は
な
い
こ
と
を
承
知
の
う
え
、
鉱
山
役
人
に
妙
典
敷
の
墓
場
に
葬
る
こ
と

を
要
望
し
、
葬
式
の
た
め
に
「
総
休
承
」
を
要
求
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
鉱
山
役
人
は
、
「
職
人
共
の
儀
、
職
法
も
こ
れ
あ
り
候

（
皿
）

間
」
と
て
、
概
ね
要
求
を
の
ん
で
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
他
国
の
浪
人
鉱
夫
の
死
に
際
し
て
、
「
職
法
」
に
よ
っ
て
丁
重
に
葬
式
を

行
な
い
墓
地
に
葬
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
態
は
、
友
子
の
確
呼
と
し
て
仏
参
制
度
が
、
す
で
に
幕
末
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
し

明
治
前
期
に
お
い
て
も
、
す
で
に
前
稿
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
院
内
鉱
山
、
大
葛
鉱
山
、
細
倉
鉱
山
で
友
子
の
墓
が
確
認
さ
れ
て
い

（
、
）

る
。
な
お
目
友
子
の
場
合
は
、
仏
参
の
義
務
は
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
山
田
健
氏
ら
の
幌
内
炭
砿
の
墓
石
調
査
に
よ
る
と
、
明
治

（
、
）

一
一
○
年
代
末
か
ら
三
○
年
代
に
お
け
る
白
友
子
と
渡
友
子
の
両
様
の
墓
が
確
認
さ
れ
て
い
る
の
で
、
少
な
く
と
も
北
海
道
や
東
北
の
こ

の
時
期
以
降
に
つ
い
て
は
、
右
の
指
摘
は
当
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
西
国
に
友
子
の
墓
が
見
ら
れ
な
い
の
も
事
実
で
あ
る
。

て
い
る
。
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㈲
そ
の
他
の
機
能

以
上
の
友
子
の
諸
機
能
の
ほ
か
、
い
く
つ
か
の
機
能
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
ま
ず
浪
客
制
度
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

浪
客
交
際
と
は
、
単
位
友
子
組
織
が
職
を
求
め
て
鉱
山
に
来
る
鉱
夫
に
対
し
て
、
雇
用
を
斡
旋
し
た
り
、
一
宿
一
飯
を
ほ
ど
こ
し
、
草

畦
銭
な
ど
を
支
給
す
る
制
度
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
鉱
夫
の
側
か
ら
承
れ
ば
、
鉱
夫
の
移
動
を
促
進
し
、
一
厘
用
機
会
を
保
障
し
、
ま

た
鉱
夫
の
修
業
機
会
を
保
障
し
、
ひ
い
て
は
鉱
夫
の
賃
金
を
上
昇
せ
し
め
る
。
こ
れ
は
労
働
市
場
へ
の
友
子
制
度
の
介
入
で
あ
り
、
労

働
力
供
給
調
整
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

（
３
）
『
神
岡
鉱
山
史
』
、

（
４
）
同
上
、
六
四
一
頁
。

（
５
）
山
口
彌
一
郎
『
炭
港

（
６
）
泉
昌
彦
『
信
玄
里

（
７
）
同
上
、
三
一
一
一
○
、
一

（
８
）
吉
城
文
雄
「
院
内
輯

（
９
）
佐
藤
典
正
『
細
倉
鮭

（
、
）
泉
昌
彦
『
信
玄
の
幸

（
、
）
左
合
藤
三
郎
「
友
三

（
⑫
）
北
海
道
開
拓
記
念
鎧

㈲
の
⑥
の
注

（
１
）
石
川
博
資
『
日
本
産
金
史
』
、
二
○
六
頁
。
な
お
こ
の
『
鉱
夫
雑
談
』
は
、
杉
原
寿
山
の
『
鉱
夫
雑
認
』
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

「
明
治
期
に
お
け
る
友
子
制
度
の
普
及
」
、
『
経
済
志
林
』
五
一
一
’
一
一
一
・
四
、
九
九
頁
で
言
及
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

（
２
）
松
島
静
雄
『
友
子
の
社
会
学
的
考
察
』
、
六
二
頁
。

（
３
）
『
神
岡
鉱
山
史
』
、
六
四
一
頁
。

山
口
彌
一
郎
『
炭
砿
聚
落
』
、
二
六
七
頁
。

泉
昌
彦
『
信
玄
の
黄
金
遺
跡
と
埋
蔵
金
』
、
三
○
七
頁
。

同
上
、
三
一
一
一
○
、
一
一
一
五
○
頁
。

吉
城
文
雄
「
院
内
銀
山
地
間
墓
地
調
査
結
果
報
告
」
に
よ
る
。

佐
藤
典
正
『
細
倉
鉱
山
史
』
、
二
一
八
頁
。

泉
昌
彦
『
信
玄
の
黄
金
遺
跡
と
埋
蔵
金
』
、
三
○
九
頁
。

左
合
藤
三
郎
「
友
子
同
盟
に
関
す
る
研
究
」
口
、
『
人
と
人
』
一
○
六
号
、
五
頁
。

北
海
道
開
拓
記
念
館
『
北
海
道
に
お
け
る
炭
鉱
の
発
展
と
労
働
者
』
七
一
頁
以
下
を
参
照
。

拙
稿
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第
四
表
『
浪
人
銭
別
日
記
』
の
一
節

（
注
）
『
神
岡
鉱
山
史
』
六
四
一
頁
よ
り

飛
騨
舟
津
町

白
木
理
助
殿
登
山
之
入
用

十
月
什
一
日

廿
五
銭

焼
酎
一
升

拾
銭
五
厘

に
し
ん
壱
把

〆
三
十
五
銭
五
厘

但
拾
九
人
二
割
壱
人
二
付

壱
銭
八
厘
八
毛
当
ル

喜
三
郎
清
右
衛
門
福
治
郎
幸
治
郎

幸
平
善
蔵
善
兵
衛
和
助

松
治
郎
徳
兵
衛
久
助
清
七

徳
次
郎
弥
左
衛
門
童
蔵
清
二
郎

重
吉
幸
助
重
兵
衛

蝋
揃
醐
鶴
詰
搬
入
用

十
月
廿
一
一
日

五
拾
五
銭

酒
五
升

拾
銭
五
厘

鰯
壱
把

四
拾
銭

弐
人
前
浅
利

〆
壱
円
五
銭
五
厘

但
右
之
拾
八
人
二
割
壱
人
二
付

五
銭
九
厘
六
毛
宛
当
ル

さ
て
こ
の
浪
客
制
度
は
、
浪
人
鉱
夫
の
問
題
と
し
て
、
徳
川
期
に
も
確
認
さ
れ
た
。

例
え
ば
、
尾
去
沢
鉱
山
に
係
る
資
料
は
、
小
坂
銀
山
並
に
真
金
山
居
住
の
四
人
の
「
浪

人
」
鉱
夫
が
尾
去
沢
鉱
山
の
田
郡
坑
に
「
判
番
友
子
附
合
に
て
」
登
山
し
て
き
た
、
と

（
１
）
 

記
し
て
い
る
。
ま
た
会
津
領
の
鱒
沢
鉛
山
の
資
料
は
、
「
浪
人
扶
持
之
儀
山
法
之
通
り

扶
持
米
相
定
渡
置
候
者
一
日
分
相
渡
其
余
滞
留
致
候
〈
、
職
人
仲
間
二
而
扶
持
致
候
定

（
２
）
 

ニ
侯
」
と
あ
り
、
明
ら
か
に
浪
人
の
米
味
噌
の
負
担
が
、
一
日
目
は
鉱
山
経
営
者
の
負

担
と
し
、
二
日
目
よ
り
「
職
人
共
仲
間
」
Ⅱ
友
子
の
負
担
と
す
る
と
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
妙
典
敷
鉱
山
に
は
、
多
数
の
浪
人
鉱
夫
が
登
山
し
、
一
宿
一
飯
の
便
宜
を
受

（
３
）
 

け
て
い
る
こ
と
が
『
銀
山
日
記
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。

明
治
前
期
に
お
い
て
も
、
こ
の
浪
人
制
度
は
、
一
応
確
認
さ
れ
る
。
ま
ず
明
治
一
○

年
の
長
棟
鉱
山
の
『
浪
人
銭
別
日
記
』
は
、
表
題
が
す
で
に
浪
人
に
銭
別
を
支
給
す
る

友
子
の
浪
人
制
度
の
存
在
を
示
唆
し
て
い
る
が
、
第
一
九
表
に
示
し
た
『
日
記
』
の
一

節
は
、
飛
騨
舟
津
町
か
ら
「
白
木
理
助
」
と
い
う
鉱
夫
が
登
山
し
、
清
五
郎
坑
の
交
際

所
と
恩
し
ぎ
と
こ
ろ
に
一
宿
し
、
「
焼
酎
一
升
」
と
「
に
し
ん
壱
把
」
の
歓
待
を
受
け

て
い
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
そ
の
費
用
は
、
三
五
銭
五
厘
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
一

九
名
の
友
子
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
負
担
さ
れ
て
い
る
。
但
し
一
人
一
銭
八
厘
二
毛
に
当

る
。
翌
日
に
は
、
越
前
国
か
ら
「
葛
吉
」
と
「
春
吉
」
の
二
人
の
鉱
夫
が
登
山
し
て
、

酒
五
升
、
腸
と
浅
利
が
供
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
費
用
は
一
円
四
銭
五
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厘
、
一
人
当
り
五
銭
九
厘
六
毛
当
り
で
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
明
治
一
○
年
頃
の
旧
神
岡
鉱
山
に
お
い
て
、
浪
人
の
登
山
に
対
し
て
一
宿
一
飯
の
便
宜
が
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
単
位
友
子
組
織
の
側
か
ら
断
片
的
な
資
料
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
浪
人
す
る
側
の
資
料
も
ふ
ら
れ
る
。
永
岡
鶴
蔵
は
、
『
坑
夫
の
生
涯
』
の
中
で
、
浪
人
制
度
に
つ
い
て
「
坑
夫
が
仕

事
を
求
め
て
各
山
を
歩
く
こ
と
を
浪
人
と
云
ふ
」
と
述
べ
、
取
立
後
親
分
を
病
死
で
失
っ
て
、
親
分
の
親
分
を
頼
っ
て
四
国
の
白
味
鉱

山
に
移
っ
た
後
、
そ
の
鉱
山
が
体
山
す
る
と
、
明
治
一
六
年
九
月
以
降
「
備
後
国
（
広
島
県
下
）
さ
ん
名
銅
山
へ
浪
人
で
あ
が
っ
た
」
、

そ
し
て
約
六
ヶ
月
の
間
に
、
「
懐
中
無
一
文
」
の
ま
ま
、
「
夫
れ
か
ら
夫
れ
い
と
備
前
備
中
美
作
（
岡
山
県
下
）
等
の
各
鉱
山
を
巡
り
て

（
４
）
 

生
野
鉱
山
に
来
た
」
と
記
し
て
い
る
。
六
ヶ
月
間
に
広
島
の
鉱
山
か
ら
岡
山
県
下
の
各
鉱
山
を
廻
り
、
丘
〈
庫
県
の
生
野
鉱
山
に
移
動
す

る
の
は
、
浪
人
制
度
に
よ
る
一
宿
一
飯
の
便
宜
が
な
け
れ
ば
、
倒
底
不
可
能
で
あ
る
。
友
子
の
浪
人
制
度
は
、
鉱
夫
の
移
動
を
保
障
し
、

｜
雇
用
の
機
会
を
保
障
し
た
の
で
あ
る
。

浪
人
制
度
は
ま
た
、
鉱
夫
の
技
能
を
高
め
る
う
え
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
一
ヶ
所
の
鉱
山
に
止
ま
っ
て
働
く
だ
け
で
な
く
、

種
々
の
鉱
山
を
渡
り
歩
く
こ
と
に
よ
っ
て
鉱
夫
が
各
地
の
鉱
山
の
鉱
脈
や
鉱
床
の
知
識
を
得
、
そ
れ
に
応
じ
た
種
々
の
特
殊
な
採
鉱
法

を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

例
え
ば
、
明
治
一
○
年
代
に
旧
神
岡
鉱
山
で
鉱
山
を
経
営
し
た
阪
東
喜
八
郎
は
、
越
前
国
の
出
身
で
安
政
年
間
に
九
歳
で
同
国
大
野

郡
の
中
天
井
鉱
山
に
手
子
と
し
て
働
き
、
元
治
元
年
Ｃ
八
四
四
）
に
坑
夫
に
推
挙
さ
れ
て
後
、
「
深
ク
探
鉱
ノ
真
理
ヲ
究
メ
ン
ト
ス

（
５
）
 

ル
ノ
念
切
二
相
迫
り
全
国
有
名
ノ
各
鉱
山
に
依
り
実
地
ヲ
経
験
シ
益
々
該
業
二
従
事
勉
強
致
シ
度
精
神
起
り
」
、
第
二
○
表
に
一
示
し
た

よ
う
に
生
野
鉱
山
を
手
初
め
に
一
○
年
間
に
一
○
地
域
の
二
○
数
鉱
山
を
廻
っ
て
い
る
。
阪
東
喜
八
郎
が
友
子
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た

か
ど
う
か
は
、
定
め
る
資
料
を
欠
く
が
、
恐
ら
く
友
子
に
加
入
し
て
お
り
、
持
前
の
向
学
心
に
よ
っ
て
各
地
の
鉱
山
に
学
ん
だ
の
だ
の
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第20表阪東喜八郎の鉱山遍歴

越前国に生れる

９才で越前国大野郡中天井鉱山の手子となる

坑夫に推挙

生野鉱山で半年間働く

岐阜県下郡上郡畑佐鉱山で４年間働く

摂津の千間銀山で３ケ月働く

その後，美濃の黒川鉱山，以地鉱山，越前大野郡の堀合銀山，

細野銅山，竹田銅山，仙野銅山で働き

飛騨和佐保の鹿間，大富，前平，菅沢，漆山，茂住の各鉱で

５ヶ月間働く

越前礪波郡の亀力谷鉱山，新川郡の朝日鉱山，加賀の能美郡

鉱山，越後の草倉銅山，会津の鉱山を転々

和佐保の鹿間鉱山で働く

神岡で鉱業人として明治10年代働く

年
元
元

政
治
応

安
元
慶

間
年
年

明治２年

明治２年10月

明治３年２月

明治５年10月

明治10年

｢岐阜県史』通史編近代中，906-7頁より作成。

だ
と
思
わ
れ
る
。

阪
東
喜
八
郎
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
明
治
前
期
に
神
岡
鉱
山
で
鉱
業
人

と
し
て
働
い
た
熟
練
鉱
夫
た
ち
は
各
地
の
鉱
山
を
渡
り
歩
い
て
い
る
。

例
え
ば
、
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
に
、
一
三
歳
で
越
中
婦
負
郡
方
掛

銀
山
の
坑
夫
に
な
っ
た
長
谷
川
喜
平
は
、
そ
の
後
越
中
長
棟
鉱
山
、
飛

騨
の
神
岡
鉱
山
、
同
平
湯
鉱
山
、
信
州
の
赤
柴
鉱
山
、
小
幡
鉱
山
を
巡

歴
し
、
安
政
年
間
か
ら
飛
騨
で
働
き
、
明
治
一
三
年
（
一
八
八
○
）
に

は
生
野
鉱
山
に
赴
い
て
新
技
術
を
学
び
、
そ
の
後
帰
国
し
て
大
宮
鉱
山

（
６
）
 

で
採
鉱
・
製
煉
方
法
の
改
良
に
尽
力
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
鉱
夫
の
遍
歴
は
鉱
山
に
お
け
る
友
子
組
織
が
、
浪
人
鉱

夫
を
心
よ
く
受
け
入
れ
る
慣
行
な
し
に
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
一
鉱
山

の
他
国
鉱
夫
へ
の
排
他
性
は
友
子
組
織
の
存
在
に
よ
っ
て
止
揚
さ
れ
て

い
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

次
に
浪
人
制
度
及
び
取
立
制
度
を
通
じ
て
の
友
子
制
度
の
労
働
市
場

へ
の
介
入
、
労
働
力
の
需
給
に
対
す
る
調
整
機
能
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お

き
た
い
。
浪
人
制
度
は
、
鉱
夫
の
移
動
を
保
障
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

労
働
力
の
供
給
を
調
整
す
る
。
鉱
山
に
お
け
る
労
働
の
過
剰
、
こ
れ
は

あ
る
鉱
山
の
鉱
脈
の
枯
渇
に
よ
っ
て
生
じ
、
ま
た
労
働
力
の
不
足
、
こ
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三
井
に
鉱
山
を
統
合
さ
れ
た
う
え
、
排
除
さ
れ
た
鉱
夫
は
、
失
業
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
失
業
反
対
騒
動
を
起
こ
す
こ
と
も
な
く
、

他
域
地
の
鉱
山
に
静
か
に
消
え
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
当
時
の
鉱
夫
に
と
っ
て
は
、
明
治
後
期
も
そ
う
で
あ
る
が
、
一
般
に
労
働
力
不

足
の
市
場
状
況
に
あ
っ
て
失
業
そ
の
屯
の
に
対
し
あ
ま
り
脅
威
を
感
じ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
浪
人
と
な
っ
て
他
山
の
友

子
を
頼
っ
て
移
動
し
、
新
た
な
雇
用
機
会
を
見
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
鉱
山
は
、
労
働
力
が
不
足
す
れ
ば
、
各
地
の
鉱
山
に
募
集
人
を
派
遣
し
て
、
熟
練
鉱
夫
の
募
集
を
行
な
っ
た
。
明
治
前
期
の

（
９
）
 

坑
夫
争
奪
戦
に
つ
い
て
は
、
前
稿
で
ふ
れ
た
通
り
で
あ
る
。
こ
の
場
合
も
、
他
鉱
山
の
鉱
夫
を
排
他
的
に
扱
わ
な
い
と
い
う
友
子
制
度

を
前
提
に
、
募
集
人
は
、
友
子
メ
ン
バ
ー
の
浪
人
と
し
て
鉱
山
に
現
わ
れ
、
鉱
夫
を
誘
引
し
募
集
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く

は
な
い
。
何
故
な
ら
鉱
山
は
、
友
子
鉱
夫
以
外
の
人
間
の
入
山
に
対
し
て
は
排
他
的
で
あ
り
、
警
戒
的
で
あ
る
か
ら
、
友
子
メ
ン
バ
ー

以
外
の
人
間
は
、
鉱
山
に
容
易
に
近
よ
れ
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
例
え
ば
、
三
井
は
、
明
治
二
○
年
一
一
月
に
友
子
鉱
夫
と
思
わ
れ
る

れ
は
新
た
な
鉱
山
の
開
発
、
富
鉱
の
発
見
に
よ
っ
て
生
じ
る
が
、
鉱
山
に
お
け
る
労
働
力
の
需
給
の
変
動
に
対
し
て
、
友
子
制
度
は
、

浪
人
制
度
を
通
じ
て
労
働
力
の
供
給
を
調
整
す
る
。

永
岡
鶴
蔵
の
例
に
承
ら
れ
る
よ
う
に
、
自
分
の
働
く
鉱
山
が
休
山
す
れ
ば
、
浪
人
制
度
を
利
用
し
て
他
鉱
山
に
移
動
し
、
雇
用
の
機

会
を
見
付
け
る
。
三
井
は
明
治
一
九
年
の
神
岡
諸
鉱
山
の
統
合
に
際
し
、
鉱
区
買
収
に
際
し
鉱
業
人
と
の
対
立
が
あ
っ
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
旧
鉱
業
人
の
も
と
に
働
い
て
い
た
鉱
夫
一
一
一
一
○
○
人
の
う
ち
三
井
に
雇
用
を
希
望
し
た
九
一
八
人
の
鉱
夫
の
承
を
雇
用
し
た
に
と

ど
ま
り
、
一
一
一
八
○
人
近
く
を
一
雇
用
し
な
か
っ
た
。
三
井
組
の
資
料
は
、
統
合
後
の
新
し
い
経
営
計
画
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
、
「
蛇

（
７
）
 

腹
平
通
洞
の
方
も
一
一
百
名
許
リ
厄
介
払
い
を
致
し
」
、
た
と
記
し
て
い
る
。
つ
ま
り
三
井
は
、
統
合
に
際
し
て
旧
来
の
労
働
慣
行
を
合

理
化
す
る
べ
く
、
好
ま
し
く
な
い
鉱
夫
を
排
除
し
た
の
で
あ
る
。
因
に
こ
の
際
、
友
子
制
度
を
否
認
し
な
か
っ
た
こ
と
は
明
記
さ
れ
て

（
８
）
 

お
く
ベ
シ
ｃ
で
あ
る
。



7２ 

友
子
の
取
立
制
度
も
ま
た
労
働
力
の
需
給
調
整
機
能
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
も
ふ
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
で

に
取
立
制
度
に
つ
い
て
は
若
干
論
じ
た
が
、
後
の
こ
の
制
度
に
つ
い
て
明
ら
か
な
こ
と
は
、
一
定
期
間
の
見
習
の
後
に
坑
夫
に
取
立
て

ら
れ
、
か
つ
三
年
間
取
立
て
山
に
勤
務
し
、
ま
た
坑
夫
に
取
立
て
ら
れ
た
子
分
は
、
一
定
の
義
務
を
果
す
ま
で
親
分
と
は
な
れ
ず
、
ま

（
、
）

た
無
制
限
に
子
分
を
取
る
こ
と
は
許
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
取
立
の
規
制
は
、
友
子
鉱
夫
数
の
形
成
に
一
定
の
制
約
を
加

え
、
鉱
夫
の
供
給
を
制
限
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
取
立
上
の
規
制
は
、
明
治
前
期
に
資
料
的
に
は
必
ず
し
も
十
分
に
実
証
で

き
な
い
が
、
す
で
に
明
治
前
期
に
も
存
在
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
長
棟
鉱
山
に
お
け
る
山
崎
徳
次
郎
の
『
日
記

帳
』
は
、
明
治
一
○
年
九
月
に
山
崎
が
子
分
に
取
立
て
ら
れ
た
後
、
一
三
年
に
茂
住
の
鉛
山
坑
の
取
立
に
際
し
て
「
中
老
」
役
を
務
め

た
と
あ
り
、
そ
れ
以
前
に
親
分
と
な
っ
た
事
を
示
し
て
い
な
い
。
親
分
に
な
る
た
め
に
は
、
子
分
に
な
っ
て
世
話
人
を
一
回
以
上
勤
め
、

（
、
）

ま
た
中
老
役
と
し
て
友
子
の
仕
事
を
果
た
し
た
後
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
水
瀬
清
二
郎
の
指
摘
す
る
よ
う
な
義
務
を
果
し
つ
つ

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
『
日
記
帳
』
に
よ
れ
ば
、
山
崎
徳
次
郎
が
親
分
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
の
は
、
明
治
一
七
年

の
長
棟
鉱
山
の
取
立
面
附
に
お
い
て
で
あ
る
。

こ
う
し
た
取
立
上
の
制
約
は
、
明
治
末
か
ら
大
正
期
の
友
子
資
料
に
お
い
て
も
大
き
く
崩
れ
て
い
な
い
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
友

藤
原
勝
次
、
野
口
元
吉
の
一
一
名
を
一
層
入
金
一
二
○
○
円
を
持
た
せ
て
、
栃
木
の
足
尾
銅
山
に
派
遣
し
て
、
「
坑
夫
四
一
一
一
名
を
雇
入
れ
る
」

が
、
会
社
側
の
事
務
員
富
田
秀
三
（
出
収
科
勤
務
）
は
、
横
浜
で
彼
ら
を
引
取
り
神
岡
に
連
れ
戻
っ
て
い
る
。
ま
た
四
月
に
も
、
足
尾

（
、
）

の
坑
夫
を
四
、
五
○
名
を
松
井
田
に
連
れ
だ
し
、
富
田
秀
一
二
ら
は
、
そ
こ
で
彼
ら
と
雇
入
れ
の
契
約
を
結
ん
だ
り
し
て
い
る
。
草
倉
銅

山
で
も
同
じ
こ
と
を
行
な
っ
た
。
事
態
は
逆
で
も
あ
っ
た
。
足
尾
銅
山
や
草
倉
銅
山
の
側
も
神
岡
鉱
山
に
募
集
人
を
派
遣
し
た
。
こ
の

よ
う
な
場
合
、
友
子
制
度
は
、
中
立
的
な
鉱
夫
募
集
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
し
て
、
両
方
に
作
用
し
、
労
働
力
の
需
要
の
調
整
機
能
を
果
た

よ
う
な
場
合
、
友
子
倒

し
て
い
る
の
で
あ
る
。



７３明治期における友子の組織と機能（上）
子
は
、
徒
弟
制
度
を
基
礎
と
す
る
同
職
組
合
と
し
て
の
基
本
的
性
格
を
維
持
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
傾
向
は
、
友
子
制
度

を
通
じ
て
、
無
制
限
に
熟
練
鉱
夫
を
中
心
と
す
る
友
子
鉱
夫
の
数
を
増
し
た
い
鉱
山
資
本
に
対
し
て
熟
練
労
働
力
供
給
を
一
定
程
度
規

制
し
、
か
つ
友
子
制
度
の
存
在
意
義
を
主
張
し
維
持
し
よ
う
と
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
友
子
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
ク
ラ
フ
ト
・
ユ
ニ
オ

ン
の
よ
う
に
、
労
働
力
の
供
給
独
占
を
行
な
う
ほ
ど
に
強
力
に
組
合
員
数
を
規
制
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
幾
分
と
も
友
子
組
合
員
の
数

を
規
制
し
、
友
子
に
よ
る
熟
練
鉱
夫
の
養
成
を
行
な
い
つ
つ
友
子
の
存
在
を
維
持
し
、
労
働
市
場
に
お
い
て
供
給
調
整
機
能
を
果
た
し

て
い
た
こ
と
は
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
他
方
、
友
子
が
取
立
を
無
制
限
に
し
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
資
本
の
熟
練
労

働
力
の
需
要
に
応
じ
て
、
労
働
力
の
養
成
を
果
た
し
、
熟
練
労
働
力
の
供
給
に
努
め
て
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
こ
の
側
面
こ
そ
、

鉱
山
資
本
が
友
子
制
度
を
容
認
す
る
最
大
の
根
拠
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

次
に
友
子
制
度
の
鉱
山
に
お
け
る
秩
序
維
持
あ
る
い
は
自
治
機
能
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
友
子
の
結
合

原
理
の
一
つ
と
し
て
も
指
摘
し
、
ま
た
厳
し
い
内
部
規
律
を
守
る
と
い
う
職
業
倫
理
と
し
て
も
論
じ
た
こ
と
で
あ
る
。
明
治
前
期
に
つ

い
て
み
る
と
、
こ
の
点
を
十
分
に
証
明
す
る
資
料
は
乏
し
い
が
、
明
治
後
期
に
は
数
多
く
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
こ
こ
で
は
、
友
子
鉱
夫
た
ち
が
所
持
し
て
い
た
山
例
五
十
三
ケ
条
や
山
法
の
類
に
、
採
鉱
上
の
禁
止
事
項
や
公
序
良
俗
の
侵
犯

の
禁
止
事
項
が
多
数
指
摘
さ
れ
、
鉱
山
内
の
秩
序
、
規
律
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
友
子
の
構
成
員
が
義
務
と
し
て
取
立
に

際
し
て
こ
れ
ら
を
周
知
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
、
友
子
制
度
の
存
在
自
体
が
鉱
山
内
に
お
け
る
秩
序
維
持
に
大
き
く
貢
献
し
、

友
子
の
厳
し
い
内
部
規
律
が
、
友
子
の
組
織
維
持
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る
。
明
治

二
年
の
鹿
間
銅
山
の
「
坑
夫
取
立
面
附
」
に
お
け
る
「
兼
而
申
渡
し
候
條
堅
相
守
可
申
候
若
心
得
違
有
之
候
得
者
何
時
不
寄
金
堀
相
省

候
趣
意
急
度
相
守
可
申
侯
」
と
の
指
摘
は
、
右
の
問
題
点
を
集
中
的
に
表
現
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
指
摘
さ
れ
た
こ
と
の
少
な
い
、
友
子
の
共
同
体
的
側
面
の
一
つ
の
機
能
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
き
た
い
。



7４ 
蓮
沼
叢
雲
『
足
尾
銅
山
』
は
、
明
治
三
○
年
代
前
半
の
足
尾
銅
山
の
友
子
制
度
を
論
じ
た
際
に
「
彼
等
社
会
の
結
婚
は
取
立
の
儀
式
に

比
ぶ
れ
ば
頗
る
簡
略
な
る
も
の
に
し
て
、
縁
組
は
多
く
山
内
に
成
立
す
、
而
し
て
中
に
は
立
派
な
る
結
納
を
贈
り
箪
笥
手
道
具
等
を
調

ふ
者
も
な
き
に
あ
ら
す
と
雛
、
多
く
は
媒
介
者
が
花
嫁
を
伴
ひ
来
れ
ば
、
聟
の
親
分
兄
分
等
が
列
席
し
て
盃
を
取
り
交
わ
す
位
に
て
済

よ
め

き
ん
し
つ
か
な
え
ん
お
う

（
、
）

む
も
の
な
り
、
然
し
て
一
般
婦
は
能
く
貞
操
を
守
り
琴
琶
階
ひ
駕
撚
常
に
夢
暖
か
に
浪
風
立
つ
こ
と
少
し
と
は
日
出
度
こ
と
に
こ
そ
」

こ
の
こ
と
は
、
鉱
夫
間
の
結
婚
が
友
子
を
介
し
て
行
な
わ
れ
、
友
子
が
ま
た
鉱
夫
の
結
婚
に
深
く
係
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

明
治
前
期
に
つ
い
て
ふ
る
と
、
徳
川
期
以
来
、
女
性
は
、
選
鉱
や
製
錬
の
助
手
や
飯
焚
の
有
力
な
労
働
力
で
あ
っ
た
。
ま
た
鉱
夫
の
繁

殖
の
た
め
に
も
、
ま
た
男
鉱
夫
の
異
性
と
し
て
も
生
活
上
不
可
欠
で
あ
っ
た
。

山
例
五
十
三
ヶ
條
の
第
一
一
三
条
に
「
山
師
は
格
別
金
掘
の
義
妻
女
無
之
者
に
す
べ
し
」
と
あ
り
、
俗
に
「
渡
坑
夫
〈
無
害
独
身
ニ
シ

（
ｕ
）
 

テ
諸
灸
ヲ
渡
り
歩
ク
」
と
一
云
わ
れ
て
い
る
が
、
確
か
に
そ
う
し
た
傾
向
は
一
部
に
見
受
け
ら
れ
る
が
、
一
般
に
妻
帯
者
の
家
族
持
ち
鉱

夫
も
少
な
く
た
い
。
ま
た
若
年
層
は
一
般
に
独
身
者
で
あ
る
こ
と
が
多
い
の
は
む
し
ろ
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
鉱
山
に
女
性
が
集
ま
り

に
く
い
の
も
事
実
で
あ
ろ
う
。
ま
た
鉱
夫
は
ヨ
ロ
ヶ
の
為
に
短
命
で
あ
り
、
鉱
夫
の
妻
は
、
六
、
七
人
の
鉱
夫
と
結
婚
す
る
と
の
説
も

（
焔
）

あ
っ
た
く
ら
い
で
、
確
か
に
そ
う
し
た
傾
向
も
見
受
け
ら
れ
る
し
、
未
亡
人
の
鉱
夫
後
家
も
散
見
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
情
況
下
に
お
い
て
、
鉱
山
に
お
け
る
結
婚
は
、
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
く
る
。
一
つ
は
女
性
不
足
の
傾
向
の
な
か
で
、
異

（
咽
）

性
関
係
の
乱
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。
山
法
の
中
に
「
情
婦
密
通
の
沙
汰
は
両
追
放
な
り
」
と
あ
る
の
は
こ
の
点
を
厳
し
く
規
制
し
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
公
序
良
俗
の
違
反
は
、
鉱
山
に
お
い
て
厳
し
く
各
め
ら
れ
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
友
子
は
、
鉱
夫
間
の
紛

（
Ⅳ
）
 

争
を
調
停
し
た
り
、
夫
婦
喧
嘩
の
仲
裁
を
も
行
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

昭
和
三
八
年
に
行
な
わ
れ
た
尾
去
沢
鉱
山
の
古
老
鉱
夫
か
ら
の
聴
取
り
調
査
に
よ
れ
ば
明
治
二
○
年
以
前
の
話
と
し
て
「
男
一
九
歳

む
も
の
な
り
、
弊

と
述
べ
て
い
る
。



７５明治期における友子の組織と機能（上）
は
迎
え
時
と
い
わ
れ
見
習
い
坑
夫
か
ら
本
坑
夫
と
な
る
。
…
…
男
は
二
○
歳
頃
ま
で
、
女
は
一
五
六
歳
頃
に
結
婚
す
る
の
が
大
部
分
で

（
Ｅ
）
 

あ
っ
た
」
。
そ
の
場
〈
口
「
友
子
交
際
の
親
分
、
子
分
の
つ
な
が
り
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
の
が
多
か
っ
た
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
友

子
内
の
鉱
夫
の
結
婚
は
、
以
上
の
よ
う
に
親
分
子
分
の
関
係
が
媒
介
に
な
っ
て
行
な
わ
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
明
治
前
期
に
お
け
る
友
子
制
度
は
、
資
料
的
に
は
限
ら
れ
て
は
い
る
も
の
の
組
織
の
面
に
お
い
て
は
、
箱
元
や
大

当
番
の
役
員
こ
そ
資
料
的
に
明
ら
か
に
な
ら
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
一
定
の
目
的
や
職
業
倫
理
を
も
っ
て
一
定
の
鉱
夫
グ
ル
ー
プ
を
組

織
し
、
取
立
や
共
済
活
動
を
行
な
い
、
ま
た
浪
人
制
度
を
実
施
し
、
ま
た
自
治
的
機
能
や
労
働
市
場
へ
の
一
定
の
介
入
を
果
し
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
明
治
後
期
の
友
子
制
度
の
基
本
構
造
は
、
す
で
に
十
分
に
明
治
前
期
に
形
成
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と

ぶ
な
す
こ
と
は
、
あ
な
が
ち
大
き
な
的
は
ず
れ
の
見
解
で
は
な
い
と
確
信
し
う
る
。
我
々
は
、
次
に
明
治
後
期
の
友
子
制
度
を
分
析

し
、
明
治
の
友
子
制
度
は
、
明
治
三
○
年
代
の
前
半
期
ま
で
に
確
呼
と
し
て
確
立
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
る
。

０
の
。
の
注

（
１
）
詳
し
く
は
、
拙
稿
「
徳
川
時
代
の
金
掘
友
子
に
関
す
る
考
察
」
、
『
経
済
志
林
』
四
九
’
四
、
三
○
’
一
頁
参
照
。

（
２
）
『
福
島
県
史
』
第
一
○
巻
上
、
五
三
○
頁
。

（
３
）
泉
昌
彦
『
信
玄
の
黄
金
遺
跡
と
埋
蔵
金
』
を
参
照
。

（
４
）
『
近
代
民
衆
の
記
録
』
２
鉱
夫
、
二
四
一
頁
。

（
５
）
『
岐
阜
県
史
』
通
史
編
近
代
中
、
九
○
六
頁
。

（
６
）
同
上
、
九
○
九
頁
。

（
７
）
『
神
岡
鉱
山
史
』
、

（
８
）
こ
の
点
は
、
水
瀬
搾

場
維
持
経
費
」
に
、
「

（
９
）
拙
稿
「
明
治
期
医

『
神
岡
鉱
山
史
』
、
六
八
五
頁
。

こ
の
点
は
、
水
瀬
清
二
郎
『
坑
夫
』
、
一
一
一
六
頁
の
証
一
一
一
一
口
、
又
『
岐
阜
県
史
』
通
史
編
近
代
中
、
九
四
一
頁
に
ふ
ら
れ
る
。
三
井
神
岡
鉱
山
の
「
飯

維
持
経
費
」
に
、
「
浪
人
付
合
入
用
」
な
ど
と
公
然
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。

拙
稿
「
明
治
期
に
お
け
る
友
子
制
度
普
及
の
必
然
性
」
、
『
経
済
志
林
』
五
三
’
一
号
、
四
○
頁
以
下
参
照
。



7６ 

「
徳
川
時
代
の
金
掘
友
子
に
関
す
る
考
察
」
へ
の
補
遺

今
度
、
大
館
市
史
編
纂
室
の
菊
地
仁
氏
よ
り
、
新
た
に
徳
川
末
期
の
友
子
の
存
在
を
示
す
大
葛
鉱
山
の
経
営
者
の
日
記
（
慶
応
二
年

十
月
十
七
日
）
の
紹
介
を
え
た
。
日
記
に
は
、
菊
地
氏
の
説
明
に
よ
れ
ば
南
部
の
槇
木
鉱
山
と
の
鉱
区
争
い
を
背
景
に
、
渡
坑
夫
を
大

葛
金
山
か
ら
締
め
出
す
と
い
う
策
動
を
知
っ
た
当
の
渡
坑
夫
が
、
経
営
当
局
に
「
封
す
状
廻
さ
す
内
一
一
、
当
地
よ
り
先
に
最
上
辺
（
幸

生
や
永
松
の
鉱
山
が
あ
る
）
え
立
越
、
右
の
訳
取
か
た
り
友
子
え
頼
合
い
た
し
、
南
部
山
を
め
つ
ぼ
う
度
候
」
と
あ
る
。
こ
の
日
記

は
、
近
く
『
比
内
町
史
』
に
発
表
さ
れ
る
が
、
事
前
に
比
内
町
史
編
纂
室
の
石
井
博
夫
、
山
本
栄
両
氏
の
便
宜
に
よ
り
、
閲
読
す
る
機

会
を
え
た
。
徳
川
期
の
友
子
の
実
在
性
が
ま
た
深
ま
っ
た
。
三
氏
に
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

（
、
）
『
岐
阜
県
史
』
通
史
編
近
代
中
、
九
四
一
一
’
三
頁
。

（
ｕ
）
大
正
期
に
つ
い
て
で
あ
る
が
水
瀬
清
二
郎
は
、
『
坑
夫
』
一
○
五
頁
で
、
「
親
分
又
は
兄
分
と
な
る
に
は
坑
夫
と
な
っ
て
か
ら
三
年
以
上
経
過
し

て
ゐ
る
事
が
条
件
に
な
る
故
に
弟
分
子
分
も
決
し
て
無
制
限
に
有
て
る
も
の
で
は
な
い
、
三
年
経
っ
て
初
め
て
一
人
の
子
分
を
持
ち
そ
れ
よ
り
後

尚
二
年
乃
至
三
年
目
毎
に
頭
役
の
見
込
糸
に
よ
っ
て
一
人
宛
振
り
当
て
ら
れ
る
の
で
、
従
っ
て
子
分
の
沢
山
あ
る
も
の
で
十
五
人
位
が
関
の
山
で

あ
る
、
此
れ
だ
け
持
つ
に
は
少
な
く
と
も
、
坑
夫
生
活
三
十
年
以
上
を
持
た
ね
ば
な
ら
ぬ
、
此
の
点
土
方
の
親
分
子
分
と
は
大
に
そ
の
趣
を
異
に

し
て
ゐ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
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蓮
沼
叢
雲
『
足
尾
銅
山
』
、
六
○
’
一
頁
。

『
近
代
民
衆
の
記
録
』
２
鉱
夫
、
三
六
一
頁
。

松
井
勝
明
『
現
代
じ
ん
肺
加
年
の
あ
ゆ
ゑ
』
、
一
七
二
頁
。

水
瀬
清
二
郎
『
坑
夫
』
、
一
一
一
三
頁
。

松
島
静
雄
『
友
子
の
社
会
学
的
考
察
』
、
八
五
頁
。

『
秋
田
の
民
俗
』
、
一
○
一
頁
。

同
上
、
一
三
頁
。


